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　　　序章









　レオンとその相あい棒ぼうのカロンは絶体絶命の窮きゆう地ちに立たされていた。

　そもそも任務（分類すれば聖地の偵てい察さつ任務になるだろうか）は安全で、かつ単純なものだった。

　まだ学生である二人でも難なくこなせるほどの。

　いや九割方は達成していたのだ。

　あとは撤てつ退たいするだけだったのだが、レオンがあまりに食い入るように見ていたため対象のひとりに気づかれてしまったのである。

　大混乱となった。

　その機に乗じて撤収すればよかっただろうに、もう少しだけと欲張ったのが命取り、あっという間に退路を封じられてしまったのだ。

　こうなるともはや袋のネズミである。

　敵陣深く斬きり込みすぎての孤立──戦場においては最低の戦術だろう。

「……くそ。せっかくここまでこれたっていうのに」

　蒼そう髪はつに、赤い石をはめ込んだ首飾りを首からさげた少年──レオンがうな垂れ、そんな彼に、栗くり色いろの髪の、美少年といえる顔立ちのカロンが今にも泣き出しそうな声を出す。

「ねえレオン、これ結構ヤバイよ。もっと冷静にならなきゃダメだったんだよ」

「なに言ってんだよカロン。こんな場所で冷静になれたら、そんなやつ男じゃねえさ」

　前髪を払うと、レオンは力強く語ってみせる。

「でもさ、その結果がこのザマじゃないか。どうするのさ」

　やや非難めいた顔でカロンはレオンを見上げる。

「どうするって言われても、逃げるしかねえけど……」

　レオンは出入口のドアを見つめて、ため息をつく。ここ以外の脱出口はないのだ。

「おれの不始末だ、おれがカタをつける」

「カタをつけるって、レオン、まさかひとりで……」

　不安の色を瞳ひとみにたたえて、カロンが小さく肩をふるわせる。

「ああ。もうすぐこの部屋に奴やつらが入ってくる。おれが奴らを押さえるからさ、その隙すきにお前だけでも逃げてくれ」

　意を決した男の顔でレオンはわずかに笑えんでみせる。

　対して、カロンはオロオロしながら自身の左手に目を落とす。

　カロンの左手の甲に、円形と方形を組み合わせ、中心に〈炎ほのお〉を図形化した、美しい紋もん様ようが描かれている。

「レオンひとりを置いて逃げるなんてできないよ。この紋章でなんとか退路を確保して、二人で逃げよう」

　相変わらず肩を小さくふるわせながら、それでもカロンはこわばった笑みをレオンに向ける。

　そんなカロンの額に、レオンはやさしめのデコピンをする。

「バーカ。そんなにブルブルふるえてる奴なんて足手まといなだけなんだよ」

「でも、ぼくたちは相棒バデイだろ、ぼくはレオンを見捨てて逃げるなんてことできないよ」

　切実な声こわ音ねで、カロンは自身の思いをレオンに伝える。

　しかしその瞬間──バキン！　ガチャリ。

　鍵かぎを破壊して、奴らが部屋に乱入してきた。

　もう終わりだ。奴らは情けや容よう赦しやという言葉を知らない。

　身み震ぶるいをするカロン。レオンは首飾りを軽く撫でるとカロンを庇かばうように前に立った。

「バカな奴だぜ、どうなっても知らねえからな──」




「バカはあんたよ！　レオン、あんたなんて八つ裂ざきにしてから生徒会にたたき出してやるわ！　覚悟しなさいよね！」




　神聖アグノリア帝国、ローウェン紋章学園──。

　女子寮大浴場、ボイラー室。

　バスタオル一枚という魅み惑わくの姿で迫ってくる少女たち。

　その先頭で、長い銀髪を入浴用に結い上げた少女が、レオンに人さし指をビシリと突きつけて一いつ喝かつした。




　この日、男にとっては永遠の聖地である女子寮大浴場で、のぞき魔が成せい敗ばいされた。














　　　第一章　Ｙの娘
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「くっそ、ボイラー室ののぞき穴ふさがれちゃうんだろうなあ」

　初夏の陽光が降りそそぐ小教室で、レオン・カーターは椅子に深く腰掛けながらぼやく。

「うん。でものぞきなんてやっぱり悪いことだからさ、これでよかったんだよ」

　右隣に座るカロン・ロッドマンがなだめるような声で相づちを打った。

「せっかく寝る間も惜しんでこつこつとあけた力作だったのに。しかも放課後は聖堂の掃除かよ……教官との特訓だってあるってのによ」

　──聖堂の掃除（終了するまで毎日おこなうこと）。

　昨日の浴場ののぞきによって生徒会からくだされた罰ばつである。

　のぞきにより女子たちから吊つるし上げを食らい、生徒会にたたき出され、そこでもこんこんと説教をされた。とりあえず解放されたものの本日昼の休憩中、すなわちつい三十分前に再び生徒会に呼ばれ、聖堂内のすべての部屋の清掃を言い渡されたのである。

　ちなみに、罰を申し渡されたのはレオンひとり。カロンについては、「レオンに無理やり付き合わされたに違いない」と女子たちが騒ぎ、お咎とがめはなかった。

　カロンは、その美少年的な顔立ちと、庇ひ護ご欲よくをそそるような大人しい性格から、一部の女子たちの間では非常に人気が高いのである。

「ぼくも一緒に手伝うよ、二人ならすぐに終わるって」

「サンキュな、カロン」

　とはいえ、学園近きん郊こうにある聖堂は無駄に広く、たった二人ではたっぷり一ヶ月はかかるだろう。

　そこまで考えてレオンは盛大なため息をつき、赤い石をはめ込んだ首飾りを手なぐさみにいじる。

「なにこの世の終わりみたいな顔してるのよ。バカみたい」

　レオンの左隣から冷ややかな声が発せられる。

　レオンが首だけを向けると、声同様の冷ややかな目をする少女と視線が合った。

　少女の名はシャルロット・エスターレ。

　背中までのびた長い銀髪に、飴あめ色いろの瞳ひとみ、肌は透きとおるように白く、おそろしいくらいに整った顔立ちの少女である。学園の制服である白いワンピースに身を包み、襟えり元もとには青色のリボンタイ、両手に絹の白手袋をはめている。

　彼女は同学年の女子たちの間ではリーダー的な存在であり、昨日のぞき魔をひっとらえた際も先頭に立っていた。

「ばれればタダじゃ済まないってわかってるでしょ？　なんでのぞきなんてするかな」

　その言葉に、レオンは蒼そう髪はつを揺らしながら力強く拳こぶしを握ると、

「そんなの決まってんだろ、そこに男のロマンがあるからだ！　こんな程度じゃ絶対にあきらめねえ！　おれがおれであるために」

「もうやめたほうがいいよ。じゃないと、そろそろ退学になっちゃうから」

　カロンが大真面目まじめにレオンを見やる。

「退学が怖くて男のロマンがつかめるか！　そこに女子風ぶ呂ろがある限り、おれは何度でも挑戦する！」

　レオンはカロンに振り向き、

「次も一緒にいくよな、カロン？」

「え、えっと……」

　言葉を詰まらせると、困ったような、気の弱い顔をカロンはつくる。

「退学になるのはあんたの自由だけどね、カロンまで巻き込むんじゃないわよ！」

　シャルロットはきつい口調でレオンを非難すると、カロンに視線を向け、

「カロンもカロンよ、嫌なら嫌だってちゃんと言葉にしなくちゃ」

「別に嫌じゃないもんな？　カロンだって女子風呂に興味津しん々しんだもんな、な？」

　シャルロットの言葉を遮るように、レオンは強引にカロンへ迫る。

「う、うーん、はは……」

　曖あい昧まいな笑えみで、カロンは二人の言葉を受け流した。

　それからシャルロットが再びレオンに向かって口を開いた。

「とにかくよ、せっかく高等科に進学したんだから、あんたももうちょっとまともになってよね」

　レオンたちの在籍するローウェン紋章学園は、紋章と呼ばれる神秘の力を宿す少年少女が、十三歳さいから十八歳までの六年間、紋章師としてのさまざまな訓練を受ける教育機関である。

　初等科と高等科（各三年間）に分かれ、初等科では大人数クラスで座学を中心に学び、高等科では三人で一クラスの少人数で実技を中心に学ぶ。

　レオンたちは現在、高等科一年である。

「のぞきとか、子どものときから全然成長してないんだから。いい？　女の子の身体からだに触るのはもちろん、いやらしい目で見るのもいけないんだからね」

　肩を抱くようにして胸の辺りを隠すと、シャルロットはレオンに向けてピッと舌を出してみせる。

「今さらなに言ってんだよ。お互い、身体のすみずみまで知ってる仲だろ？」

「え、二人はもうそんな関係だったの？　ただの幼おさな馴な染じみだと思ってたのに」

「ただの幼馴染みよ！　子どもの頃のお風ふ呂ろをそんなふうにいやらしく言うな！」

　顔を真っ赤にしながらキッと睨にらみ、

「昔ならまだしも、この歳でお風呂をのぞくのは犯罪なんだから！　賠ばい償しよう金きんものよ」

　シャルロットの発言に、途と端たん、レオンがおもいっきり白けた顔をする。

「え？　な、なによ、どうしてそんな不満気な顔してるの？」

「だってお前、そんなちっぱいで賠償金て」

　レオンが小さくため息をつき、首を左右に振った。

「とはいえ、サイズにさえ目をつむれば……」

　余よ韻いんを楽しむかのように目を閉じてうんうんとうなずくレオン。

　そしてゆっくりと目を開くと、憐あわれみの宿る瞳ひとみを向け、

「残念だ！　ちっぱいでさえなければ完璧なのに、なんて残念なんだよシャルロッ……」

　みなまで言う前に、シャルロットの拳こぶしがレオンのあごを打ち抜いた。

　そのまま尻しり餅もちをつくようにレオンは倒れる。

　シャルロットはそんな彼の前にゆらりと立ちはだかる。

「悪かったわねえ、残念な胸で」

「あ、いや、すまん」

　尻をすりながらレオンはあとずさり、

「大丈夫、ダイジョーブだ、世の中には貧乳教とかそういうのがきっとあるからさ」

「あんたまぢで殺すわ」

　レオンの不用意な発言に、シャルロットの目が据わる。

「土の紋章！」

　白手袋ごしに、シャルロットの右手の甲が淡く光り、一振りの長剣ナイトソードが形成される──彼女は元げん素そ紋もんを宿した初級紋章師だ。

　シャルロットは背筋を伸ばすと、手にした長剣の切っ先をレオンの眼がん前ぜんに向ける。そのままレオンを見おろす飴あめ色いろの瞳をスッと細めた。

　──ヤバイ……あの目はマジで殺やるときの目だ。

　子どもの頃おままごとをしてわざとエロイことをしたときや、転んだふりをして抱きついたときなど、あの目をしたシャルロットにレオンは殺されそうになったのだ。

「ちょ、ちょっと待てって」

　レオンは片手でストップのジェスチャーをして、

「そうだ！　巨乳に勝る貧乳の利点を教えてやるよ」

「……肩がこらないとかだったら刺すから」

　レオンの発言にシャルロットは氷の眼まな差ざしで返し、長剣の切っ先でつつく。

　神秘の力を宿す聖せい痕こんである紋章のうち、シャルロットの〈土の紋章〉は元げん素そ紋もんの初級紋章に分類される。

　土の紋章には〈金属錬成〉という特性があり、それにより武器を形成することができる。シャルロットの場合は、土の紋章を発動させることで長剣ナイトソードを生み出すように条件付けをおこなっていた。

「やめ、刺さってる、先っぽが刺さってるって……」

　身をよじり、レオンはシャルロットの長剣から逃れながら、

「肩こりじゃねえよ。そんだけちっちゃいとさ、歳とっても垂れないんじゃねえかって」

「……レオン、それは最低な答えかも」

　カロンが素で引いているようで、レオンから一歩距離を取る。それと同時に、ブチンという音……それは限界を超えた少女の堪かん忍にん袋ぶくろの緒が切れる音だった。

「ふふ、ふふふ……」

　シャルロットの壊れた笑いが漏れ、

「放て！　剣閃キヤローレ」

　長剣の切っ先に高密度のエネルギーが集約され球の形をとる。この状態でレオンに向けて一振りすれば、光弾となってとんでいく。

「お前、それ紋章術じゃねえかよ！」

　紋章から繰り出される超常の技を紋章術と言う。

　今、シャルロットが発動させたものは基本技と呼ばれるもので、彼女が現在体得している唯ゆい一いつの紋章術である。最も初歩的な技だが、直撃すれば大けが、わるくすれば死ぬことになるだろう。

「落ち着けって、それは本気でシャレにならん！」

「シャレで済ますつもりなんてないわよ！　うぅ、どうせわたしの価値なんて重力に勝ってるくらいなんでしょ！」

　氷の眼まな差ざしが一転、やや涙目になり、シャルロットは自や棄けの声を上げる。

　そのとき。

　きしみとともに建て付けのわるい引き戸の扉が開く。そして長身をやや猫背にした、二十代後半の男性が入ってきた。

「ふぅ……だるい、眠い、気持ち悪い……」

　蒼あお色のぼさりとした髪に、鼻から下を黒地の布で覆おおい、半分眠っているようなふらふらした足取りの、全体的に枯れかかった感じの男である。

　彼はやる気のない、いかにも面倒だという感じで教きよう壇だんに向かいながら、

「……三食昼寝、おやつ付きで誰か養ってくんねえかなあ。……ふぅ、ところでお前らずいぶんとご機嫌なことしてるな」

「あ、ウィンチェスター教官！」

　シャルロットが教官と呼んだ男の方に振り返る。振り返った拍子に長剣ナイトソードを払うかたちになり、光弾が男性めがけてとんでいく。

「ぬわっ！　ちょ、あぶね……」

　身をひるがえしてぎりぎりで回避することに成功。が、光弾はかわりに教卓を直撃！

　……教卓が大破した。

　やっちゃった、という顔をするシャルロット。

　男はジトリとした目で三人を見やり、それからひと言。

「……お前ら全員正座な」




「胸が大きいだの小さいだのでお前らアホか？　アホなのか？」

　……二回言われた。

　三人はシュンとなりながら正座をして自分たちの担任教官──オズワルド・ウィンチェスターを見上げる。

　オズワルドが椅子にどっかりと座り、気けだるげに首を左右に振る。

　教官としての威厳のない男である。そのぶん親しみやすさはあるのだが、精鋭ぞろいのローウェン紋章学園教官陣において、この男はあきらかに浮いた存在に思える。

　しかし、オズワルドの身体能力は非常に高く、特に短剣ダガーでの格闘がずば抜けている。レオンも格闘センスはよいのだが、彼に模擬戦で勝ったことは一度もなく、今現在は近接格闘の特訓を放課後に受けているのだ。

　と、オズワルドは真面目まじめな目つきで三人を見る。

「いいか、社会に出たら胸のでかさなんて関係ないんだぜ？　社会に出たらな、社会に出たら……」

　いい話をしようとしていたらしいのだが、途と端たんオズワルドは瘴しよう気きのようなため息を吐つき、

「お前ら知ってるか？　社会に出たら四、五十年は働かなくちゃいけないって事実を」

　そこでオズワルドは指折り数え出す。

「ええと、おれが今二十六だから……うそ、まだ三十年以上も？　……そんなバカな……無理だって、もー無理無理……いやだ働きたくない、いやだ……助けて……」

　ぶつぶつとつぶやきながら頭を抱えるオズワルド。

　いい話どころか、大人の無ぶ様ざまな姿を目まの当たりにして、三人はうなずき合う。こんな大人にだけはなりたくない、と。

　しかしこんなダメな大人でも自分たちの教官なので、

「あ、あの、教官？　そろそろ午後の授業を始めませんか」

　シャルロットがおそるおそるうかがいを立てる。

「美人の余裕だよなあ、お前さん学園じゃ大人気だもんな？　大貴族のお坊ちゃんから富豪の御おん曹ぞう司しまで、付き合ってほしいってやつがわんさかいるらしいじゃねえかよ。学園を卒業したら適当なところに嫁とつぐんだろ？　いいなあ、働かなくてもいいんだもんなあ。へへ、うらやましいぜ、へへへ」

　なぜかシャルロットに飛び火した。

　だがそんなオズワルドに彼女は猛然と反論する。

「わたしだって卒業後はちゃんと士官になるつもりです」

　ローウェン紋章学園の卒業生は、卒業と同時に神聖アグノリア帝国の軍部へ士官として任官することが決まっており、ゆえに学費や寮費、その他諸もろ々もろが無料となっている。

「そもそも恋愛になんて興味ありませんから！」

　きっぱりと言い切り、しかしなぜかレオンをちらりと見やるシャルロット。

　カロンがなにかを思い出したように小さくうなずき、

「恋愛といえば、レオン、この前下級生に告白されてたよね？　あれどうなったの？」

「え？　告……ええ!?　聞いてない、わたしそんなの聞いてないわよ！」

　途と端たん、慌あわてたように正座を崩し、シャルロットがレオンへと詰め寄る。

「ん？　そりゃ話してないからうぐぅ……」

「話しなさいよ！　そういうことはちゃんと話さなくちゃダメでしょ！」

　首を絞める勢いで胸倉をつかみ上げるシャルロットに、レオンはタップしながら、

「いや、ちょ、お前こそ離せって！」

　自力でシャルロットの手をほどき、深呼吸を繰り返してレオンは呼吸を整える。

「そ、それで今あんた、その下級生と付き合ってたりするの？」

　なぜかシャルロットはそわそわしながら、手を握ったり開いたりを繰り返している。

「……いや、罰ばつゲームのウソの告白だった」

「罰ゲーム？」

　オウム返しに聞き返すシャルロットに、レオンは苦にが々にがしくうなずく。

「おれの紋章がアレだからさ、からかう相手としてはちょうどよかったんだろ」

「紋章のことでバカにした上に、ウソの告白までするなんてひどすぎるよ！」

　勢いよく立ち上がり、カロンが顔を真っ赤にして憤ふん慨がいする。

「落ち着けよ、カロン」

　レオンは緩く手を振り、

「このおれがバカにされたまま泣き寝入りすると思うか？　その女子の胸、おもいっきり揉もんでやったぜ……そのあとグーでボッコボコにされたけどな」

「う、うん……」

　先ほどまでの怒ど気きが消え、カロンは微妙な顔をして再び正座をする。

「殴なぐられて当然よね。やってること完全に犯罪者のそれだもん。もう死んじゃえば？」

　言葉尻じりとは裏腹に妙にホッとしたような、そしてうれしそうな口調で言い、シャルロットは小さくはにかんだ。

「……まあ、これも青春だよな。おれにはお前らがまぶしい。いいかお前ら」

　眠たげな顔から一転、オズワルドが真剣な眼まな差ざしになり、

「今を全力で生きろよ。この瞬間を手抜きしちまうとな、つまんねえまま死んじまうぜ？　ダサくてもいい、かっこわるくてもいい、思ったように感じたように、泣け！　笑え！　生きろ！」

　突然の、らしくないオズワルドの熱血に、しかし三人は胸が熱くなるのを感じる。

「運命は残酷だぜ？　当たり前の幸せを一瞬で奪い去っていくんだ。いずれときがくればわかるさ、今この瞬間がいかに尊いものだったかってことに。だから青春してこい！　午後は休講にしてやるよ……あぁ、眠い」

　最後に本音キター！　三人が同時に突っ込みを入れる。

　が、最低の前フリでサボタージュを決行した当のダメな大人は鼻歌を歌いながら、

「そうそう生徒会長から聞いたんだけどな、レオン、お前さんのぞきの罰ばつで聖堂の掃除をするんだって？　ほんとテンション高いな」

　そこでオズワルドは壁に掛かっている暦こよみに顔を向ける。

　大陸歴１４４２年、６月26日──。

　彼は再び真面目まじめな顔になり、鋭い瞳ひとみでレオンを見つめる。

「……今日は放課後の特訓もなしにしてやる。がんばってこいよ」

「なに掃除くらいでシリアスになってんだよ、教官」

　レオンが突っ込むと、カロンが人ひと好ずきのする笑顔をつくり、

「じゃあレオン、ぼくも手伝うからさ、聖堂にいこうか」

「おう、助かるぜカロン。超愛してる！」

「あ、愛……ちょ、ちょっと待って！」

　シャルロットが待ったをかける。彼女はやや顔を上気させながら目を泳がせ、

「わ、わたしも、手伝ってあげてもいいわよ？」

「手伝うもクソもなく、お前さんも罰掃除だよ」

　オズワルドが冷めた目つきで、シャルロットへ言い放った。

「な、わたしはなにも罰せられるようなことはしてません！」

　気け色しきばむシャルロットにオズワルドが無言で指をさす。

　その先には……大破した教卓が。

　ぐうの音も出なかった──。




２




　──者よ……Ｙヨグの…………、こちらへ………………。




「……ん？　カロン、なにか言ったか？」

　聖堂内、礼拝堂裏の物置──まずは物置の掃除から取り掛かり、乱雑に散らかる備品を整理する中、レオンは誰かの声を聞いたような気がしたのだ。

　が、カロンもシャルロットも黙々と掃除をしている。

「気のせいか……」

　そう納得して、レオンも再び棚の拭ふき掃除を始める。

　そしてしばらくの間、集中して掃除をしていると、

「たったの三人で全部の部屋を掃除するなんて、一体何日かかるのよ」

　集中力が途切れたようで、シャルロットが箒ほうきを壁に立てかけ、ため息をついてみせる。

「一ヶ月はかかるんじゃないかな」

　備品の一つひとつを丁寧に雑ぞう巾きんでぬぐいながらカロンが答えた。

「ま、最初はおれひとりでやらなきゃいけなかったんだから、カロンとシャルロットが手伝ってくれてだいぶ楽になったぜ。サンキュな」

　レオンは棚を拭く手をとめ、シャルロットへちょっと笑えみを向ける。

「べ、別に、教きよう壇だん壊した罰ばつでやってるだけだし」

　レオンからの笑みにそっぽを向け、しかしなぜかシャルロットの顔は赤みを増していく。

　だがレオンはそんな彼女の変化になど気づかず、

「そういやさ、この前たまたま教官たちの立ち話を聞いたんだけど、最近ガルゼノン王国の軍事行動が活発になってきてるらしいな」

「……それって、また戦争が起こるってことなのかな」

　不安げな顔でカロンが話すと、シャルロットも同様の表情で口を開いた。

「戦争が起これば、わたしたちも駆り出されちゃうわよね……」

　リネイア大陸。大陸中央に位置する神聖アグノリア帝国と、大陸北方に位置するガルゼノン王国──この二大強国により、リネイア大陸では幾度となく大陸大戦が繰り返されてきた。

　十年前に、三十年以上続いた第七次リネイア大陸大戦の休戦協定が結ばれ、それ以後は国境線で小こ競ぜり合い程度はあるものの、おおむね平和な時代へと移行していた。

「そうじゃなくてもこの学園って国境付近にあるし」

　付け加えるように、シャルロットがつぶやく。

　ローウェン紋章学園は、神聖アグノリア帝国北方の土地──ガルゼノン王国との国境付近に置かれている。有事の際に国境の城じよう塞さいへ後方支援をおこなう役割もあり、国境付近という危険な土地に学園単体で置かれていた。それがある時期に商人たちの市が立ち、学園を中心として都市の形態をとり、現在、帝国内で五番目の規模を誇るローウェン市と名付けられているのだ。

「前線への補ほ給きゆうって目的は建前で、ローウェン紋章学園の本当の役割はこの聖堂を防衛することだって話もあるんだよな？」

　レオンが蒼そう髪はつの毛先をいじりながら問うともなく問いかけると、カロンが備品をぬぐう手をとめてうなずいた。

「そういう歴史なら図書館の古い歴史書に載のってたよ。この聖堂は神聖アグノリア帝国が建国される遥はるか昔から存在していて、神さまが眠っている……らしい。アグノリアが〈神聖〉を冠するゆえんだとか」

「でも神さまって言っても……結局は神話なんでしょう？」

　あまり興味がないというふうに、シャルロットが相あい槌づちを打つ。

「もっと俗っぽくいや都市伝説だよな」

　レオンの都市伝説という言葉で、カロンはわずかに考えるような顔をした。

「都市伝説で思い出したんだけど、知ってる？　ウィンチェスター教官が十年前の大陸大戦の英雄だって噂うわさ話ばなし」

　途と端たん、シャルロットとレオンの表情が微妙なものになり、白けた空気が流れた。

「……あのだらしない教官が？　ないない」

「ああ、ないな。あんなオッサンが英雄って、むしろ都市伝説のほうに失礼って感じだ」

　シャルロットとレオンが否定するように手を振る。

「でもね、ウィンチェスター教官っていつも布で顔を覆おおってるでしょ？　あれって大戦中に大けがしたのを隠してるって噂だよ？」

　二人の酷ひどい反応に対し、カロンだけはオズワルドを擁よう護ごする。

「あの布だってアレだろ？　ああやって顔とか隠してりゃカッコいいって、いい歳してこじらせちゃってるだけなんじゃねえの、正直教官ってダサいしさ」

　そう言いながらも実のところ、レオンはオズワルドのセンスをアリだと思っている。

　しかし布で顔を隠すのは、個人的にはカッコいいと思っても、客観的には痛いた恥はずかしいもの以外の何物でもないので、同族嫌悪的に表面上はオズワルドのセンスを否定しているのだ。

「いや、きっとぼくたちを怖がらせないように配慮してくれてるんだよ」

「でもウィンチェスター教官の素顔ってどんななんだろ？」

　あくまでオズワルドを庇かばうカロンに、シャルロットが何気ない感じで疑問を口にする。

「目元だけ見ると、結構いい感じだと思うけど……」

「同じ男性教官なら、ノア・ハイドマン教官のほうが女子の人気は遥かに高いわよね」

　カロンとシャルロットのやり取りを聞きながら、レオンは腕を組んだ。

「ノア・ハイドマン？　あのいつもニヤニヤしてる教官か」

　つぶやき、ノア・ハイドマン教官の顔を思い浮かべてみる。

　二十代前半の、常に微笑をたたえているイケメン教官──女子生徒からの人気は学園内でも一、二を競っている。

　しかし、男子生徒であるレオンとしては特に気になる教官ではない。

　あんなイケメン教官より、多少怠たい惰だで枯れていても、茫ぼう洋ようとした魅力のあるオズワルドのほうがいいというのがレオンの感想である。

　そう考えて、レオンは再び棚を拭ふき始め、棚の下段を拭くためにしゃがんだところで、床板にくぼみのようなものを見つけた。

　何気なくそれに触れてみる。くぼみだと思っていたものは、指を二、三本差し込むことのできる穴だった。

　どうやら床板を数枚はずすことができるようだ。

　レオンが指先に力を込めて持ち上げると、鈍い音とともに床板が持ち上がり、地下に降りる階段が現れた。

「……これ、隠し階段か？」

　残りの床板もはずしながらレオンが言う。

「なにしてるのレオン……階段？」

「ちょっと、あんたなに壊してるのよ」

　カロンとシャルロットも階段に気づき、レオンのそばにやってくる。

「なんかドキドキすんな、とりあえず降りてみようぜ」

　壁掛けの角灯ランタンを取り、足元を照らしながらレオンは階段を降りていく。

「あ、待ってよ」

　カロンが小さく声を上げ、シャルロットと共にあとに続いた。

　階段を降りるとそこはただの小部屋で、上階の物置同様いろいろな備品が散乱しているだけのかび臭い部屋だった。

　しかし床一面になにかが描かれているのに気づいた。

　散乱している備品を部屋の隅に押しやり、角灯で照らして……レオンは唖あ然ぜんとする。

「……床一面におれの紋章と同じ模様が描かれてるんだけど」

「え、どれ」

　シャルロットも一緒になって床の模様を眺め、

「ほんとに同じだ。あんたの紋章となにか関係があるのかな？」

　そう指摘され、レオンは自身の右手の甲に目を落とす。

　そこには五ご芒ぼう星せいと複数の円形、方形を組み合わせた、複雑精せい緻ちな紋もん様ようが描かれており、五芒星の中心には〈Ｙ〉の文字が図形化されている。

　例えば、カロンやシャルロットの紋章は、円形と方形の単純な組み合わせによるものなので、それらと比べるとレオンの紋章は相当に絢けん爛らんなものになるだろう。

　しかしその絢爛な紋章にはなんの力も宿っていない。

　本来紋章は五系統──元げん素そ紋もん、治ち癒ゆ紋もん、召しよう喚かん紋もん、獣じゆう紋もん、暗あん黒こく紋もんにわかれ、このうちのどれかに属し、それぞれに対応する能力を宿している。

　だがレオンの紋章はこの五系統のどれにも属さず、能力も宿っていない、飾りのような紋章なのである──紋章があるのでレオンも学園への入学はできたのだが、能力の宿らない彼にとって学園生活はあまり居心地のよいものではない。

「あんたの紋章がどんな紋章なのか解明できれば、もう〈飾りの紋章デコレーシヨン〉だなんて……」

　ポツリとシャルロットがつぶやき、けれどすぐに慌あわてて、

「ごめんなさい。無神経だったよね、紋章のことは」

　うつむき気味に、ちょっとおろおろした顔で彼女は謝罪する。

「なに謝ってんだよ、らしくないな」

「ら、らしくないとか言わないでよ！」

　ぷいとシャルロットが横を向き、レオンは再び自身の右手の甲に目をやる。

　飾りの紋章──口汚い連中がレオンの紋章を指してそう呼び、いつしかそのような不名誉な呼称が定着してしまったのである。

　女子風ぶ呂ろをのぞいたりとバカをやっているレオンも、自身の紋章を飾り物呼ばわりされると憂ゆう鬱うつな気分になったりもする。表面的には平然を装っていても、数多あまたの学生の中で自分だけが無能力であり、その疎外感に、ときおり無性に胸が締めつけられるのだ。

「他人の言葉なんて気にする必要ないよ。人の欠点を笑うのは、結局自分に自信を持てない人ってことなんだから」

　レオンの心情を察したようで、カロンが静かに言葉を紡つむぎ、

「レオンはやさしくて芯しんの強い人だよ。あのときだって、ずっとぼくを背負ってくれたんだもん」

「お前、そんな古い話を……」

　二人の付き合いは初等科の一年生のときからである。

　入学して三ヶ月ほど経たったころにおこなわれた夜を徹しての行軍訓練で、カロンがぬかるみにはまり足をくじいてしまったのだ。彼のリタイアに、クラスメイトの何人かが意地悪く笑った。当時から大人しく、ややもすると女の子のような顔をしていたカロンはよくからかわれていたのだ。

　そんな中で、当たり前の顔をしてカロンを背負ったのがレオンだった。レオンはそのままカロンを背負いつづけ、行軍訓練を無事にやりとげたのである。

　以来、カロンはレオンに対して強い信頼を抱き、レオンも色々と悪い遊びに誘うようになったのだ。

「ぼくはね、きっと死ぬまであの日のことを忘れないよ」

「お前、よくそんな恥ずかしいこと……」

　言いながら、胸の中がジワリと熱くなるのをレオンは感じる。そう、カロンとシャルロットがそばにいてくれるから、どんな暴言や中傷にも耐えられてきた。仲間の存在が彼の疎外感を癒いやしてくれるのだ。

「よっし！　さくっと切りのいいところまで終わらせて、なんか食いにいこうぜ」

　照れ隠しのように、レオンが蒼あお色の前髪を払いながら話題を変えたとき、




　──Ｙヨグの紋章を持つ者よ。こちらへ。姫のもとへ……。




　中性的な声がレオンの頭の中で響き、同時に右手の紋章がまばゆいばかりの光を放つ。

　それに感応するように、床面に描かれた模様からも光が溢あふれ出てくる。はじめは緩やかに、だが段々と激しく鋭く光量を増していくのだ。

「ちょっ、なんだよこれ……」

　レオンは光を放ちつづける右手に驚きながらも、周りを見渡す。

　シャルロットとカロンも、レオンの紋章と床面の紋もん様ようを交互に見やり、驚きよう愕がくの表情を浮かべている。

　そうしているうちに、ついには小部屋全体を光が包み込んだ。

　場の全員が網膜を焼かれたかのような白一色の世界にたたずむ中で、なにかがこじ開けられるような鈍い音が響いた。

　しばらくののち音は鳴りやみ、光も収束し、徐々に三人の視力も回復していく。

　そして視力を取り戻した三人は場の光景に息を飲む。小部屋の床中央部分が開かれ、さらに地下へと続く階段が姿を現したのだ。

「階段？　なんか不気味よね、ちょっと怖い」

　シャルロットが上目づかいにレオンを見て、彼の学生服の裾すそをキュッと握る。

「でもすごい発見とかすれば、生徒会からお誘いがくるかもしれないぜ？」

「え、それって生徒会執行部入り？」

　途と端たんシャルロットの声が弾はずみ、そわそわとした気配が伝わってくる。

　優等生な彼女は常々生徒会への入会を希望している。生徒会執行部メンバーは、卒業後の出世のスピードが著いちじるしく、若くして将官への道も開かれるからだ。

「そうそう、ディーヴァ姉ちゃん同様、生徒会執行部入りできるかもだぜ」

「べ、別に姉さんは関係ないわよ」

　シャルロットは小さく唇を尖とがらせるとレオンを軽く睨にらむ。

　引き合いに出すのはちょっとまずかったかなと、レオンは苦い顔をする。

「じゃあ、なにがあるかだけ確認しておく？」

　仕切りなおすように、カロンが提案する。

「ああ。このまま学園に報告っていうのもすっきりしないしな」

　この先になにがあるのか気になるのはもちろんだが、レオンとしては先ほどの不思議な〈声〉の正体を突きとめたいという気持ちのほうが強い。カロンとシャルロットは〈声〉についてはなにも言及してこず、どうやら二人には聞こえていないようなのだ。

　常時装備している腰の短剣ダガーを確かめ、レオンは階段を降りていく。

　しばらくして、シャルロットがため息混じりの息を吐いた。

「……まるで神話やおとぎ話に出てくる地下迷宮ラビリンスみたい」

　階段は石造りの螺ら旋せん階段──それ自体は珍しくもないのだが、巨大な空洞を囲むように螺旋階段が延々と続いているのだ。空洞はのぞき込んでも底は見えず、シャルロットの言うとおり地下迷宮を思わせる。

　さらに、壁面に群生する光苔ごけの淡い光が、幻想的で、しかし不気味な雰囲気を演出している。ただそのおかげで、角灯ランタンがなくても移動に困らないのは助かるところだ。

「ねえこれってもしかして彫刻なんじゃない？」

　シャルロットが壁面の苔をこそげ落とすと、浅い凹おう凸とつ──浅浮き彫りレリーフがあらわれた。

　レオンも同じように壁面をこすり、

「ほんとだ、彫刻の壁画みたいだな」

　群生する苔のせいで壁画の範囲も、内容もわからない。

　だが聖堂の真下だということを考えると、この大陸の八割以上の人間が信仰する新エディンヴァル教の布教の歴史あたりを描いているのではないかと思う。

「これだけでも大発見だよ」

　カロンが現状の壮大さに息をついた。

「じゃあ、これで十分よね！　もう帰りましょう？」

　いまだレオンの学生服を握っているシャルロットが、やっと帰れるとばかりに弾はずんだ声で聞いてくる。

　しかしレオンは首を横に振り、

「いいや、いけるところまでいってみようぜ」

「あ、あんた怖くないの？　こんなに不気味なのに」

　まだ帰れないことに不満気な声を出して、シャルロットが問うてくる。

「こんなのただの雰囲気だろ？　全然怖くねえよ」

「確かに雰囲気といえば雰囲気だよね」

　二人の会話にカロンも入ってくる。

「でもさ、逆にレオンの怖いものってなんなの？」

　その質問に、レオンはほとんど無意識に昔の苦い出来事を思い出してしまう。

　悲しげに瞳ひとみを伏せる少女、そして彼女はあきらめたように無言のまま連れていかれる──そこまで思い出して、なんとか自制心を働かせる。

「……怖いものなんてねえよ」

　そうつぶやくと、心を落ち着かせるため一度首からさげた首飾りの鎖を触り、レオンは底に向かって再び螺ら旋せん階段を降り始めた。




　ずいぶんな時間をかけてレオンたちは階段を降り、底へと到達した。

　広さは学園の大講堂並──数百人以上を収容できそうなほどのもので、床は石いし畳だたみで丁寧に舗ほ装そうされ、壁面は例の彫刻の壁画、そして床も壁面も光苔ごけに覆おおわれて全体的に淡く輝いている。

　そのほかには、どういうわけか壁面のところどころに巨大な穴が穿うがたれている。なんというか無む造ぞう作さに破壊されてできた感じだ。

　だがそれを除けば、あとはもう特になにもない寂さびしい空間である……いや、中央に台座があり、その上になにかがふわふわと浮いている。

「うおっ！　なんだありゃ……女の子？」

　レオンは顔をしかめながら、台座を指差す。

「……ほんとだ、女の子が浮いてる」

「なんなのよ、一体。どうしてこんなところに人が……？」

　緊張から唾だ液えきを飲み込んだのかカロンの喉のどが上下し、シャルロットも怖々と両手をキュッと握りしめた。

「確かめてみるか？」

　レオンはカロンとシャルロットに目配せする。二人ともわずかな逡しゆん巡じゆんののち、表情を強こわ張ばらせながらもうなずいた。

　三人は台座まで、周囲を注意しながらゆっくりと近づく。

　台座の上で薄布をまとった、三人と同じ年頃の少女が浮いていた。座上一メートルほどのところを、胎たい児じのように身体からだを丸めながら。

　肩の辺りまでのびた桃色の髪、眠っているのだろうか瞳を閉じたその表情は穏おだやかで、そしてとても美しい。まるで童話に出てくる眠り姫のよう。形のいい唇は髪の色同様に桃色でつややかだ。

　さらに薄布ゆえにはっきりとわかる発育のよさ。

「胸、でけえなあ……こりゃあとんでもない怪物だぜ」

　レオンは少女を見上げ、警戒するよりも感嘆のため息を漏らし、

「ちなみにシャルロットのは……」

「この子、一体何者なの？　それにどういう原理で浮いてるのかしら？」

「うん。とりあえず生徒会と職員会に報告したほうがいいよね」

　先ほどまでの緊張が解けて、シャルロットとカロンが真面目まじめな顔で話し合う。

「おおい！　無視すんなって！」

　レオンが二人に突っ込みを入れたそのとき、派手な地鳴りが起こり、次の瞬間には前方の壁面が大きく崩れ出す。

　そしてもうもうと土ぼこりが舞い、視界不良の中、のたうつような這はいずるような歪いびつな音と共に巨大ななにかがあらわれた。

　土ぼこりが晴れ、姿があらわになる。

　あらわれたのは全長十メートル以上、胴回りも三、四メートル以上ある超巨大ミミズだった。

　身体からだの半分以上がまだ壁の外側でうごめいており、壁から抜け出した部分を、鎌かま首くびをもたげるように持ち上げる。

　てらてらと濡ぬれる青緑色の粘液が気持ち悪い。

　どうやら壁面のところどころに穿うがたれた穴はこの魔物があけたようだ。

　そう思ううちに、ミミズの頭部に十字の亀き裂れつが走り、その亀裂通りにぱっくりと裂ける。

　裂け目から半透明の液体がこぼれ落ち、石いし畳だたみに付着した瞬間、煙が上がる……石畳が焼けただれていた。

　なんだかこちらに敵意を持っているようだ。

「なんで聖堂の地下にこんな魔物がいるんだよ!?」

　そもそも魔獣・魔物の類は人間の住まない未開の地に棲せい息そくするものであり、ローウェン市のような都市内に出現するものではない。

「あれはドールって名前の肉食生物──地底の王者とも呼ばれ、溶解液を吐いて獲物を溶かしてから食べるんだ。わずかな光も嫌う性質で、本来こんな明るい場所には出てこないはずなんだけど……」

「お前ほんとこの手のモノに詳くわしいよな」

　カロンの説明にレオンが感心するような声を出す。

　魔獣・魔物などの生物学は学園の授業でも習うのだが、カロンはこの分野に相当興味があるようで、趣味が高じて専門家並みの知識を獲得している。

「うー、わたしあの手のミミズみたいなニョロニョロ系ダメなのよね」

　と、シャルロットがあたふたしながらレオンの後ろに避難して、

「で、どうするのよ。逃げるの、戦うの？」

「ぼくたちが逃げちゃったらあの娘、絶対に食べられちゃうよ」

　台座の上で浮いている少女をカロンは指さす。

「そんなこと絶対にさせねえ！」

「そうだよね、ここで逃げるわけにはいかないよね」

　カロンの左手の甲が光り、左腕を青白い炎ほのおのうねりが包み込んだ。彼は元げん素そ紋もん・炎の紋章を宿した初級紋章師である。

「わ、わたしだって逃げるつもりはなかったし」

　ややバツが悪そうに、シャルロットはほおを赤らめると、

「土の紋章！」

　彼女の右手の甲が白手袋ごしに光り、一振りの長剣ナイトソードが顕けん現げんする。

　レオンも腰の短剣ダガーを抜くと身構え、

「カロン、ヤツの弱点を教えてくれ」

「ドールの弱点はね、頭部の下方にある環かん帯たいと呼ばれる帯状部分、さらに言えばその背面側にある分ぶん泌ぴつ腺せんだよ」

　肉にく腫しゆのように肥大している帯状部分を指差して、カロンが説明する。

「背面ってことは、一度回り込んで、後ろからシャルロットかカロンの紋章術で攻撃したいところだけど……」

　レオンもドールを見上げ、しかしすぐにそれが不可能であることに気づいた。

「壁を背にしてるから回り込めないな……直接やるしかねえか」

　その言葉で、シャルロットがおもいきり顔を引きつらせる。

「……直接って、あのミミズによじ登るってこと？」

「心配すんな、おれがいくから。お前とカロンは援護を頼む」

　もともと身体能力が高かったレオンは近接格闘が優秀であり、高等科に進学してオズワルドが担任になってからは、ずば抜けた格闘センスの持ち主である彼から格技と短剣による個人授業を受けるようになった。放課後は夜まで、ときには夜更け過ぎまで猛烈にしごかれ、結果、わずか数ヶ月で非常に高い格闘技術を習得するに至った。

「ひとりでいくの？　そりゃ接近戦が得意なのは知ってるけど……わたしもいくわよ」

　ドールへの嫌悪感と、優等生としての使命感がせめぎ合っているようで、発言とは裏腹にシャルロットの身体からだは小刻みに震ふるえている。

「無理すんなって。怖いんだろ？　ああいうニョロニョロしてるの」

「べ、別に怖くないわよ！　苦手ってだけ！」

　ムキになるシャルロットの頭を、レオンは二、三度なでて、

「とりあえずはおれが出るから、お前は控えててくれよ」

　そう言うと、レオンは短剣ダガーを逆手に持ち替えてドールへ向かって駆け出す。

　その突進にドールが反応する。ハッとしてレオンが顔を上げると、ドールが頭部を振って溶解液を吐きかけてきた。半透明の液体が彼に降りかかる。

　その刹せつ那な。

「燃えろ！　火球フイアンマ」「放て！　剣閃キヤローレ」

　子どもの頭ほどの火球と、光弾が顕けん現げんして溶解液を撃ち落す。カロンとシャルロットの紋章術が絶妙なタイミングで決まり、レオンは難を逃れる。

　飛び散った飛沫しぶきを軽やかなステップでよけ、

「サンキュ！　一気に決めるぜ！」

　次々と吐き出される溶解液を、レオンは抜群の動体視力と反射神経を駆使しながら、二人の紋章術の援護も受けて、ドールへとたどり着く。

　そのままその身体からだに取り付いた。

　ドールの体表には短毛がわんさと生えており、それを足がかりにすれば、比較的楽によじ登ることができそうだと判断した。

　レオンは短剣を鞘さやに戻すとドールの環かん帯たいを目指してのぼっていく。が、粘液で濡ぬれた体毛の感触には……シャルロットでなくてもこれは顔が引きつるだろう。

「ぬちゃぬちゃ、ねちょねちょ……うわっ！　糸引いてるぞこれ」

　気持ち悪さに総毛立ちながらも、レオンはなんとか背面側の環帯までのぼりつく。

　ぶよりとした黄土色の帯状部分──嫌悪感と吐き気をもよおすが、ここを破壊すればいい。

　再び短剣を抜くと大きく振り上げ、

「おれの勝ちだ！」

「レオン！　気をつけて！」

　ギチギチ、ギチギチギチ──。

　カロンの叫びと同時に、レオンはなんだかとても奇妙な音を聞いた。ドールの頭部がねじれたのだ。ぱっくりと開いた頭部がレオンと相対する。

　妙になまめかしいピンク色の口こう腔こう内で溶解液が分ぶん泌ぴつされ……。

「なっ、クソッ……」

　咄とつ嗟さに腕を十字にして身をかがめ、守りの態勢をとるレオン。

　きつく目を閉じ、数秒後には全身を無残に焼かれることを覚悟する。

　……二秒、三秒、四秒、なにも起こらない。

「なにしてるのよ！　レオン、今よ！」

　シャルロットの声が耳を打ち、レオンはおそるおそる目を開いた。

　ドールは先ほどと寸分違わぬ態勢でレオンを見下ろしている。カロンかシャルロットの紋章術が決まったのかと思ったが、口こう腔こう内の溶解液はそのままだ。

「……なんで攻撃してこないんだ？」

　つぶやくが答えなど返ってくるはずもなく、ともかく今はドールを倒すのが先決だとレオンは自分に言い聞かせると、今度こそ環かん帯たいを狙ねらって短剣ダガーを振り下ろす。

「これで終わりだっ!!」

　ずぶりと短剣の刃が根元まで突き刺さり、途と端たんドールが狂ったように激しく身をよじる。レオンは振り落とされないように体毛をつかみながら、同時に短剣を手前に引き、環帯を引き裂く。

　噴き出す体液がレオンを盛大に濡ぬらす中、ドールは断末魔の咆ほう哮こうを上げるかわりに頭部の口腔を何度も開閉させて悶もだえる。そして痙けい攣れんするように全身を震ふるわせたかと思うとその場にどうと倒れた。

「よっしゃあ！」

　勝利の歓声を上げながら、ドールの体液で濡れた顔を手の甲でぬぐい、レオンは二人のもとに戻る。

「怪け我がはない？　レオン？」

　カロンが心配そうな顔でレオンの無事を確認する。

「なんだかあのミミズ、最後にあんたへの攻撃をためらってたわよね」

　言いながら、シャルロットはハンカチでレオンの顔をぬぐってくれる。

「……ああ。なにもしてこなかったんだよな」

　レオンもわずかに考えるふうな顔をすると、

「ま、とりあえずはドール撃破だ！　おれたち最強!!」

「憂ゆう鬱うつだねえ。その程度で最強ならおれはどうなるのさ」

　突然何者かが会話に割り込んできて、三人は声の方に振り向く。

　螺ら旋せん階段から誰かが降りてくるところだった。
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　もう初夏だというのにその人物はフード付きの外がい套とうで全身を覆おおっていた。

　階段を降りるとこちらに向かってくる。

「暑いねえ。こんなもの着てくるんじゃなかった」

　友人にでも話しかけるような気安さで、その人物は語りかけ、そして一度立ち止まると外套を脱ぎ捨てた。左目に眼がん帯たいをつけた青年だった。

　色白で細身だが筋肉質で、衣服の上からでも筋肉の盛り上がりが見て取れる。

　眼帯の青年は薄い笑えみを浮かべ、再びこちらへと向かってくる。整った顔立ちをしているが、そのどことなく軽薄な笑えみからある種の卑いやしさを感じさせる。

「誰だ？」

　レオンがとまどいぎみにつぶやく。

　なれなれしさを感じるが、レオンはこの青年を知らない。

　カロンとシャルロットの方を振り向くも、彼らも不安な顔で青年を見ている。

「おれはガルゼノン王国の工作員だ。そこの少女を回収にきた」

　世間話のノリで身分を明かし、台座の上でふわふわと浮かんでいる少女を指さした。

　突然のことにレオンの頭の中は混乱して、うまく思考がまとまらない。

　ガルゼノン王国──大陸北方に位置する軍事大国で、レオンたちの神聖アグノリア帝国と幾度となく大陸大戦を繰り返してきた。

　この二国間に国交はなく、入国者には許可証の提示を始め厳重な入国審査が義務付けられている。

「……工作員？　不法入国、だよな？」

　混乱ととまどいから正常な判断能力が薄れ、レオンは不用意に青年へと一歩を踏み出してしまう。

「まず教官に連絡しなくちゃいけないか……」

「憂ゆう鬱うつだねえ」

　眼がん帯たいの青年は滑るような軽やかな足運びで、瞬時にレオンの目の前まで歩み寄る。

　一瞬で間合いを詰められ、レオンの反応が遅れる中、彼は上体をかがめて顔をのぞき込んでくる。

「おれが素直に正体を明かした理由を理解してるのかい？」

　その言葉が耳に届くや、手品のような鮮やかな手つきでレオンは短剣ダガーを奪われる。そして流れるような動作で短剣がレオンの腹部へと突き立てられた。

　あれっと思う間に内臓を炙あぶられるような感覚。

　焼かれるような感覚が痛みだと自覚できたときには、その耐えがたい苦痛により、レオンはよだれを垂らしながら地面に崩れ落ちていた。

「お前らを殺やることに決めたからだろ？　じゃなきゃ正体なんか明かすかよ、アグノリアもずいぶんと平和ボケしちまったみたいだな」

　眼帯男の無感情な声。

　だがレオンにはそんな声などほとんど届かず、激痛から意識は曖あい昧まいになり、闇やみの中に落ちていく感覚と共にすべてが霧散した。
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　不思議、いや、とても奇妙な空間だった。

　まばゆく光り輝く闇やみ──。

　不定形の名状しがたい生物どもが笛や太鼓を狂ったようにかき鳴らす静寂──。

　見渡すことができないほど広大な小部屋──。

　派手な色彩の荒こう涼りようとした、上下の区別のつかない大地──。

　汗が引くほど蒸むし暑く──。

　そんな中を、レオンは登りながら落ちていく──。

　なぜこんなところに自分はいるのだろうか？

　自分は聖堂の地下で刺されたはずなのに、今は身体からだに傷などなく、痛みもない。

　と、名状しがたい生物どもの演奏がぴたりとやみ、彼らは一斉にひざまずく。

　レオンもその方向を見やる。

「レオン・カーター、お初にお目にかかります」

　豪ごう奢しやな椅子に、ひとりの青年が寝そべるようなだらしない格好で座っていた。

　いきなり椅子と一緒に現れた青年にレオンは眉まゆ根ねを寄せる。

　そしていぶかりながらも青年を観察する。

　ブラックシルバーの髪に、浅黒い肌の色、人ひと好ずきのする笑えみを浮かべている。しかしなぜだろう、顔がどうしてもわからない。笑っているのは理解できるのに、顔の造形というか、目鼻立ちがどうしても認識できないのだ。

「あんた誰だ？　それにここは？」

「ここは世界の理ことわりの外側、わたくしは千の顔を持つゆえに顔なく、千の名を持つゆえに名なき者──Ｙヨグの強壮なる従者です」

「……ごめん、おれ頭悪いからさ、よく理解できないんだけど」

「ええ、今はなにも理解しなくともよろしい。Ｙの紋章を持つ者よ」

　Ｙの紋章を持つ者──そこでレオンはハッとする。

「もしかして、聖堂でおれを呼んでたのはあんたなのか？」

　青年は微笑のままうなずき、

「Ｙの娘──姫の眠りもずいぶんと浅くなっております。だからわたくしはＹの紋章を持つ者、有資格者たるあなたに姫を託してみようと思います」

「有資格者？　一体なにを言ってるんだよ」

「あなたには我らの姫を〈窮きゆう極きよくの門〉の先、Ｙのもとまで連れてきてもらいます。その見返りとして、あなたはＹより創生の権利を与えられるでしょう……だが今あなたに必要なのは単純な力だ」

　そこで青年は椅子から立ち上がり、大おお仰ぎように指をパチリと鳴らす。

　瞬間レオンの脳裏に、カロンとシャルロットが眼がん帯たい男に追い詰められている光景が浮かんだ。

「なっ、カロン！　シャルロット！」

「心配しなくともよい」

　レオンの焦しよう燥そうなど気にするふうもなく、青年は落ち着いた声こわ音ねで続ける。

「あなたがその身に宿す偉大なる紋章は『紋章を統すべる紋章』なのですから」

「紋章を統べる？　なんの力も宿っていないこんな紋章が？」

　相手の言葉が理解できず、レオンは懐疑的に答えていた。無能力だとバカにされることはあれ、偉大などと評価されることはなかったからだ。

「いいえ、その紋章には強大な力が宿っております。しかし強大ゆえに、宿す者には例外なく封印が施されているのです。幾いく重えにも。そのため、あなた方はこの紋章を飾りの紋章デコレーシヨンなどと揶や揄ゆしてしまう」

　青年は、レオンの手の甲に宿る紋もん様ようを指でなぞっていく。

「まずはあの人間から姫を守っていただきたい」

　途と端たん、なにかがほどかれ解放されていく感覚が全身に広がった。

　肉体が熱をはらみ、細胞の一つひとつが高度に活性化、高揚感に全身が打ち震ふるえる！

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　上体を派手にのけぞらせ、獣のような咆ほう哮こうをあげるレオン。

　そんなレオンに青年は慇いん懃ぎんに腰を折ると、

「では窮きゆう極きよくの門でお待ちしております」

　その言葉と同時に、空間がぐにゃりと歪ゆがんでいき、レオンの前から青年も、この奇妙な空間も掻かき消えた。
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「レオン……ちょっと、レオン！」

　シャルロットはレオンへと駆け寄り、悲壮な声をあげる。彼の腹部から流れる血液が制服を赤黒く染め上げ、その身体からだがびくびくと痙けい攣れんしているのだ。

「……血、とめなきゃ……レオンが死んじゃう」

　腹部を手で押さえて止血をこころみるも、血は次から次へと溢あふれてきてシャルロットの白手袋を赤く濡ぬらしていく。

「憂ゆう鬱うつだねえ。そのガキの心配より自分の心配をしたほうがいいんじゃないのかい？」

　眼がん帯たい男がレオンから奪った短剣ダガーをいじりながら、人間味を感じさせない冷たい目でシャルロットを見下ろしている。

「じゃなきゃ簡単に死んじまうぜ？」

　短剣ダガーを順手に握り、眼がん帯たい男は腰をかがめてシャルロットの胸部を突き刺そうとする。

　殺すことにためらいを感じさせないような、鮮やかな動作に、シャルロットは恐怖から身体からだをこわばらせることしかできない。

　短剣がシャルロットに触れようとする瞬間、

「燃えろ！　火球フイアンマ」

　火球が眼帯男の手をかすめる。

「シャルロット！　今は目の前の敵に集中しなくちゃダメだよ！」

　カロンの叫びにシャルロットは我に返り、再び長剣ナイトソードを顕けん現げんさせて立ち上がった。

「あ、ありがとう、カロン。でもレオンが、レオンが……」

　シャルロットは涙声を出しながらも、眼帯男から二歩三歩と距離を取る。

　対して眼帯男は、火球によって負った熱傷を見ている。

「甘いねえ。手じゃなく頭でも狙ねらえばおれを殺せたかもしれないのに」

　気けだるげに首を振り、侮あなどるような笑えみを浮かべる。

「いくよ、シャルロット！　燃えろ！　火球」

「うぅ、放て！　剣閃キヤローレ」

　カロンの左手からは火球が、シャルロットの長剣の切っ先からは高密度の光弾が眼帯男へと放たれる。

　が、眼帯男はそれらをつまらなさそうな目で一いち瞥べつし、

「嵐の紋章！」

　紋章を解放する。荒れ狂うような強風が眼帯男の全身を包む込み、さらに敵は間かん髪はつを容いれず、紋章術の発動句を唱となえる。

「切り刻め！　風刃戯レジエロ・フアルチエ」

　巨大な、半月状の風のカッターが顕現し、そのカッターがシャルロットとカロンへ飛んでいく──火球と光弾を弾はじき飛とばした。

　そのまま風のカッターは二人を切りつけ、そこでようやく効力を失ったようで霧散する。最低限の回避行動が取れたため、二人はギリギリで致命傷を避けることができた。

　負傷しながら、シャルロットは青ざめた表情で眼帯男を見やる。

「レジェロ級の紋章術……あいつ上級紋章師!?」

　彼女は唇を震ふるわせながらつぶやく。隣で、カロンも絶望的な声こわ音ねで答える。

「……元げん素そ紋もん・嵐の紋章。風系統の上級紋章だ」

　初級紋章を鍛たん練れんや才能の開花により進化させたものが上級紋章である。初級紋章では扱えない強力な紋章術の使用が可能になり、この状態に至った者を上級紋章師と呼ぶ。

　基本技しか使えない初級紋章師に比べ、上級紋章師はレジェロ級をはじめとする強力な紋章術を扱える。

　そして眼がん帯たい男の放ったレジェロ級の紋章術は、一度に十人以上の集団をまとめて殺傷できるレベルだといわれている。

「わたしたちじゃ勝てないわよ」

　血の気が引き、今にも座り込みそうになりながら、シャルロットはあえぐ。

「この程度か……つまらない」

　眼帯男は興ざめだと言わんばかりにかぶりを振り、シャルロットへ狙ねらいをつける。

「切り刻め！　レジェロ……」

　再び眼帯男が紋章術の発動句を唱となえた瞬間、シャルロットは信じられない光景を目まの当たりにして、おもわず口を開く。

「うそ……？」

　眼帯男の足元で倒れていたはずのレオンが起き上がったのだ！

「シャルロットに手を出すな!!」

　怒ど声せいと共に、レオンの拳こぶしが眼帯男のあごを突き上げる。

「がっ！」

　眼帯男にとっても予想外のことだったようで、回避行動が取れず、うめき声を上げながら派手に背中から倒れた。

　そんな中で、レオンが悠ゆう然ぜんとした態度で言い放つ。

「お前をぶっ倒す！」





　　　　※






　レオンは、石いし畳だたみに尻しりをつける眼帯男に向かって言い放っていた。意識が覚かく醒せいして、眼帯男を殴なぐりつけるまでの一連の動作は、ほとんど無意識の行動だった。

　敵は野生動物のような俊しゆん敏びんさで起き上がると、バックステップでもってレオンとの距離を取った。

　それから眼帯男は血混じりの唾つばを吐き、

「……どうして生きてるんだ？」

　理解できないとばかりに、その表情を驚きよう愕がくに歪ゆがませる。

「レオン！」

　レオンの後方にいたシャルロットが駆け寄ってきて、ぶつかるように抱きついてきた。

「……レ、レオン、動いても大丈夫なの」

　カロンもよろよろと歩いていくる。

　レオンは二人の状態を確認する──鋭利な刃物で切られたような傷を負っている。

「お前ら、ケガ……」

「うん。でも致命傷は避けたから大丈夫……って、わたしよりもあんたよ！」

　指摘されて、レオンは赤黒く染まった制服をめくりあげる。

　しかし短剣ダガーで刺されたはずの腹部の傷は消えており、痛みもなくなっている。それどころかレオンは肉体に熱をはらみ、身体からだの隅々にまで力がみなぎっていた。

　すぐにあの不思議な空間と、顔のない男のことを思い出す。

　あれは一体なんだったのだろうか？　夢にしては、レオンはあの空間での出来事を鮮明に思い出せるのだ。

「憂ゆう鬱うつだねえ。なぜ生きてるのかはわからねえが、今度はきっちり殺やってやるよ」

　眼がん帯たい男がゆらりゆらりと上体を振りながら歩を詰める。

　レオンは二人に視線を戻す。

「あいつはおれが倒す。巻き込まれないように二人はさがってるんだ……そうだ、できればあの女の子を守ってて欲しい」

　そう言うとレオンは、自身のななめ後ろにある台座を指さす。相変わらず台座の上には桃色の髪の少女が浮いている。

「レオン一人じゃ無謀だよ」

「そうよ、あの男、上級紋章師なのよ、三人で戦っても勝てる相手じゃないわ！」

　カロンとシャルロットが説得するが、レオンは首を横に振る。

「逃げりゃ後ろから狙ねらい撃ちにされるだけ。それに強敵相手だってのに、全然負ける気がしねえんだ」

「負ける気しないって、なんの根拠もないじゃない！」

　心配する二人に、レオンは右手の甲を見せる。甲に描かれた複雑精せい緻ちな紋もん様よう──Ｙヨグの紋章が淡く輝いているのだ。

「紋章が光ってる？」

「……あんたの紋章、どうしちゃったのよ」

　カロンとシャルロットが驚きの表情でレオンの紋章に見入る。

「ああ。この紋章はもう飾りなんかじゃない、ちゃんと使えるんだ」

　Ｙの紋章についてレオンが説明しようとしたとき、低い笑い声が三人の耳を打った。

「作戦会議は順調のようだねえ。さあ誰からぶち殺されたい？」

　先ほどまでの警戒した表情から一転、眼帯男が好戦的に口の端を吊つり上げる。彼ひ我がの距離も数歩まで縮まっている。

「とにかく台座のところまで離れててくれ！」

　有無を言わさず語気を荒げるレオンに、シャルロットとカロンは気け圧おされたようで、不安げな顔をしながらも台座に向かった。

　レオンは二人が十分な距離を取ったのを確認してから、

「お前の相手はおれがする!!」

「いいねえ、なぶり殺してやるよ。切り刻め！　風刃戯レジエロ・フアルチエ」

　眼がん帯たい男が紋章術の発動句を唱となえると、半月状の、風のカッターが顕けん現げんして、風切り音と共にレオンへ向かって飛んでいく。

「わりいけど、今のおれには通用しねえ」

　回避行動も取らず、レオンはただその場で身構えているだけ。

　風のカッターは回転しながらレオンの眼がん前ぜんまで迫る。

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　レオンは気合の咆ほう哮こうを上げ、右手を突き出す。その瞬間、淡く光っていた右手の甲が激しく発光して、今まさに彼を切り裂こうとする風のカッターが光の粒子へと変じていく。

　その光の粒子は拡散することなく、レオンの右手の甲へと吸収されていく。

　完全に吸い尽くすと、右手がじわりと熱を帯びるのを感じた。

「……なにが起こった？」

　眼帯男の顔から笑えみが消え、緊張した面持ちでレオンへ視線を向ける。

　対して、レオンは身み震ぶるいしそうになるほどの高揚感の中で、

「おれの紋章は、どんな強大な紋章術でも吸収できる！」

　今レオンは自身の宿す紋章──Ｙヨグの紋章に関するさまざまな知識を獲得している。

　本来、紋章の能力や特性についての知識は学園の講義で習うものである。だがレオンの場合は、あの不思議な空間で紋章が覚かく醒せいした瞬間にその知識を一気に獲得したのだ。

「……もう〈飾りの紋章デコレーシヨン〉だなんて言わせねえ」

　一切の能力が発現しなかった自身の紋章が、今はその能力を発揮している。レオンは身体からだの奥底から熱を帯びるように込み上げてくる喜びを噛かみしめる。

「術を吸収するだと？　そんなデタラメな紋章があってたまるか」

　喜ぶレオンを遮るように、眼帯男の目つきに険けんが宿り、新たな紋章術の発動句を唱える。

「飲み込め！　足りるを知らぬ貪欲者グランデ・テンペスタ」

　途と端たん、強風が吹き込み、荒れ狂いながら巨大な風の球体を形成する。球体表面は凪ないでいるが、内部は爆発的な風のうねり、さながら小型の嵐である。

　グランデ級──レジェロ級の上位に位置する紋章術であり、数十人以上の集団から、小規模建造物の破壊まで可能なレベルだといわれる。

　そして、そんな超強力な紋章術がレオンに向かって、驚くべき速度で接近する。

「グランデ級だろうが関係ねえ！」

　言ったものの、レオンは風の球体内部へと取り込まれてしまった。

　球体内部で暴風がレオンの全身をなぶり尽くす。さらに、徐々に風の球体がレオンを押し潰つぶすように、圧をかけるように縮んでいく。

「クソガキが、調子に乗ってるからだ」

　眼がん帯たい男がせせら笑った。瞬間、レオンの右手の甲が球体を内側から吸収していく。そのままなにごともなかったかのように、レオンは地面に降り立った。

「なんだ、上級紋章師の実力ってこんなもんか？」

　レオンは余裕の笑えみを見せ、挑発するように右腕を振ってやる。

「……なめるなよ」

　眼帯男が引きつった笑みを浮かべ、両手を高々と突き上げた。

「憂ゆう鬱うつだねえ。おれに極大技インフイニトを使わせるなんて」

「極大技……!?」

　眼帯男の発言に、レオンもおもわずつぶやいていた。

　極大技──上級紋章師の中でもトップクラスの実力者しか扱えない、紋章術の奥義である。一撃で数百人から千人以上もの人間を葬り、城じよう塞さいの破壊さえも可能であるとされる。

「塵ちりあくたとなれ！　無慈悲なる天蓋の崩壊インフイニト・デイスフアチメント」

　場の空気が張り詰め、肌を突き刺す緊張感の中、眼帯男は朗ろう々ろうと発動句を唱となえる。レオンは敵の両手の先に目をやる……展開された光景に、さすがに自身の目を疑った。

　巨大な風の刀剣が空中に顕けん現げんして、レオンを押し潰つぶそうと落下してくるのだ。先ほどのドールに匹敵するくらいの巨大な剣──これまでの紋章術とは比較にならないほどのスケールである。

「それでも、おれには通用しねえ！」

　落ちてくる風の刀剣、その切っ先を見据えながらレオンは確信の声を上げる。

　レオンに触れる前に刀剣が光の結晶となり、彼の右手の甲へと跡形もなく吸収されてしまった。

「うそ……だろ？」

　眼帯男が愕がく然ぜんとするのを尻しり目めに、レオンは獲得した知識を整理する。

「──吸収した紋章術は、吸収した分だけ使うことができる」

　確認するように、その内容を口に出した。

「ってことは、さっきの極大技も使えるってことだよな……」

　ニヤリと笑うと、レオンは見よう見み真ま似ねで両手を高々と突き上げて発動句を唱える。

「塵あくたとなれ！　無慈悲なる天蓋の崩壊インフイニト・デイスフアチメント」

　先ほどと同じく、巨大な風の刀剣が空中に顕現して、今度は眼帯男へ向かって落下していく。

「ふざけやがって！」

　呆ぼう然ぜんとしていた眼帯男が激げき昂こうする。

　だが紋章術を繰り出す時間はなく、顔を引きつらせるだけ。

　衝突！　衝撃波と爆風。盛大にエネルギーが弾はじける！

　砕かれた石いし畳だたみの破片が散弾のように飛来する。

　レオンは身体からだを丸めながら身を守り、砂さ塵じんでもうもうとする視界が晴れるのを待った。

　少しずつ視界が晴れていく。

　刀剣が落下した周辺の地面が派手に破壊されて、すり鉢状にえぐれている。そんなすり鉢状の中心で、仁王立ちでこちらを睨にらみつける眼がん帯たい男──多少の回避行動は取れたようだが、左肩から先が完全に消失しており、鮮血が止めどなく噴き出している。

「ゆ、憂ゆう鬱うつだねえ……」

　顔面が紙のように白くなる中で、目だけは獣のように光らせ、眼帯男は上衣の内ポケットから小こ瓶びんを取り出す。右手だけで器用にコルクを抜き中身を傷口に振りかけた。

　むせるようなアルコールのきつい臭いがレオンのところまで漂ってくる。

「こんな、ところで……死ぬわけには、いかない……」

　口元を歪ゆがめ、狂気をはらんだ笑えみをレオンに向ける。

　次の瞬間、袖から火種を取り出し、それを自身の傷口へと放った。

　傷口を濡ぬらす酒に引火して、左肩が盛大に燃え上がる。皮膚が焦こげる臭い。眼帯男は歯を食いしばりながら身体を震ふるわせており、どうやら傷口を焼くことで止血をしているようだ。

　レオンが顔をしかめると、眼帯男は血混じりの唾だ液えきをしぶかせながら、

「包み込め！　風塵装レジエロ・ヴエント」

　轟ごう々ごうと風鳴りが起こり、爆発的な風の奔ほん流りゆうが眼帯男の全身を流れる。

　眼帯男は滑るような足運びでもってレオンの脇を抜け、そのななめ後ろにある台座へと移動する。

「身体強化の紋章術か？　……やばい！」

　少女が危ない、とレオンは反射的に振り向く。

「焼けろ！　火刃ルオータ」

　カロンから放たれた炎ほのおの刃やいばがカウンターぎみに、眼帯男の腹部を切りつける。

「ぐぅううっ……クソ……」

　身体をくの字に折り曲げながらうめくと、眼帯男は少女をあきらめて螺ら旋せん階段まで移動する。戦闘開始前に脱ぎ捨てた外がい套とうを拾い上げ、こちらに振り返った。

　左肩の切断面は赤黒く焼けただれ、腹部にも裂傷、尋常でないダメージを負いながら、しかし瞳ひとみだけは暗い輝きを増し、レオンを見据える。

「……その娘は、大陸を制覇するための……切札だ……いずれ、かならず手に入れる」

　そう宣言すると、再び滑るように階段を駆け上がっていった。

「待て……」

　あとを追おうとしたが、激闘の影響か身体からだが思うように動かず、レオンは追撃をあきらめる。

　途と端たん、全身から力が抜けて、レオンは盛大に息を吐き出す。

「レオン！」

　台座のそばまで退避していたシャルロットが、背中からレオンをキュッと抱きしめる。

「よかった、生きててよかったよ。もしあんたが死んじゃったらわたし、わたし……」

　レオンが首を巡らすと、瞳ひとみをぐしゅぐしゅに濡ぬらしたシャルロットが見上げてくる。

「心配かけちまったな。でももう大丈夫だ」

「本当に大丈夫なの？　あんな大おお怪け我がして、出血もすごかったのに」

「……どうやらこの紋章、治ち癒ゆ力もあるみたいだ」

「その紋章、紋章術を吸収したり、極大技インフイニトを使ったり、一体どうなってるの？」

　カロンもレオンへと近づき、紋章に目をやる。

「夢のような気もするんだけど、不思議な空間で、顔のない、変な男に会ったんだ。で、その人がおれの紋章を〈Ｙヨグの紋章〉だって説明してくれて……」

「……〈Ｙの紋章〉？」

　落ち着きを取り戻し、レオンの正面に移動したシャルロットが疑問の声を出す。

「紋章を統すべる紋章で、紋章術を吸収して、その分を使うことができる──」

　右手の甲を見せながら、レオンは二人に、獲得した知識を披露する。

「そんな能力、聞いたこともないよ」

　カロンも困惑ぎみに声を出す。

「……確かに授業じゃ出てこなかったよな」

　考えるふうな顔をするレオンに、しかしシャルロットが泣き笑いのような感極まった顔をする。

「そんなことどうでもいいじゃない！　あんたの紋章、飾りじゃなかったんだから。本当によかった……」

　シャルロットの一言に、レオンは胸の奥がジンと熱くなる。

「なんか、いつもありがとうな、シャルロット」

　平生を装いなからも飾りの紋章デコレーシヨンと呼ばれるたびに憂ゆう鬱うつな気分になっていた。もしかすると一生飾りのままなのではと、焦しよう燥そう感にさいなまれることもあった。しかし自分の紋章もちゃんと能力を宿していたのだ。

　レオンは両拳こぶしを握りしめ、小さくガッツポーズをする。

　シャルロットもそんなレオンにやさしく笑えんでみせると、

「ウィンチェスター教官にも報告しましょう。きっと喜んでくれるわ」

　そのときだった。

「ん、ふわぁ、あぁあああ……」

　背後で、かわいらしいあくびが聞こえたのだ。三人は振り返る。

　ふわふわと浮かんでいたはずの、桃色の髪の少女が、今は台座にちょこんと座って眠たそうに目をこすっていた。

　それから少女は大きく伸びをして、

「んー、よっく寝たわ……あっ！　あたしの従者発見！」




４




　やわらかく揺れる桃色の髪、吸い込まれそうな緑色の瞳ひとみ、愛らしい唇から八重歯がわずかにのぞいている。

　顔つきは幼く、身長もシャルロットより頭ひとつ分低いのに、胸の凹おう凸とつはずいぶんと豊かで、そのギャップから独特の色気がある。

　その少女は台座から降りるとシャルロットの前まで歩み、勝ち気な笑えみを浮かべる。

「あたしはチェルシー、あなたの名前も教えてくれる？」

「え、えっと、シャルロットだけど」

　少女──チェルシーはうんうんとうなずき、

「いい名前ね、それにとてもきれいな顔をしてる。気品もあるわ」













　うれしそうに言い、彼女はシャルロットの飴あめ色いろの瞳ひとみをじっと見つめる。顔の距離も吐息があたりそうなくらいに近い。

「え、あ、あううぅ」

　突然のことに顔を真っ赤にして、テンパッた声を上げるシャルロット。

「一目見てあなたがあたしの従者だってわかったわ。だって美しくて凛り々りしい、あたしの好みそのまんまなんだもん」

　桃色の髪を揺らしながら、チェルシーは満足げに緑色の瞳をまたたかせる。

「なあカロン、なんかいきなり百ゆ合り展開になってねえか？」

「百合かどうかはわからないけど、シャルロットのことをずいぶんと気に入ってるね、あの娘」

　カロンが当り障さわりのない感想を口にする。

「さ、従者の証あかしを見せてもらうわよ」

　レオンたちを無視して、チェルシーはシャルロットの手を取った。

「……汚れてるわね」

「あ、これは、レオンのお腹なかの出血を止めようとしたとき……」

　チェルシーは、血で汚れているシャルロットの白手袋を脱がすと、その手の甲をまじまじと見つめる。

　対してシャルロットは、どうしていいかわからないというふうにおろおろしている。

「……違う」

　眉まゆ根ねを寄せながら、チェルシーは小さく首をかしげ、

「じゃあ誰があたしの……」

　そこでハッとしたように彼女はレオンとカロンに視線を移す。

「そこの二匹こっちにきなさい。特別にあたしの前に立つことを許してあげるわ」

「おいおい、シャルロットとはずいぶん対応に差があるな」

　レオンは蒼そう髪はつをかきながらチェルシーの前に移動する。

「遅い！　いい？　このあたしが呼んでるのよ、呼ばれたら三秒で……」

　高飛車に言いながらも、チェルシーの視線はレオンの右手の甲に釘くぎ付づけになる。

　そして彼女は目に見えてわかるほどにがくりと肩を落としてうな垂れた。

「あんたなんかがあたしの従者だなんて……」

「従者？」

　レオンの問いに、チェルシーは気を取り直して、ふふんと不敵な笑えみを見せる。

「そうよ。その紋章が証拠、あたしをパパのところまで連れていってくれるんでしょ？」

「パパ……Ｙヨグってやつのことか？」

　そこでレオンは不思議な空間でのことを思い出す。

　Ｙヨグの娘、窮きゆう極きよくの門、有資格者──そんなことを顔のない男が話していたのだ。

「わかってるじゃない。そう、あたしはＹの娘、とっても偉大な存在なんだから」

　チェルシーが偉ぶるように胸を反そらすと、初雪のように白くて豊満な胸が上下に揺れる。

「そんだけエロイ身体からだしてりゃ、確かに偉大っていっても過言じゃないよな」

　レオンの言葉に、チェルシーの顔があっという間に紅潮する。

「そ、そーゆーいやらしいことは言うなあ！」

　湯気が出そうなほど顔を赤くしながら、チェルシーが八重歯を剥むいて叫び出す。

　怒りと羞しゆう恥ちがないまぜになっているようで、彼女はレオンを睨にらみつける。

　わずかにレオンは慌あわてて、

「別に他意があるわけじゃないんだ……そうだ、これでも着てろよ。そんな薄布一枚じゃ、こっちもつい目がいっちまうし」

　制服の上着を脱ぎ、レオンはチェルシーの肩を覆おおうように上着をかける。

「こんな程度で、さっきの侮ぶ辱じよくが帳消しになると思ったら大間違いなんだからね！」

　唇を尖とがらせながら、チェルシーはレオンをジトリと睨んだ。

「だから、おれはいやらしい話をしてるんじゃなくてだな、スタイルが抜群だって言ってるだけなんだよ。な？」

　レオンはチェルシーの肩をポンと叩たたこうとして、だが彼女がちょっと身を引いたため、その手は豊満な胸元へ……。

　たゆん、と心地よい弾力。

「あ、いや、違う……肩を叩こうとしただけなんだ」

　慌てて手を引っ込め、釈明するレオン。

　だが、チェルシーはその場にへなへなと座り込み、肩を抱くようにして胸を隠した。

　そのまま彼女は唇をキュッと引き結び、涙目でレオンを見上げる。

「……からね」

「は？」

「たとえ身体は自由にできても、心までは自由にできないんだからね……パパごめんなさい、チェルシーは純潔を失いました」

　涙声で、チェルシーがとんでもないことを言いだす。

「な、ちょっとはずみで胸に触れただけだろ！」

　瞬間、ぞくりとレオンの肌が粟あわ立だった。

　チェルシーの隣でシャルロットが、ゆらゆらと、どす黒いオーラをまとっていた。

「前にも言ったわよね？　女の子の身体に触るのはもちろん、いやらしい目で見てもいけないんだって……」

　いつの間にか長剣ナイトソードを顕けん現げんさせて、シャルロットが飴あめ色いろの瞳ひとみをスッと細める。

　……あれは殺やるときの目だ。

　レオンは、隣に立つカロンへ助けを求めるように目配せをするが、カロンは無理だと言わんばかりに首を左右に振るだけで仲裁には入ってくれない。

　そしてレオンは、理不尽なまでの制裁をシャルロットから受けることになった。
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　差し込む夕ゆう陽ひと薄暗い室内のコントラストの中、オズワルドは椅子に座りながら神経質そうに膝ひざを揺らす。

　と、レオンたちが小教室の引き戸を引き、教室内に入ってきた。

　彼はハッとしたように顔を上げ、

「……チェルシー」

　レオンたちに聞きとれないほどの小声でつぶやくと、オズワルドは立ち上がりふらふらした足取りでチェルシーの前まで歩いていく。

「やっと……またお前に……」

　唇だけの動きで言葉をつむぐオズワルド。鼻から下を布で覆おおっているのではっきりとした表情は見せないが、それでも彼の目元はかすかに涙で滲にじんでいた。

　そしてオズワルドはチェルシーの緑色の瞳を見つめ、愛いとしそうにそのほおに触れる。

「にゃあ!?　ちょっ、なにすんのよ！　この変態っ!!」

　チェルシーが奇声を上げ、力一杯にオズワルドを突き飛ばした。

「あ、あんた一体誰？　このあたしにこんな無礼を働いてただじゃ済まないわよ！」

　突き飛ばされ、二、三歩後退するオズワルドに、レオンがあきれ顔をする。

「教官さあ、チェルシーがいくら巨乳だからってお触りはダメだって。おれだってチラ見で我慢してんだから」

「きょ、巨乳とか言うな！」

　声を荒げ、顔を真っ赤にするチェルシー。

「ウィンチェスター教官、どうしちゃったんですか」

「なんだか変です、教官」

　カロンとシャルロットが心配そうな顔をする。

「あ、すまん。ちょっと寝ぼけてた」

　取り繕つくろうように、オズワルドはいつもの緩い声こわ音ねで弁解する。

「そんな理由が通りゃ、セクハラし放題だぜ、教官」

「バカ、アホ、変態、痴漢っ！　あんたなんて砕けちゃえ！」

　チェルシーがオズワルドに向かって悪態をつく。

　しかしオズワルドは未練を残すように彼女をジッと見つめ、それからなにかを噛かみ殺ころすように小さく首を振った。

「あの、ウィンチェスター教官……」

　シャルロットが場を仕切りなおすように、一歩前に出る。

「実はですね、わたしたち聖堂で、その、とんでもない目にあって……」




「……眼がん帯たいの紋章師を倒したら、今度はチェルシーが目を覚ましたんです」

　シャルロットが聖堂での出来事を簡潔に報告する。

　腕を組み、オズワルドはその報告にうなずく。彼らしくない、話しかけるのをためらってしまいそうなほど真剣な雰囲気をまとっている。

「……そうか」

「自分で報告しておいてなんですけど、こんなとんでもない話、疑ったりしないんですか？」

　遠慮ぎみに、オズワルドの顔色をうかがうようにシャルロットが尋ねる。

「優等生のお前さんが無意味なウソなんてつかないだろ？」

　シャルロットを信じているというより、むしろ彼女の疑問を受け流すような返答をする。

「チェルシー、パパっていうのは何者だ？」

　次いで、オズワルドはチェルシーへ質問する。

「パ、パパはパパよ……」

　ちょっと歯切れ悪く、チェルシーが答える。

「じゃあお前さんのパパはどこにいる？」

「〈窮きゆう極きよくの門〉の先にいるわ」

「その〈窮極の門〉ってのはどこにあるんだ？」

「そんなの……どこかにあるわよ」

　答えに詰まると、チェルシーはレオンの背中にちょこんと隠れる。

「ま、お前さんはなんにも知らないんだよな」

　オズワルドは了承済みだと言わんばかりに締めくくる。

　が、そのもの言いにカチンときたのか、

「ちょっと、あたしのことバカにしてるでしょ！」

　チェルシーが苛いら立だたしげにレオンの背中を叩たたいた。

「なんでおれを叩く……」

「ずっと眠ってたんだから、教えてもらっただけの知識しかないんだもん……」

　拗すねたように、チェルシーは唇を小さく尖とがらせる。

「教えてもらった？　誰からだ」

　レオンが振り向き、チェルシーに問いかける。

「顔のない男からよ」

　その瞬間、オズワルドの目が据わり、彼は拳こぶしを握りしめた。

　担任教官の雰囲気が変わったことにいぶかりながら、レオンが話しかける。

「どうしたんだよ、教官。顔のない男は命の恩人なんだぜ？　あの人がおれの紋章を使えるようにしてくれなかったら、眼がん帯たい男に全員殺されてたかもしれないんだから」

　そこでオズワルドはハッとしたのか、いつもの冴さえない顔に戻る。

「……あ、ああ。そうとも言えるな」

　それからレオンの右手の甲に目を落として、

「お前さんの紋章の封印を解いてくれた、その一点だけは確かに感謝すべき点だ……」

「なあ教官、もしかして顔のない男のこと知ってるのか？」

「知らねえよ。やっぱりちょっと寝ぼけてるな、おれ」

　わざとらしくオズワルドは大きなあくびをする。

　不審げにレオンが眉まゆを寄せるが、すぐに気分を変えて自慢げな口調で話す。

「やっとおれも紋章が使えるようになったんだ、しかもかなり強力なんだぜ。これに教官ゆずりの格闘術が加わればおれって最強かもな」

　だがオズワルドはそんなレオンを一いち瞥べつすると、冷めた目つきになる。

「少しばかり力を手に入れたからってあまり調子に乗るなよ、お前の悪い癖だ」

　そっけない態度でもって彼はレオンに釘くぎを刺した。

　紋章を使えるようになったことを喜んでくれると思っていたようで、オズワルドの冷淡な物言いにレオンが拍子抜けしたような顔をする。

　レオンの目つきが少しだけ寂さびしそうになる。

「なんだか冷たいです。レオンはやっと紋章を使えるようになったんですよ！」

「ぼくもそう思うな。今のは厳しいような気がする……」

　シャルロットとカロンも非難めいた口調でオズワルドを責める。特にシャルロットは我が身のことのように憤然として担任教官を睨にらんでいる。

　収拾がつかなくなり、オズワルドは降参するように軽く両手を上げる。

「悪かったよ、ただ油断大敵ってことを言いたかっただけだ。よし。おれは今から聖堂にいって、その地下室ってやつを確認してくる。お前たちは寮に戻って今日はもうゆっくり休んでろ」

「チェルシーはどうすりゃいい？　やっぱりおれの部屋でかくまったほうがいいかな、なんかおれってチェルシーの保護者らしいし……」

　気を取り直したレオンがオズワルドに相談した。すると、チェルシーが両肩をふるふると震ふるわせて怒りをあらわにする。

「保護者じゃなくて従者よバカ！　しれっと部屋に連れ込もうとしてるけど、またあたしを、お、犯すのが目的なんでしょ！」

　ちなみに彼女のいう〈犯す〉とは胸を触ることらしい。

「やっぱり妥当なところでシャルロットの部屋がいいんじゃないかな」

　現実的な意見として、女子寮でかくまうことをカロンが提案する。

「わ、わたしの部屋で？」

　やや困惑ぎみにシャルロットが声を上げる。

「それだったらまあ我慢してあげるわ」

　逆に、チェルシーはうんうんとうなずいている。

　チェルシーはシャルロットのことを気に入っているみたいなのだが、シャルロットのほうは初対面で主導権を握られたことで微妙にチェルシーに苦手意識を持っているようだ。

「だいたいあんた、なに首飾りなんてつけてるのよ。女性でもないのに」

　男性でも、鎖だけのシンプルなものなら身に付けていても珍しくはないが、レオンがぶらさげている首飾りは、銀の鎖に、ヘッドに紅縞瑪瑙サードニクスをはめ込んだ華美なものである。

「レオンってその首飾り、大切にしてるよね？　誰からもらったものなの」

　カロンも話題に食いつくが、隣ではシャルロットがダメダメと手を振る。

「どうしてか知らないけど、その首飾りについては絶対に教えてくれないのよ。幼おさな馴な染じみなんだから教えてくれてもいいのに」

「この首飾りは、まあ、なんだ……」

　不満気なシャルロットに、レオンも曖あい昧まいな笑えみを浮かべるだけである。

「ま、人には人なりの事情があるもんだろ？　とりあえずチェルシーはシャルロットの部屋でかくまうことにして、おれも裏からチェルシーの市民登録をしておこうと思う。なにかのときに警けい吏りに身元をただされたら厄介だからな」

　オズワルドは会話に入り、さらに続ける。

「チェルシーのことや、お前さんらが倒したガルゼノン王国の工作員のこと、あとレオンの紋章の能力についてもだが、これらに関しても他言無用だ。今からプチ緘かん口こう令れいを敷くことにする」

「……プチて」

　レオンが半笑いで言うと、カロンとシャルロットもうなずき、

「中年のおじさんがプチとか言うとある種の焦あせりが透けて見えて、とても哀かなしいよね」

「しっ！　淋さびしいオッサンだなんて言っちゃかわいそうよ」

「……お前ら、基本おれのこと舐なめてるよな。あと、おれはオッサンじゃねえ、まだ二十六歳さいだ」

　オズワルドが深くため息をつくと、シャルロットが真面目まじめモードになり、

「緘かん口こう令れいということは、生徒会や職員会にも報告をしないということですか？」

「ああ」

　前髪を払い、オズワルドは答える。

「それはちょっとまずいような気が……」

「そうそう。ちゃんと筋を通しておかなきゃ、ばれたとき立場がないと思うぜ？」

　カロンとレオンの反論にオズワルドは緩く首を振った。

「よく考えろよ。チェルシーのような不思議な少女、それもガルゼノン王国の上級紋章師が狙ねらってるような女の子だ、それが学園上層部に知られたらどうなると思う？」

「……保護される？」

　あまり深く考えず、レオンが答える。

「そんな上等なもんじゃない。ガルゼノン王国が狙ってるんだぜ？　徹底的に調べられるだろうな、あの悪名高い帝国中央研究所で」

　そうオズワルドに言われ、レオンたちの表情が暗くなる。

　帝国中央研究所は国益のためならば人権や尊厳など平気で踏みにじり、生死に関わる人体実験もいとわない場所だと噂うわさされている。

　レオンたちの表情を見てオズワルドはうなずいた。

「そう、お前さんらが今考えてる通りのひでえことが起こるだろうな」

　その言葉に四人はうつむく。

「チェルシーは見ての通りの巨乳美少女だ。とんでもなくエロイ身体からだをしてやがる」

　……は？　レオン、カロン、シャルロットの頭上に疑問符が浮かぶ。

「あんなことやこんなことを……くそ、研究所の連中ひでえことしやがるぜ！」

　そっちかよ！

　チェルシーを除く三人がダメな大人にフル突っ込みを入れる。

「死んじゃえ……」

　チェルシーがひとり、胸を隠しながら涙目でうずくまっていた。





　　　　※






　ル・リエー聖堂──レオンたちが罰ばつ掃除をさせられていた聖堂の正式名称であり、学園近きん郊こうの丘陵地帯に建っている。管かん轄かつは教会ではなく学園であり、聖職者の常駐もないので一般市民が訪れることはまずなく、清掃などの維持管理全般は学生の持ち回りとなっている。

　礼拝堂の、ステンドグラスに覆おおわれた天てん蓋がいから陽ひ射ざしの帯が赤に黄色に降りそそぐ。微細なほこりがふわりふわりと舞う、穏おだやかな静寂に包まれた神秘的な空間だ。

　オズワルド・ウィンチェスターは礼拝堂裏の物置まで歩み、さらに地下の小部屋へ降りる。

　小部屋中央の開口部──石造りの螺ら旋せん階段へと進んだ。

「あとでこの入り口は塞ふさいでおくか。あの頃と変わらねえな」

　独りごち、オズワルドは螺旋階段を降りていく。

　途中、壁面の苔こけをこそげ落として浅浮き彫りレリーフを眺める。

　これは、布教の歴史などを描いているのではなく、Ｙヨグが正統な後継へと残したなんらかのメッセージをあらわしているのだという。

　ゆえに、Ｙの仔こであっても、Ｙから直じき々じきに後継者と認められなければ、読み解くことはできないらしい。

　オズワルドは一度小さく息を吐く。

　それから、彼は蒼そう髪はつをボリボリとかき、底へと降りていった。

　到着すると、オズワルドはドールの死骸を見つけ、そちらへ移動する。死骸の手前で、石いし畳だたみに血ち溜だまりができているのに気づいた。

「……ヴァンデッドの血か。極大技インフイニトを喰くらって腕一本で済むなんて運のいい野郎だぜ」

　眼がん帯たい男──ヴァンデッド・パークスのことを思い出しながら、

「それにしてもガルゼノン王国の竜騎兵ドラゴンライダーが工作員の真ま似ね事ごととはね、レオニダムのおっさんも相当に焦あせってたってことか」

　先の大戦が終結して十年、国土と人口の差で神聖アグノリア帝国のほうが国力を充実させており、ガルゼノン王国が遅れを取り戻すために必死であることは容易に想像できる。

　それからオズワルドはドールの死骸を見やり、

「お前はずっとチェルシーを守ってたんだろうな。もし喰うつもりだったんなら、とっくの昔に喰ってたはずだ──なあ、Ｙの紋章の所持者だって気づいたから、溶解液でとどめを刺さなかったんだよな？　安心してくれ、チェルシーは必ず守るからよ」

　ドールの死骸に話しかけるように、オズワルドは独り言を続ける。

「Ｙの紋章──Ｙの血族の従者になり得る者に与えられる紋章。そしてレオン・カーターはＹの娘チェルシーと出会い、その従者となった」

　息をつき、オズワルドは蒼あお色の前髪を払った。

「ここまでは想定通りだ。問題はここから先──今から半年後におれたちは全員死ぬ……いや、シャルロットとカロンはもう時間がない」

　拳こぶしを握り、静かに目を閉じる。彼の瞼まぶたの裏に、大切な仲間たちの死に際ぎわが鮮明に浮かび上がる。そして自分にとって最大の敵である顔のない男の姿も。

　抑えがたい怒りをどうにか抑え込み、オズワルドはゆっくりと目を開いた。

「繰り返しはさせない、おれは絶対に仲間を守ってみせる。そのためだけにこの十年を生きてきたんだ」

　半年後、顔のない男に殺された彼は、しかし気づけば十年前の大戦末期の時代に目覚めていた。なぜ死んだはずの自分が過去を生きているのかはわからない。

　ただ、この世界で目覚めたとき、自分に〈オズワルド・ウィンチェスター〉の名前を与えた者がいた。ローブにすっぽりと身を包んだ、男女の区別のつかない不思議な存在──そいつはいくつかの事柄を一方的に伝えると忽こつ然ぜんと消えてしまったのだ。

　自分がなぜ時を遡さかのぼったのかは結局わからずじまいだった。考えても解答にたどりつける類のものではなく、今ではオズワルドはそのことについて考えることも執着することもやめた。

　彼は、自分にとって最も大切なことだけを見据えている。

「これから起こる戦いに勝って、最終的にあの顔のない男をぶっ倒す──絶望の未来を変えることだけが、すべてを失い、今日まで生きてきたおれの唯ゆい一いつの望みだ」

　おもむろにオズワルドは自身の顔の下半分を覆おおう布を取り去る。現れた容姿は、浴場ののぞきに情熱を燃やし、紋章の能力の発現に一喜一憂する、蒼あおい髪の少年──レオン・カーターのそれだった。とはいえ、十年の歳月により、青年へと成長しているのでそっくり同じというわけではないが。

　そして彼はスッと息を吸い込み、

「──ここからはおれのターンだ。繰り返しはさせない」

　静かに、しかし揺るぎない意志で決意を口にした。






　　　第二章　孤独なる旅人






１




「きみの故郷まで連れていくよ、マリー！」

　町外れの廃はい屋おくの中で、まだ十二歳さいのレオンは、やはり同い年ほどのマリーの手を握ると力強く言ってみせる。

　しかし彼女は柔らかなブロンドを揺らし、困惑ぎみにレオンを見つめるだけ。

「商都でガルゼノンの貿易商を探して、馬車の荷台に隠れて密入国ってのはどうだ？　偽造の身分証明書を入手するって手もあるか……どっちにしても大金が必要になるな」

　腕を組みながら考えを巡らせ、

「子どもでも荷に担かつぎなら雇ってくれるだろ、きっと。それでさ、マリーは飯を作っておれの帰りを待っててほしい……なんだか夫婦みたいだな」

　自分で言っておきながら、レオンは顔が熱くなっていくのを感じる。

「……ありがとう、レオン」

　マリーが緋ひ色いろの瞳ひとみを細めて、静かにほほえんだ。洗練された、品のある笑えみ──彼女はもしかすると高貴な出身なのかもしれない。

　と、マリーが身に着けていた首飾りを取りはずし、甘い匂においがふわりと漂ったかと思うと、彼女がレオンの首にそれをかけてくれる。

「首飾り？」

「ええ。母さまの形見なの」

「形見って……大切なものじゃないか」

　首飾りをはずそうとするレオン。彼は幼いころに両親を亡くしているので、形見とかそういう言葉には敏感だった。

　だがマリーは小さく首を振った。

「故郷に帰れるまでレオンに預けておくわ。わたしたちが離れ離れにならないためのお守りに」

　その言葉に胸がドクンと高鳴り、レオンは立ち上がるとマリーへ手をさしのべる。

「握手をしよう」

「……握手？」

「握手はいいもんだ、だって互いが握り合わなきゃ成立しないだろう？　おれだけが握っても意味はなくて、きみだけが握っても意味はない。ふたりが握り合ったときに始まるんだ……」

　ちょっと照れ臭そうにレオンは笑い、

「ま、死んだ父さんの受け売りなんだけどな──」

　こころ踊る冒険が始まると思っていた。

　でも現実は無慈悲だった。

　廃はい屋おくの扉が荒々しく開かれたかと思うと、五、六人の大人が怒ど声せいをあげて入り込んでくる。そのうちのひとりが、ガルゼノン王国の者をかくまったとレオンを殴なぐり倒した。

　鼻血を流しながら転げるレオンに、それでも彼らは執しつ拗ように暴力をふるう。

　そして──。

　悲しげに伏せられた瞳ひとみ。

　こちらへ伸ばしかけ、しかし途中であきらめたように、力なく垂れ下がる手。

　無言のまま彼女は連れていかれる。

　レオンは薄れていく意識の中で、それを見ているだけだった。





　　　　※






　カーテンの隙すき間まから差し込む陽ひ射ざしの眩まぶしさで、レオンは目を覚ました。

「くそ……」

　上体を起こし、憂ゆう鬱うつな気分で周りを見渡す。

　文ふ机づくえと書棚、クローゼットが配されただけの男子寮の自室。たいして広くはないが個室であり、壁も厚く、プライバシーに配慮されたなかなか快適な空間である。

　本日は休校日。カーテンを左右に引くと、初夏の、爽やかな朝日で室内が満たされる。

　しかし、夢のせいでレオンの気分は晴れず、憂鬱な感情が澱おりのように溜たまっていくのだ。

　四年前、まだローウェン紋章学園に入学する前、レオンはひとりの少女に出会った。少女はガルゼノン王国の者だと言っていたが、どうして神聖アグノリア帝国にいたのかは教えてくれず、ただ故郷の話を寂さびしげにするだけだった。

　そんな彼女に、レオンはいつしか恋心を抱くようになっていった。なんとかして彼女をガルゼノン王国へ連れていきたかったが……結局なにもできなかったのだ。

　その後彼女がどうなったのかはわからない。が、想像はつく。奴ど隷れい商に売られたか、あるいは売られることすらなく殺されたか……。

「あー……」

　額に手をあてながら細く息を吐き、ベッドから立ち上がった。

　公園にいって屋台でコーヒーでも飲もう。

　レオンは薄手のシャツとパンツに着替え、寝癖を整える。それから机に置いてある首飾りを身に着けた。

　と、ノックの音が。

「開いてるぜ」

　返事をすると、扉がゆっくりと開き……チェルシーが立っていた。

　桃色の髪を緑色のリボンで飾り、白い学園の制服を身に着けている。

　豊かな胸部がちゃんとおさまっているところを見ると、シャルロットの制服ではないようだ。どこから仕入れてきたのだろうか。

　途と端たん、チェルシーが、レオンなんかと向き合うのは不本意だと言わんばかりに、制服の裾すそをにぎにぎしながら上目づかいで睨にらんでくる。

「……お腹なかすいた」

　恥ずかしげに、小声で言うチェルシー。

「シャルロットはなにも食わせてくれなかったのか？」

　休校日は寮の食堂も閉まっており、学生たちは各々で食事を摂とることになっているのだ。

「朝起きたらメモ用紙に〈生徒会の手伝いにいってきます〉って……」

　チェルシーはしょぼんとする。

「シャルロットのやつ、それならそれで朝食の用意くらいしてやらなくちゃ、チェルシーひとりじゃ金だって持ってねえんだからよ」

「あ、違う。ちゃんとサンドイッチが用意してあったから」

「量が少なかったのか？」

「ううん。山盛りあったけど、全然足りなくて……」

　再び、チェルシーは恥ずかしげに言うと、わずかにほおを染めた。

「……ずいぶん燃費の悪い身体からだだな」

　レオンはちょっと気が抜けそうになりながら、チェルシーを見やる。制服を内側から押し上げる胸の豊かな膨らみ──栄養は全部そこにいくんだろうなと考え、あんな夢を見たばかりだというのに、不覚にも顔が熱くなった。

　気を取り直し、レオンは空から咳せきをすると、

「ちょうど公園の屋台にいくところだったんだ。朝飯おごってやるよ」

「……対価はあたしの身体？」

　空腹には抗あらがえないようで、チェルシーは悲壮な眼まな差ざしでレオンを見上げる。

　確かに昨日は誤って胸を触ってしまったが、だからといって一体自分のことをどれだけ好色だと思っているのだろう？

　レオンは小さくため息をついた。

「屋台の飯だからさ、味は期待するなよ」

　言いながら、レオンは部屋から出てすたすたと歩いていく。

「ちょ、ちょっと待って」

　チェルシーが慌あわてて追いかけてくる。

「なにをたくらんでるのよ。あんたのことだから、お、犯す気満々なんでしょ」

　レオンが対価を要求してこなかったことを、彼女は相当にいぶかしんでいるようだ。

「だから、昨日のアレは事故なんだって。なにもしないから安心しろよ」

　チェルシーの猜さい疑ぎ心しんを刺激しないよう、素そっ気けなく答える。

「そうやって油断させようったってだまされないんだからね」

　まったくもって警戒を解こうとせず、チェルシーはジトリと睨にらみつけてくる。

　そこでレオンはちょっと疑問がよぎり、

「そういやお前、なんでおれの部屋がわかったんだ？」

「男子寮の前であんたたちの教官に会ったから聞いたのよ」

「だったら教官におごってもらえばよかったのに。結構金持ってるはずだぜ」

　そこでチェルシーが少し困ったような顔をする。

「……なんかあのオズワルドって人、ちょっと変なのよね。さっきだってあたしのこと無言でジッと見てくるし」

「そういやおれたちも、入学したての頃そんな経験したっけな。心配しなくてもいいさ、だらしないところもあるけど基本的に気のいいオッサンだから、教官は」

「でも、顔を布で隠してるところとか正直ダサいし」

「……確かにあのセンスはないよな」

　と、チェルシーがうろんな目つきで見上げてくる。

「やっぱりなにかたくらんでるんでしょ！　あんたの性格なら──」

　そして彼女は大おお仰ぎような仕草で、

「『教官もガン見するさ、きょ、巨乳なんだから』とか言うくせに！」

　自分で言っておきながら、チェルシーの顔がみるみる赤くなっていく。

「恥ずかしいんだったら言わなきゃいいのに……」

「う、うるさいバカ！」

　両腕で肩を抱きながら、しかしそれが図はからずも巨胸を強調するポーズになり、チェルシーはさらに顔を真っ赤にさせてわめいた。




　公園へ向かうため、二人は学園敷地内にある男子寮を出て、学園の正門へ向かう。

　雑木林を通り、中庭を横切り、本館校舎へとたどり着いた。ここまでくれば正門はもう目と鼻の先である。

「やあやあ──」

　本館校舎から、教官用の衣服をまとった男が出てきた。

　二十代前半の、くすんだ金髪に柔にゆう和わな笑えみを浮かべた男性だ。

「休校日なのにずいぶんと早起きっすね、レオン・カーターくん」

　ノア・ハイドマン。ローウェン紋章学園において、女子生徒から大人気のイケメン教官である。レオンも初等科のときに、何度か彼の授業を受けている。

　ハイドマンは片手をひらひらと振りながら、レオンたちの前に立った。

　その独特な人なつっこさが彼の女子人気に拍車をかけている。

「ん？　そちらのお嬢さんは見ない顔っすけど」

　ハイドマンがチェルシーをまじまじと見る。

「こいつ最近まで病気で休学してたんです」

　なんて雑な言い訳だと、内心ドキドキしながらレオンは答える。隣では、チェルシーもこくこくとうなずいている。

　ハイドマンは笑えみを崩さず、

「なるほど休学っすか、それなら見慣れないのも当然っすね」

「えっと、ハイドマン教官、おれたち飯食ってくるんで」

　あれこれ詮せん索さくされる前に、やや強引にレオンは会話を打ち切る。

「はいはい。ではお気をつけて」

「じゃあ失礼します」

　不審がる様子もなく、ハイドマンは二、三度うなずく。

　レオンとチェルシーは微笑の教官に一礼して、本館校舎をあとにした。




「あたし浮いてるのかな。不審者だと思われてたらどうしよう」

　公園のベンチに座り、チェルシーは屋台で買ったスープを見つめたままつぶやく。

「さっきのハイドマン教官のことか？　心配ねえさ、受け持ち以外の生徒のことなんて完全に把は握あくしてないって」

「……うん」

　スープを飲みながら雑ざつ穀こく混じりのパンを食べ出すチェルシー。

　レオンも、鴨かも肉にくの燻くん製せいをはさんだサンドイッチに口をつける。

　ここは住宅街・商業区のほぼ真ん中にある〈エルトン商会公園〉である。噴水と芝生広場からなり、特に休日には屋台が所狭しと立ち並び、市民の憩いこいの場となっている。

　食事を終えて、チェルシーはベンチの上で三角座りをすると膝ひざにあごを乗せる。

「ねえ」

「どうした？　さすがにもう腹いっぱいだろ？」

「……こんなの前菜みたいなものよ」

　聞き取れないほどの小声で、ボソリとつぶやいた。

　ちなみに、チェルシーが屋台で食べた料理は、焼き鳥にローストビーフ、豚モツの煮込みなど大量だった。あの小さな身体からだの一体どこにあれだけの食べ物が入っていくのだろうと、レオンは少し心配になってしまう。

　お金に関しては、紋章学園の学生は将来アグノリアの軍への任官が決まっており、毎月給金が支払われるので特に問題はない。

「って、ご飯の話がしたいんじゃないの！」

　口の周りにパン屑くずをつけたまま、チェルシーが声を荒げる。

　パン屑が気になるので、レオンはハンカチでチェルシーの口元をぬぐってやる。

「あ、ありがとう……」

　怒るかと思ったが、意外に素直な態度だった。

「で、どうしたんだ？」

「……学生として生活するんなら、いろいろ知っておかなくちゃいけないかなって」

「いろいろ？」

「例えば紋章のこととかよく知らないし」

「紋章のことわかってなかったのか？　おれの紋章見て、従者だって言ってたじゃねえか」

「あ、あれは従者を特定するための図形を憶おぼえてただけだもん」

　人さし指と人さし指をいじいじさせながら、チェルシーはソッポを向いてしまった。

　どうやら紋章の知識がないことが恥ずかしいらしい。

　レオンはひとつうなずいて、

「よし、じゃあ紋章について簡単に教えるか。まず紋章ってのは神秘の力を宿す聖せい痕こんのことだ」

「ねえ？　あたし、紋章なんて持ってないんだけど……」

「まあそれが普通だろうな」

「そうなの？　あたしだけが持ってないとかじゃなくて？」

「学園の講義で習ったんだけどさ、紋章師なんてのは千人にひとりの割合らしいんだ」

　チェルシーは、レオンの右手の甲をまじまじと見る。

「じゃああんた、エリートなの？」

　その言葉に、レオンはちょっと困ったような顔をする。

「エリートっちゃ、エリートなんだろうけど……昨日まで紋章の能力が使えなかったわけだし、いまいちピンとこないな」

　だが現実には、紋章は遺伝しないため、紋章師は高い身分を保障されているのである。

　一方レオンは、エリート意識こそないのだが、能力が目覚めたことは素直にうれしくて、自身の紋章に目を落とした。

「昨日シャルロットがなにもないところから剣を出してたけど、あれも紋章の能力なの？」

　チェルシーが手しゆ刀とうでぶんぶんと空中を切ってみせる。レオンは視線を上げて、その無邪気さにちょっとだけ見とれる。かわいいなんて思ってしまった。

　が、すぐに我に返り、自制心をもって疑問に答える。

「そう、紋章個々の基本的な能力……例えば、元げん素そ紋もんのうちで炎ほのおの紋章は火を生み出すし、風の紋章なら突風なんかを起こしたりできるってわけだ。その中でもシャルロットの土の紋章は〈金属錬成〉って特性があってだな、それによって武器を創り出せるんだ」

「……いいなあ」

　チェルシーが羨うらやましそうな声を出して、

「あたしも紋章が欲しいなあ。胸元とかにあったらカッコいいのに」

「残念だけど、そういうところに紋章は顕けん現げんしねえんだよな。紋章ってのは必ず手の甲に現れるんだ」

　レオンが右手の甲に顕現するＹヨグの紋章を見せると、チェルシーは自身の手の甲と見比べ、再び羨せん望ぼうのため息をついた。

　それがなんだか気持ちよくて、レオンは説明を続ける。

「それから紋章の種類だな。紋章は五系統──元素紋、治ち癒ゆ紋もん、召しよう喚かん紋もん、獣じゆう紋もん、暗あん黒こく紋もんに分かれる」

「意外と多いわね。こんがらかりそう」

「ま、紋章師のうちの九割以上が元素紋持ちだから、元素紋だけ覚えときゃいいさ」

　しかしチェルシーはむむぅとうなって、首を左右に振る。

「せっかくなんだからもっと詳くわしく教えてよ」

「詳しくって……結構複雑なんだぜ？　理解できるかな」

「言ってくれるわね！　あんた程度が理解できるものを、このあたしにできないわけがないでしょ！」

　高飛車に一いつ喝かつして、早く説明しなさいよとチェルシーは先をうながす。

　レオンは小さくため息をつき、

「わかったよ。追加になるけど、紋章には進化型と非進化型の二つがあるんだ──」

「……進化型と非進化型ね。大丈夫、ちゃんと理解できてるわよ？」

　ふふん、と実力を誇示するような笑えみを見せるチェルシー。

「その程度でドヤッとされてもな。まあいいや、続けるぞ。進化型の紋章は元素紋だけを指して、さらに初級紋章と上級紋章に分かれるんだ。その紋章師の資質や鍛たん練れんによって初級紋章から上級紋章へと進化することがある、だから進化型って言われるわけだな」

「で、非進化型ってのは？」

「元素紋以外の紋章のことを言うんだ。文字通り進化はしないんだけど、それ自体が元素紋の上級紋章に匹敵する能力を持ってる」

　レオンは一度呼吸を整えて、

「そして五系統の各紋章を説明すると、元げん素そ紋もんってのが、火とか風とか自然の能力を内包する最も基本的な紋章になる」

「自然の力を操るから元素紋……じゃあ治ち癒ゆ紋もんは癒いやしの力を持ってるとかなの？」

　チェルシーが、どう？　と言うように首をかたむける。

「そうそう。単純だろ？　召しよう喚かん紋もんは魔物を使い魔として召喚できるし、獣じゆう紋もんは獣にその身を変えることができる」

「……でも、暗あん黒こく紋もんは言葉だけだとよくわからないわね」

「ああ。この紋章は謎が多いんだ。宿してる紋章師が極端に少ないのが原因でさ。最強の紋章だとも、呪のろわれた紋章だとも言われてる……ま、こんな具合にまとめられるかな」

　レオンが説明を終えると、チェルシーは反復するように何度かうなずき、

「それで、あんたの紋章はどれなの？」

「何紋になるんだろうな、いまいちよくわからねえんだ」

「進化はするの？　しないの？」

　興味深げに、チェルシーが質問を重ねてくる。

　レオンは、Ｙヨグの紋章に関する知識を整理する。

「非進化型だと思うんだけど、なんだか靄もやがかかってるような感じで、ここら辺の知識が曖あい昧まいなんだよな……て、そもそも、Ｙの娘なんだからお前のほうがなにか知らなきゃおかしいだろ？」

「しょ、しょうがないじゃない！　知らないものは知らないんだもん！　従者のくせに生意気よ、あんた」

　チェルシーは自分がレオンの主あるじであることに強いこだわりがあるようだ。

　と、不満があると言わんばかりに、チェルシーがぐいぐいっと肩を押しつけてきた。

　非力なので痛くはなく、逆にチェルシーの体温や柔らかさが伝わってくる。レオンは身体からだの芯しんが熱くなるのを自覚して、おもわずドキドキしてしまう。

　浴場をのぞいたりするくせに、女子との直接的な接触には不慣れなため、実はこういうシチュエーションにレオンは弱い。

　それとなく身体を離しながら、

「あと、紋章は通常ひとりに一つ──単紋シングルギツドなんだが、稀まれに二つの紋章を宿す者──双紋ダブルギツドもいる、ってことくらいかな」

　と、チェルシーがレオンの両手の甲をまじまじと見る。そしてすぐに、これ見よがしの大きなため息をついた。

「どうしたんだよ、急に」

「なんで単紋なのよ……」

　露骨に眉まゆをしかめ、チェルシーはつぶやく。

「あんたはこのあたしの従者なのよ、双紋ダブルギツドとかじゃなきゃカッコ悪いじゃない」

「普通は単紋シングルギツドなんだよ。双紋なんて紋章師の中でも数百人にひとりだ」

　チェルシーの物言いにレオンは嘆息する。

「なんだつまんない」

「……やっぱりたいした紋章じゃねえのかな、これ」

　右手の甲を見やり、昨日の、オズワルドのそっけない態度を思い出した。褒ほめるなり喜ぶなりしてくれると思っていただけに、やはり寂さびしい気分になる。

　レオンが物憂げに肩をすくめると、

「ここにいたんだね」

　聞き慣れた声が背を打ち、振り返る。カロンとオズワルドが立っていた。

「あれ、どうしたんだ？」

「お前さんとカロン、シャルロットの三人に生徒会長から呼び出しがかかった」

　蒼そう髪はつをなでながらオズワルドが答える。

「生徒会長から？　のぞきの説教ならもう終わったし……チェルシーのことかな？」

「別件だろうな。チェルシーに関しては、おれはどこにも報告していない」

　オズワルドの言葉に、レオンはちょっと考えを巡らせて、

「じゃあ単に雑用かなにかで呼ばれただけか」

「とりあえずいこうよ、レオン。シャルロットもむこうにいるみたいだし」

「ああ。生徒会へ手伝いにいってるんだろ、チェルシーから聞いた」

　カロンにうなずき、レオンは立ち上がる。

「ね、ねえ、ちょっと」

　と、レオンのシャツの裾すそを握りながら、チェルシーが不満気な声を上げる。

「あんた、従者のくせにあたしのこと放ほうっておくの？」

「さすがに生徒会に連れてくわけにはいかないだろ」

　プチ緘かん口こう令れいを敷いている現在、役所などの公的機関はもちろん、生徒会などにもチェルシーを連れていくわけにはいかない。

　レオンが思案顔で悩んでいると、オズワルドが口を開いた。

「お前さんらが生徒会にいってる間、チェルシーはおれが見ててやるよ」

「えー」

　チェルシーが露骨に嫌そうな顔をする。

　公園に来る前にも話していたが、どうもチェルシーはオズワルドに対して、あまり良い感情をもっていないようだ。

　微妙に嫌われているオズワルドは、しかしポケットからチョコレートの包みを一つ取り出して、チェルシーへと手渡す。

「お前さん、甘い物が好きだろ？」

「甘い物？」

　渡されたチョコレートの包みを開け、しげしげと眺めるチェルシー。

「食ってみろよ」

「こんな黒くてベタベタした……泥のようなものを？」

　泥って！　とレオンは突っ込みそうになる。実のところ、レオンも甘党なので微妙に今のは聞き捨てならなかったのだ。

　しかし当のチェルシーはそんなこと知る由よしもなく、おそるおそるといった感じで匂においを嗅かいでいる。

「……なんかいい匂いね」

　そう言うと、端っこをちょっとかじった。

　次の瞬間。

　チェルシーの顔がぱあっと明るくなり、なぜかその場でくるりと一回転する。よくわからない行動だが、どうやらとても大きな感動を受けているようだ。

「え、え？　なにこれ、どうしてこんなに美お味いしいの？　え、ちょっと、すごく美味しいんだけど！」

　残りのチョコレートを夢中になって食べ出し、手と、口の周りをベタベタにしながらあっという間に平らげる。

「ねえ？　これ、なんていう食べ物なの？」

「チョコレートっていうんだ。うまいだろ？」

　その言葉に、先ほどまでの嫌悪感はどこへやら、チェルシーは何度も首を振った。

　屋台の食事も美味しそうに食べていたが、料理の名前を聞いてこなかったことからも、彼女は相当にチョコレートを気に入っているようだ。

「もうないの？　チェコレート」

　チェルシーは雛ひな鳥どりが餌えさをねだるように、オズワルドを見上げて目をキラキラと輝かす。

「今はそれだけしか持ってないけど、教官室にいきゃまだたくさんあるぞ。チョコレートだけじゃない、焼き菓子やケーキだって揃そろえてある」

「その、焼き菓子とかケーキってのも美味しいの？」

「もちろん。高級店のを取とり揃そろえてるからな、今の、量販店で買ってきたチョコレートとはわけが違うぜ？」

　お菓子の味を想像しているのか、チェルシーはうっとりとした顔になり、

「す、少しだけだからね。少しだけなら一緒にいてやってもいいわ」

　この子、絶対誘ゆう拐かいされるタイプだわ、とレオンは思った。





　　　　※






「うわあ、すごい!?　これ全部食べていいの？」

　本館校舎内の、オズワルドの教官室（個室）でチェルシーは歓喜の声を上げる。

　目の前のテーブルの上に、焼き菓子やケーキ、チョコレートに砂糖菓子など色とりどりの菓子が所狭しと並んでいるのだ。まるで貴族の姫君のお茶会のように。

「ああ。好きなだけ食べればいいさ」

　そう答え、オズワルドは執事よろしくチェルシーのために香草茶ハーブテイーを陶器のティーカップに注そそぐ。それをチェルシーの前に供するが、彼女はお茶になど目もくれずブラックベリーのタルトを頬ほお張ばり、むしゃりむしゃりごっくんと飲み込むと、

「甘くて、でもちょっと酸っぱくて、でも甘くて美お味いしいっ!?」

　とても幸せそうな感想を口にして、今度はパンプキンケーキに手を伸ばす。

　オズワルドはチェルシーの対面の椅子に腰かけると香草茶を一口含み、目を輝かせながら菓子を食べる彼女を眺める。相変わらずの大食いぶりに、しかしそのさまが懐かしくて、愛いとしくて、鼻の奥がツンとする。

「あんた泣いてるの？」

　いつの間にか、いぶかしげな表情でチェルシーがこちらを見ていた。

「い、いや、あくびと一緒に涙が出ただけだ」

　目元を軽くぬぐい、オズワルドは取り繕つくろう。だがチェルシーは口元にクリームをつけたまま、ジッとオズワルドの顔を見つめてくるのだ。

　やわらかな桃色の髪に、深い緑色の瞳ひとみ、形のいい唇からわずかにのぞく八重歯──やっぱりチェルシーは世界一だと思った。このまま抱きしめたい衝動に駆られたが、オズワルドは自制心を働かせる。

　かつての世界──まだオズワルドがレオンだったとき、彼にとってチェルシーはかけがえのない存在だった。もちろん、出会ったばかりのころはただの仲間以上の感情はなかった。だが、チェルシーを狙ねらう者たちとの死闘を経て、気が付けば彼女への特別な感情が芽生えていた。

　高飛車だが心根はやさしいチェルシーも、戦いの中で仲間を失い絶望する彼の隣に静かに寄り添ってくれた。彼女のぬくもりにより、仲間の喪そう失しつで開いたオズワルドの心の穴は埋められていった。そしていつしか二人は愛し合うようになっていったのだ。

「その顔を隠してる布、ダサいし、取っちゃったら？」

　オズワルドの気持ちなど知る由よしもなく、突然チェルシーがうろんな目つきで見てくる。予想外の問いかけに、一瞬とまどったものの彼はすぐに冷静をよそおった。

「無理だな。これはおれのアイデンティティなんだよ、簡単には取れねえさ」

「なにカッコつけてんのか知らないけど、レオンもダサいって言ってたわよ」

「……あの野郎」

　自分自身からダサいなどと言われると、こう殺意のようなものが湧いてくる。おれがダサいんだったら、テメエは風ふ呂ろのぞきの変態だろうがと内心で毒づきながら、それは鏡に向かって悪態をつくようなものだと気づき、オズワルドはため息をついた。

「とにかくだ、これは取るわけにはいかないんだ」

　そう、伊だ達てや酔すい狂きようではなく、素顔を隠さなければならない理由があるのだ。




《──我は汝なんじに忠告する。汝の正体を、この世界のレオン・カーターに明かすことは慎つつしむように。同世界にて同一人物が相互に認識すれば、〈矛盾〉が〈時間〉と〈空間〉を侵おかし、常ならざる空間──顔のない者が支配する空間が姿を現すだろう》




　十年前、大戦末期の時代に目覚めた自分に、ローブをすっぽりとかぶった不思議な者がそう告げたのだ。

　彼の言葉が真実であるという証拠はないが、だからといって、軽々とレオンに素顔を明かして顔のない男と遭遇するようなことになれば、まず間違いなく殺されるだろう。

　一度あの男に敗れているオズワルドは、あの化け物の人じん智ちを超えた戦闘能力と、しかし同時に弱点も理解しているのだ。

　だからレオンを鍛きたえ、十分な準備が整ったなら、そのときは自分の正体を明かして顔のない男を倒そうと考えている。仮に、正体を明かしてなにも起こらなかったとしても、敵のいる空間への行き方なら心当たりがあるのだ。

「ちょっと、ねえってば！　急になに黙り込んでんのよ」

　チェルシーの声にオズワルドは我に返る。

「悪いな、ちょっと考えごとをしていた」

　空から咳せきを一つ、オズワルドはハンカチを取り出すと身を乗り出してチェルシーの口元のクリームをぬぐってやる。

「あぅ、さっきもレオンに同じことされた……ねえ、どうして手袋なんてしてるの？」

　チェルシーはこそばゆそうに目を細めながらも、目ざとくオズワルドの手元を見やり、疑問の声を上げる。

「おれの紋章は少しばかり特殊だからな、あまり大っぴらにしたくないんだ」

　素顔同様に、紋章も隠しておかなくては具合が悪いだろうと、オズワルドは皮手袋を両手にはめているのである。

　と、チェルシーがちょっと思い出したような顔をして、

「あんたって単紋シングルギツド？　双紋ダブルギツド？」

「ん？　双紋ダブルギツドだが、それがどうした？」

「むうぅ、従者レオンだって単紋なのに、なんだかとても生意気だわ」

　本当に悔しそうに、チェルシーがかわいらしい八重歯を剥むいて唸うなっている。

「……望んで手に入れたわけじゃないさ。大切な仲間の忘れ形見みたいなもんだ」

　つぶやくと、オズワルドは眉み間けんにしわを寄せて苦しそうな顔をする。

「大切な、って、恋人とか？」

「いや、恋人ってわけじゃねえんだが」

「そりゃそうよね、あんたみたいなダサい中年、恋人なんているわけないわよね」

　……なんだか当たり前に納得されてしまった。しかも中年扱い。

「恋人だったらいるぜ？　相思相愛の」

「え？　脳内？」

「妄もう想そうじゃねえよ！　ちゃんとした実在の女性だ」

　突っ込みを入れるオズワルドに、チェルシーは指についたクリームを舐なめながら、ちょっと興味を持ったという感じで口を開く。

「じゃあどんな人？　美人？」

「そりゃあお前、世界一可愛かわいくて、スタイル抜群、ちょっと高飛車なところもあるけど根は素直で、意外に泣き虫だったり、でも笑った顔は太陽なんてクソ喰くらえってくらい輝いてて、二人きりになると甘えてきたりして」













　オズワルドは熱心にしゃべりながら、とどのつまり自分は、チェルシーの素直に感情を表すところが好きなのだと考える。多彩な表情に翻ほん弄ろうされることも多いが嫌な気はせず、むしろそういうところに幸せを感じたりする。

　しかしそんなオズワルドに、チェルシーがうわあと引きぎみになり、

「……ウザいくらいにあんたその人にベタ惚ぼれじゃない」

　ハッとして、オズワルドはチェルシーを見、途と端たん顔が石炭のように熱くなる。

「あ、ああ、まあな」

「なんであたしの顔見て赤くなってんのよ……でも大切な人がいるっていいわよね。あたしも早くパパに会いたいな」

　チェルシーが切なげに目を伏せて、寂さびしげに言葉を紡つむいだ。

「なあチェルシー、たとえ父親に会えなくてもおれはずっとお前のそばにいる」

　彼女の寂しさを少しでも埋めたくて、オズワルドは咄とつ嗟さに口を開いていた。

「な、なに恥ずかしいこと言ってんのよ、あ、あんたバカじゃないの！」

　ややもすれば告白にも聞こえるセリフに、チェルシーは口をあわあわさせながら、

「せっかくの休日なんだから、恋人とデートでもしてきなさいよ！」

　そう一いつ喝かつすると、ぷいと横を向いてしまった。

　早まってしまったなと反省しながら、オズワルドは蒼そう髪はつをなであげる。

　それから。

「……恋人とデートか」

　つぶやいてみるが、まさか今がそのつもりだなんて言えるわけもなかった。





　　　　※






　西館校舎。

　三階建ての煉れん瓦が造づくり、緋ひ色いろのとんがり屋根という独特の建物である。

　他の校舎に比べて小さい造りだが、西館全部が生徒会の所有となっている。

　校舎の周りは薔ば薇らの庭園が展開されており、秘密の花園のような趣おもむきがあるが、実際には一般会員たちが忙しく出入りする役所然とした場所である。

　一階は学生のための各種受付や相談コーナーが置かれ、二階は執務のために使われ、三階は生徒会執行部の専用階となっている──。




　オズワルドたちと本館校舎の前で別れたレオンとカロンは西館へ到着する。そのまま三階へ上がると、シャルロットが応接セットの前で男子学生と歓談していた。

　男子学生は二メートル近い身長で、こちらに振り向くと快活な笑えみを見せる。

「生徒会執行部〈広報〉を務める、高等科三年のアニマ・ランコールだ。生徒会へようこそ、レオン・カーター」

「あれ、おれの名前……」

「そりゃあ知ってるさ、レオン・カーターといや、いろいろな意味で有名だからな」

　その言葉に、レオンはほおをかきながら苦笑いをする。

「有名って、どうせ紋章のことや、風ふ呂ろのぞきのことでしょう？」

「自虐的になるな。おれはお前に一目置いているのだぞ？」

　アニマは上級生としての余裕を見せながら、

「会長から呼び出されたのだろう？　もうすぐ来るはずだ、ソファに座って待っててくれ。おれは他に仕事があるからな、これで失礼する」

　それから彼はシャルロットに向き直る。

「シャルロット、備品の整理、助かったぞ。その気があるなら生徒会の入会試験を受けたらどうだ？」

「あ、ありがとうございます！　ランコール先輩」

　背筋を正して、シャルロットが深く頭を下げる。

　アニマは軽く片手を上げると、悠ゆう然ぜんとした足取りで部屋から出ていった。

「でっけえなあ、あの先輩」

「アニマ・ランコール先輩、ぼくたちには笑顔だったけど、実際は武闘派でめちゃくちゃ怖い人みたいだよ。紋章術の模擬試験でも常に上位にいるし」

「へえ、全然知らなかった。女子の顔ならスッと頭に入ってくるのに、野郎の顔は脳みそに拒否されるんだよな」

　言いながら、レオンは応接セットまで移動すると、ソファに腰をおろして室内を見回す。

　部屋は間仕切りなどなく、ひとフロアまるまる開けた造りになっている。象牙色アイボリーホワイトを基調とした内装に、応接セットからティーラウンジまで設置されており、アシナシと呼ばれる通信用の小型猛禽が、鳥かごの中で餌えさをついばんでいた。

「あんたの頭がポンコツでも、生徒会役員の顔くらい覚えておきなさいよね。だいたい、のぞきの件で生徒会に呼ばれたときに会わなかったの？」

　シャルロットが小さくため息をつき、レオンの右隣に座った。

　そんな彼女へ、レオンは視線を移し、

「おれたちが呼ばれたときは、会長とディーヴァ姉ちゃんしかいなかったんだよ」

「だとしてもよ！　生徒会役員っていったら、わたしたち学生の頂点なんだから」

「頂点か……熱心に手伝いしてるみたいだけど、生徒会に入るのか？」

「まあ、ね。紋章学園の生徒としてはやっぱり生徒会は魅力的だし、政治にもちょっと興味があるから」

　真剣な顔をして、シャルロットは答える。

　ローウェン市の統治は、ローウェン紋章学園職員会、生徒会、そして一般市民から成る市民代表会議（民会）、この三組織による合議制となっている。

　学生の集まりである生徒会が統治機関の一つになり得るのは、彼らが紋章師として強大な能力を秘めており、有事の際には戦力として認められているからである。

　ひとたび戦争が起これば、教官たちは連隊長として、過半数が前線の部隊の指揮をとり、職員会はその機能のほとんどを停止する。逆に、生徒会は職員会の補佐という形で生徒会長が学生の運用を任され、後方支援の役割を担になうのである。

　それにより、生徒会は、ローウェン市政に携たずさわることが認められているのだ。

「まず生徒会へ入会して一般会員になり、キャリアを積んで役員選挙に出馬、当選すれば生徒会執行部入りして、ローウェン市においては政治家の扱いを受けるって流れだっけ？」

　カロンもレオンの左隣に座り、学生が最も羨せん望ぼうする出世コースについて語る。

「みんなよくそんな面倒臭いことに精を出せるよな」

　レオンが蒼そう髪はつをいじりながら、ウンザリとした顔をする。

「面倒臭いんじゃなくて、向上心があるって言ってほしいわね」

　シャルロットがムッとした顔をして小さく唇を尖とがらせる。

　と、階段をのぼる足音が聞こえ、すぐに二人の女子生徒が入ってきた。

　レオンたちが反射的に立ち上がると、

「急に呼び出して悪かったな。今お茶を淹いれるから楽にしててくれよ」

　短めの銀髪に、飴あめ色いろの瞳ひとみ、制服を着崩し、豊満な胸元をあらわにさせた女子生徒がにこやかに手を振った。

　彼女の名はディーヴァ・エスターレ。生徒会副会長を務める高等科二年生であり、シャルロットの実じつ姉しである。紋章は遺伝しないため、姉妹で紋章師なのは非常に稀まれであり、この美しい姉妹を指して〈白銀の女神アルジエント・デイア〉と、奇跡を賛美するように呼ぶ者もいるほどだ。

　ディーヴァは、室内の隅にしつらえてあるティーラウンジへと歩いていった。

　残された女子生徒──生徒会長がレオンたちの対面のソファに腰かける。それを受けて三人も再びソファに座り、それとなく会長を観察する。

　つややかで豊かな黒髪は前髪だけをぱっつりと切りそろえ、同色の理知的な瞳に、人形のように整った顔立ち、そして全身に凛りんとした雰囲気をまとう少女だ。

　ディーヴァとは対照的にほっそりとした、スレンダーな身体からだつきをしている。

　レオリア・イル・アグノリア。ローウェン紋章学園生徒会長にして、神聖アグノリア帝国第一王女である。

　貴族出身の学生が出来レースで生徒会役員に当選することはしばしあるのだが、レオリアは優秀な成績と、独特の魅力で広く支持を得、純粋に生徒会長選挙を勝ち抜いている。

　学年は、ディーヴァと同じ高等科の二年生である。

「三人とも、硬くならなくていいですから。リラックスしてくださいね」

　透明感のある、耳に馴な染じみやすい声で話すと、レオリアは柔らかく笑えんでみせる。

　高貴な身分だけあって、彼女の仕草は洗練されている。

「会長──」

　レオンがレオリアを見やり、口を開いた。

「どうされましたか？　レオンさん」

　丁寧な口調でレオリアが答える。

「おれたちどうして呼ばれたんですか？　もしかしてチェル……」

「ちょ、レオン！」「レオン！」

　シャルロットとカロンが同時に声を上げ、レオンは慌あわてて口をつぐんだ。

「……ちぇる？」

　レオンの発言に首をかしげるレオリア。

「あ、いや、なんでもない。なんでもないです」

　ちょっと焦あせった感じでレオンは否定する。

「でも皆さん、なにか隠していませんか？」

　口調は穏おだやかなまま、しかしレオリアは真剣な瞳ひとみでレオンたちを見つめる。

　場がにわかに緊張感を持ち始めたとき、

「はいよ。お待たせ」

　ディーヴァがカートを押して戻ってきた。

　彼女は皆の前にティーカップを置き、ポットの紅茶を注そそいでいく。もともと繊細なタイプではないので注ぎかたが大おお雑ざつ把ぱだ。

「そういやシャルロット、わたしの制服を一着持ってっただろ？　一体なにに使うんだ」

「えっと、それは……」

　ややとまどいぎみに、シャルロットは言葉を濁す。

　シャルロットとディーヴァのやり取りで、レオンはなるほどと納得した。チェルシーが着ていた制服、どうやらあれはディーヴァの制服だったようだ。

「言っとくけどわたしの制服着ても胸は大きくならないぜ？」

「ね、姉さん！　わたしは別にそんなの気にしてませんから」

「気にしてないねえ」

　ディーヴァはレオリアの隣に座ると、レオンに目をやり、

「レオンは巨乳のほうが好きだよな？　わたしのことお嫁さんにしてくれるって言ったし」

　レオンの方へと身を乗り出す。

　着崩した制服の胸元で、陶磁器のように白くてなめらかな胸がたゆんと揺れる。

「ディーヴァ姉ちゃん、そりゃ子どものときの口約束だろ？」

　豊かな胸元を見やるでもなく、レオンは冷静に答える。

　美人で、スタイルも抜群なのだが、レオンにとっても姉のような存在であり、ディーヴァは恋愛対象ではない。もちろんそれは彼女も同じで、わざとからかっているだけだ。

「姉さん！　制服はちゃんと着てください！　レオンもなに見てるのよ」

　シャルロットが興奮ぎみに声を荒げる。

「別に見てねえって」

「ウソ！　少し胸が大きいからって」

「……そろそろ本題に入りませんか？」

　場を収拾するように、レオリアが落ち着いた声こわ音ねで告げる。

「わりいわりい。与よ太たはこれくらいにしておくか」

　そう言うと、ディーヴァが真剣な表情でレオンたち三人を見つめる。

　彼女は一度紅茶で唇を湿らせると、

「昨日の放課後、レオンはのぞきの罰ばつで聖堂の掃除をしてたよな？　シャルロットとカロンも一緒だったんだってな、ウィンチェスター教官に確認してある」

　ドクンと、レオンの心臓が跳ねた。

　カロンとシャルロットもやや緊張した顔でこちらに視線を送ってきた。

　それを受け、レオンは努めて明るい口調で答える。

「大変なんだぜ、聖堂の掃除。もちろんまだ全然終わってないけど」

「単刀直入に聞くが、聖堂で誰かに会ったか？」

　今度は心臓が口からこぼれ落ちそうなほどの衝撃を受けた。

　なんとか表情だけは平静を保ち、レオンは素そっ気けなく返事をする。

「誰かって、誰だ？」

　そうしてディーヴァとレオリアの反応に神経を集中する。

　彼女たちはもしかすると昨日のことを知っているのだろうか？　その上で自分たちをここへ呼び出したのだろうか？　しかし二人の表情には真剣さこそあるが、こちらに対する確信的なものは感じられない。

　と、レオリアが静かに口を開いた。

「昨日の放課後、学園の警備員が何者かに襲われました」

「詳くわしく言えば、不審者を見つけて詰つめ所しよに連れていこうとしたところ、返り討ちにあったんだ」

　レオリアの説明を補足するようにディーヴァが後を継ぎ、

「不審者は眼がん帯たいをつけた青年だったらしい。対して警備員は三人もいたのに手も足も出ず、今は三人とも市内の医療施設で治療を受けている……」

　ディーヴァが沈痛な面持ちで首を左右に振った。

　そんな彼女を見つめながらレオンは確信する。その不審者は聖堂の地下で自分たちを襲った眼がん帯たい男に間違いないと。

「……そんな事件があったなんて。でも、ぼくたちとなんの関係があるんですか？」

　カロンが紅茶をひと口、冷静に対応してくれる。

「生き残った警備員の話では、その不審者は聖堂の方角へ向かったとのことだ。だからお前たち三人がそれらしい人物を目撃してないかと思ってね」

「なんだ、てっきり〈第五十七次女子寮侵入計画〉がばれたのかと思ったぜ」

　自分でもつまらないと思う冗談しか出てこない。その上、こういうときの突っ込み役であるはずのシャルロットがガチガチに緊張しているのだ。

　ハタから見ればかなり不自然な空気が流れているのだろう。

　事実ディーヴァは不審げな顔をしている。

「ま、なにも知らないんならもう帰ってもいいさ。休日なのに呼び出して悪かったな。こっちはこれから今後の対策を練らなきゃならないんだ」

　もう帰ってもいいという言葉に、レオンは思わず安あん堵どのため息が出そうになり、慌あわててなんでもないふうをよそおう。

「一つ理解してほしいことがあります」

　レオリアが会話に入ってきた。口調は穏おだやかだが、その瞳ひとみには射抜くような鋭さがあり、レオンたちをしっかりと見据えている。

「生徒会は学生のための組織です。学生を決して裏切りません。今回のことと関係ないことでもいい、なにか困ったことがあったら、わたしたちを頼ってください。かならず助けてみせます」

　彼女の真しん摯しな言葉に、レオンたちは無言でうなずく。

「では今日はこれで解散にしましょう」

　にこりとレオリアがほほえんだ。





　　　　※






「やっぱりここにいたか、聴取は終わったようだな」

　オズワルドが商業区の外れにある大衆食堂に入ると、レオンたちが昼食を摂とっていた。

「……ウィンチェスター教官」

　食事の手を止めてシャルロットが自分の方へ視線を向ける。オズワルドは軽く手を上げ、彼女の隣の止まり木に腰かける。

　それから栃とちの一枚板のテーブルに置かれた木製のスープ皿を見やり、

「今日のランチは鴨かも肉にくのシチューだな、おれの好物だ」

　オズワルドは手近な給仕係に同じ物を注文する。

「やっぱりって、ぼくたちがここにいること知ってたんですか？」

　対面に座るカロンがライ麦パンを持ったまま、不思議そうに首をかしげる。

「いやいや、勘だ、勘──なんとなくここら辺で飯でも食ってんじゃねえかなって」

　自分のときも、聴取のあとはこの食堂で昼食を摂とったのだ。

「そんなことより、ディーヴァ姉ちゃんが教官に、おれたちが聖堂を掃除してたかどうかの裏を取りにきてたみたいだけど、なんでうまくとぼけてくれなかったんだよ」

　カロンの隣に座るレオンが抗議の声を上げる。

「百歩ゆずって、せめて対策は練りたかったです。姉さんもそうだったけど、特に会長はこちらを見透かしてる感じだったし……」

　匙さじを置き、シャルロットも不満をもらすが、オズワルドは興味なさそうに蒼あお色の前髪を触る。

「なにか不利益になるようなことでも言われたか？」

「不利益どころか、なにか困ったことがあればいつでも頼ってくれって」

「だったらいいじゃねえか、マイナスになるどころかプラスになっただろ」

　そう、レオリアもディーヴァもこちらに対して確信的なものはなにも持っておらず、今回の聴取は特に回避しなくてはいけない出来事ではないのだ。下手に避けて小さな齟そ齬ごが生じれば、それによって足をすくわれる可能性も出てくる。当たり障さわりのない出来事は前回と同じように消化していくのがいいだろう。

「ところで教官、チェルシーの姿が見えないんだけど」

　レオンが店内を見回しながら、チェルシーの不在に心配そうな声を出す。

　ああ、とオズワルドはうなずき、

「菓子を食うだけ食ったら眠くなったみたいでな、今はシャルロットの部屋で寝てる」

　前回のときも、聴取中チェルシーをシャルロットの部屋に留守番させておいたら、そのままぐっすりと眠りについていたのだ。

　そこでオズワルドは真剣な目つきをつくり、レオンたち三人を見つめる。

「さて、と。今からお前さんたちには、おれと一緒に緊急指令をこなしてもらう」

「……緊急指令？」

　その重々しい響きに、レオンがオウム返しに疑問を口にする。

　オズワルドは肯定するようにゆっくりとうなずき、

「そう、なんとしても成功させなきゃいけねえ任務だ。本当はあと二、三人欲しいところだが、四人いりゃあ、まあなんとかなるだろう」

　この指令は、チェルシーのためにも絶対に成功させなくてはいけないのだ。

　オズワルドの真剣な口調と、そこから醸かもし出される張り詰めた空気に、レオンがごくりと生なま唾つばを飲み込んだ。

「それって討とう伐ばつとかですか、昨日の、眼がん帯たいの紋章師の？　確かにまだ市内に潜伏してて襲ってきたら……」

　おそるおそるといった感じで、シャルロットが質問する。

「ヴァンデッ……眼帯の紋章師なら大丈夫だ。襲ってくることはなかった」

　オズワルドがレオンだった世界では、このタイミングで眼帯の敵ヴアンデツドが襲ってくることはなかったのだ。

「……なかったって、どうして過去形なんです？」

　シャルロットがいぶかしむが、オズワルドは直接答えることはせず、

「とにかくだ、おれたちが今からやるべきことは──」

　一度、呼吸を整える。

「人気洋菓子店〈レ・ソレイユ〉で一日限定五十個販売、お一人様三個までの、ロイヤルストロベリーシューを手に入れる！　そのあとは〈ノワール・シャット〉で限定レアチーズケーキ、〈ムートンマートン〉の焼きたてアップルパイ、さらにそのあとが……」

　拳こぶしを握りしめて、オズワルドは興奮ぎみにまくしたてる。

　が──。

「アホかっ！　んなもん、ひとりでいってこいよ！」

　レオンの突っ込みに、カロンとシャルロットも当然とばかりに首を縦に振る。

　……総スカンだった。





　　　　※






　だが、なんだかんだで、レオンたちはほとんど無理やりオズワルドに付き合わされて洋菓子店巡りをさせられた。

　さらに学園に戻ると、今度はオズワルドの教官室で書類仕事まで手伝わされたのだ。シャルロットは愛想を尽かして、再び生徒会の手伝いにいってしまった。

　そのまま夕方までこき使われ、さすがに不満が頂点に達しそうになったとき、オズワルドがレオンたちに夕食をご馳ち走そうすると提案した。

　わかりやすいアメとムチだったが、夕食の時刻が近づいているということもあり、教官オズワルド同伴で、シャルロットの部屋で寝ているチェルシーを起こしにいった。しかし彼女はすでに部屋からいなくなっていたのだ。

「女子寮にいねえってことは……そうか、エルトン商会公園にいるな」

　なんの根拠があるのか、オズワルドはチェルシーの居場所を特定しており、平然と構えていた。しかし、レオンとしては眼がん帯たい男が潜伏しているかもしれない状況でチェルシーが外出したことが不安でたまらず、すぐに迎えにいくことにした。

　そして現在、夕暮れの雑踏の中をもどかしげに通り、レオンは公園に到着する。

「本当にチェルシーはいるんだろうな……」

　気ばかりはやりながら探し始めると、今朝、食事を摂とったのと同じ場所でチェルシーがベンチに座っていた。ベンチの上で三角座りをして、膝ひざにあごを乗せているのも同じだ。

　レオンはホッと溜息をつくとチェルシーのもとまで歩み、

「なんで部屋から出てったんだよ。心配したんだからな」

「……パパを探してたら道に迷った」

　思いのほか、かわいい答えが返ってきた。

「じゃあ一緒に帰ろうぜ？」

「帰らない」

　こちらを振り向くでもなく、チェルシーは素そっ気けなく答える。

「帰らないって……ずっとここにいるつもりか？」

　レオンの問いかけに、チェルシーは無言のまま夕ゆう陽ひを見つめている。

　ようよう夕陽が沈んでいく淡い茜あかね空は東からの藍あい色と混ざり合い、紫色の夜空へと変わり始めている。公園内の屋台もそのほとんどが店じまいを始め、昼間の喧けん騒そうがうそのように静かだ。

　仕方なく、レオンも隣に腰をおろす。

　少しだけ風がでてきた。初夏だが夕暮れどきはまだ肌寒いのだ。

「……パパに会いにいく」

　ポツリとつぶやく。

「でも、そのパパのいる窮きゆう極きよくの門がどこにあるのか知らないんだろ？」

　チェルシーは父親が窮極の門というところにいることは知っているが、窮極の門がどこにあるのかは知らないという。もちろんレオンもそれがどこにあるのか知らない。

　チェルシーはやはりこちらを振り向こうともせず、

「探す」

「どうやって？」

「……いろいろ歩いてれば見つかるかもしれないし」

「なるほど。それで結局見つからず、途と方ほうに暮れてたのか」

「うるさい、バカ！」

　チェルシーがレオンに振り向き怒鳴る。だが、口調とは裏腹に、彼女の緑色の瞳ひとみには涙がたまっていた。涙がひとしずくこぼれ落ちる。

「ひとりぼっちなんてもういやだもん。ずっと眠ってて、ときどきうっすらと目が覚めても誰もいなくて、また眠りに落ちて、やっと本当に目が覚めたんだもん」

　チェルシーは目元をぬぐい、

「ひとりはもういや……」

　訥とつ々とつとチェルシーがこぼす。

　──確かにひとりは辛いよな。

　彼女の感情の吐と露ろに、レオンは蒼そう髪はつをかきながら小さく息をつく。

「おれさ、四歳さいのときに父さんも母さんも亡くしてるんだ」

　チェルシーが息を飲み、濡ぬれた緑色の瞳ひとみでレオンを見つめる。

「山あいの小さな村に住んでたんだけど、大雨の日に大きな土砂崩れが起こって……両親を含めてほとんどの村人が死んじまった」

　九死に一生を得る形でレオンは助かったのだが、そのとき右肩に大おお怪け我がをしてしまった。今でも特徴的な傷あとが残っており、雨が降ると鈍く痛み出す。

「それからは親戚の家に預けられたんだけど、正直、居心地はよくなかった。でもシャルロットやディーヴァ姉ちゃんに出会えたから孤独じゃなかった。だから──」

　レオンはハンカチを取り出し、チェルシーの涙をふき取り、

「──だからチェルシーもひとりぼっちじゃねえよ。おれやシャルロット、カロン、教官だっている。それにおれはお前の従者なんだろ？」

　しかしチェルシーは小さく首を振り、

「……あたしはパパに会いたい」

　しゃくりあげ、再び大粒の涙を流しながら静かに泣きだした。

　瞬間、レオンは妙な胸のざわつきを覚える。

　胸を衝つく息苦しさと、切なさ、そしてなにかが重なり合いそうな感触。

「パパのところに帰りたい……」

　レオンは息を飲んだ。

　顔も性格も、声だって違うのに……レオンの中で、四年前の初恋の少女マリーとチェルシーが重なったのだ。

　彼女も家族に会いたかったに違いない──途と端たん、胸が熱くなり、レオンは無意識のうちに首飾りの鎖に触れていた。

「連れてってやるよ。おれがかならずお前を窮きゆう極きよくの門まで連れてってやる」

　自分はなにを言っているのだろうか。チェルシーはマリーの替わりなんかじゃないのに。それとも、チェルシーを助ければ、あのトラウマと訣けつ別べつできるとでも思ったのか。

　……例えそうだとしても。それでも、自分は誰かが泣いているのがいやなんだ。泣いている人がいたら助けたい──それができないというのなら、もう自分が自分でなくなる。

「チェルシー、握手をしよう」

　レオンは立ち上がりチェルシーへ手を差しだす。

「……なんで握手？」

「死んだ父さんの受け売りなんだけどさ、握手はお互いの意思を確かめ合うものなんだ。一方通行にならないようにちゃんと握り合って、二人で始めるんだ」

　しゃくりあげながら、チェルシーは濡ぬれた瞳ひとみでレオンを見つめる。

「窮きゆう極きよくの門がどこにあるのかまだわかんねえ、だけど必ず見つけ出してやる」

「……あんたみたいな変態、全然信用するつもりなんてないもん。でもちょっとだけなら信じてあげてもいい、かも」

　わずかに顔を上気させながら、チェルシーも立ち上がり、レオンの手を握ろうとする。

　レオンはその手を取ろうとして……足がもつれた。

「うわっ!?」

　短い叫びを上げ、レオンはチェルシーへ覆おおいかぶさる形で倒れる。

　たゆんと、顔面を包む極上の弾力。

　偶然訪れた幸福にレオンが顔をうずめていると、

「……罠わなだった。まさかこんな巧妙なやり口で犯そうとしてくるなんて」

　その声にレオンは慌あわてて顔を上げる。













　涙目から一転して、チェルシーがふるふると怒りで震ふるえていた。

「ち、違う、触るつもりなんてなかった。マジでなかったんだって！」

　しかし、レオンの右手はチェルシーの乳房を鷲わし掴づかんでいた。

　それは本当に過失であったのだが、チェルシーに通用するわけもなく、レオンはなんとかしようと必死に思考を巡らせる。が、彼女の胸の感触に顔が熱くなりくらくらしてくるのだ。

「……柔らけえな」

　ハッとしてレオンはぶんぶんと首を横に振る。

「いや、ごめん、今のなしだ！　罠わなでもなんでもねえんだよ！」

「……あんたなんかを信じたあたしがバカだった」

　そう言いながらチェルシーが上目づかいに睨にらみ、

「そんなに犯したいんなら好きなだけ犯せばいいじゃない！　その代わり舌を噛かみ切きって死んでやるんだから！」

「だから、おれの話を聞いてくれ！」

「パパごめんなさい、汚れた身体からだで死んでいく親不孝な娘を許してください！」

　レオンの言葉など聞く耳を持たず、もはや取り付く島もなかった。
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　怠たい惰だに放置しておいた書類仕事もカロンの奮闘でずいぶんと片付いた。

　執務机に向かって懸命に働くカロンを見やりながら、オズワルドは一冊の冊子のまとめ作業をおこなっている。

「念のためにまとめちゃいるが……できりゃ、この本が必要になる状況は避けてえな」

　冊子の記述を目で追いながらオズワルドはつぶやく。それとほぼ同時に、レオンとチェルシーが部屋に入ってきた。

　チェルシーがレオンを罵ののしっている。オズワルドは冊子を閉じると、チェルシーへ声をかける。

「シャルロットが戻ってきたら飯にいくぞ。好きなもの食わせてやるからな」

　それを聞いてチェルシーの機嫌が少しだけよくなる。

「じゃあご飯の前にお風ふ呂ろ入ってくる。めちゃくちゃに犯されたから身体のすみずみまできれいに洗いたいし」

「大声で誤解を招くことを言うなって！　そもそもわざとじゃねえんだから」

「ついてこないでよ、変態」

「おれは便所にいくだけだ」

　レオンとチェルシーが出ていき、再びオズワルドとカロンの二人きりになる。

「仲がいいなあ、あの二人。シャルロットには見せられないな」

　羽ペンを動かす手をとめ、カロンがつぶやいた。

　そのつぶやきにオズワルドは反応して、

「お前さん、シャルロットがレオンを好きだってこと知ってたのか？」

　カロンは座ったままで、上半身だけをオズワルドへ振り向かせ、

「シャルロットの態度を見ていればバレバレですよ。知らないのはレオンぐらいじゃないのかな。意外とにぶいから」

「……まあ、そうだわな」

　実のところ、オズワルドがシャルロットの気持ちに気づいたのは彼らと再会したこの春のことであり、彼がまだレオンだったころは彼女の乙女心になどまったく気づかなかった。幼おさな馴な染じみとして長い時間をすごしたゆえに、異性というよりは身内としての情が強かったからだ。

　だからシャルロットの気持ちに気づいたとき、オズワルドはかなり強烈に動揺した。知らなかったこととはいえ、ずっとこのけなげな幼馴染みの気持ちに応こたえることもなく、あまつさえ自分の軽率さが原因で彼女を死なせてしまったのだ。

　悔かい悟ごと喪そう失しつ感に今も心臓を鷲わし掴づかみにされるような感覚におちいる。

　そして二日後の〈その日〉──シャルロットとカロンが死ぬことになった、悪夢のような日が迫っていることを認識して、オズワルドは自身の表情がこわばっていくのを感じる。

「教官？　ぼく、書類でなにかミスでもしちゃいましたか？」

　よっぽどひどい目つきをしているのだろう、カロンがおそるおそるといった感じで声をかけてきた。

　そんなことはないと短く答え、オズワルドはなんとか感情を抑え込む。と、そこで一つ、カロンに確認しておきたいことを思い出した。

「お前さんはまだ初級紋章なのか？」

　すると、話題が変わったことでカロンがわずかにとまどった顔をしながら、自身の左手の甲をこちらに見せてきた。

「確かにぼくはまだ初級紋章師ですけど……」

　円形と方形の単純な組み合わせに、中心に〈炎ほのお〉を図形化した紋もん様よう──初級紋章である炎の紋章が宿っている。

「……おれのときは、高等科への進学前には上級紋章師になってたはずなのに」

　皮手袋ごしに、自分の左手の甲にも目を落として、オズワルドは小声で独りごちる。

　カロンが初級紋章師であることは、実は担任になったころから気になっていた。

　彼にとってカロン・ロッドマンという少年は親友であると同時に、初等科で上級紋章師になった天才という認識である。聖堂地下での激闘では、Ｙヨグの紋章に目覚めたオズワルドと、上級紋章師のカロンとの連携で眼がん帯たいの紋章師に勝利したのだ。

　そうするうち、カロンが椅子から立ち上がり、軽く伸びをする。

「ウィンチェスター教官、実は今ぼく、特訓をひそかにやってるんです」

　オズワルドの態度にいぶかる様子もなく、新たな話題を口にする。

　特訓という言葉にオズワルドは感心しながら、

「自主練とはずいぶんと気合が入ってるな、おれが見てやろうか？」

「ぼくなら大丈夫です。教官はレオンの短剣術を見ててあげてください。あと……」

　ちょっとだけカロンは表情を曇らせながら、

「レオンの紋章のこと、少しは褒ほめてあげてほしいかな。昨日のウィンチェスター教官、なんだか冷たかったから」

　オズワルドは複雑な思いでカロンから顔をそらす。

「おれだってレオンが憎くて言ってるんじゃねえんだ」

　Ｙの紋章、それは自分を過酷な運命へといざなった元凶であり、オズワルドにとっては忌いまわしいものでしかない。しかしこの紋章なしでは強敵ヴアンデツドとまともに戦うこともできず、これが目覚めたからこそチェルシーと出会えたのも事実である。

　この二に律りつ背はい反はんが彼を常に苦しめるのだ。

　だから紋章に目覚めて浮かれているレオンを見て、かつての自分をまざまざと見せつけられているようで冷淡な態度を取ってしまった。文字通り同族嫌悪なのである。

「……ウィンチェスター教官？」

　心配そうにカロンが自分を見つめており、オズワルドは我に返る。

「なんでもない。特訓がんばれよ？」

「はい。強くなって、レオンの相棒バデイとしてふさわしくなれるように」

「別に今のままでも、お前さんはレオンにとって十分ふさわしい奴やつだよ」

　そう、あんな調子乗りにしっかりと向き合ってくれる友人などカロンしかいないのだ。むしろあのスケベのほうがカロンに釣り合っていないくらいだろう。

　しかしカロンは首を振る。

「学園に入学したばかりのころ、レオンがぼくを守ってくれたように、今度はぼくがレオンを守れるように強くなるんです」

「そんな古い話を……」

　つぶやきながら、オズワルドは息苦しいほどに胸が熱くなり、呼応するように左手の紋章も熱を帯びていく。

「頼りにしてるぜ、相棒」

「え？」

　きょとんとした顔で、カロンがオズワルドを見つめる。

「……いや、気にするな」

　わざとらしい空から咳せきをして取り繕つくろうと、いつも通りの緩いテンションをこころがける。そうしながら、オズワルドはカロンとの会話に幸福感を覚えている自分に気づく。そして改めて、自分はこの場所がいとおしいのだと認識する。

　だからかならず守ってみせる──この手で、絶望の未来を打ち砕くのだ。他のだれでもないこのおれが未来を変える。二日後の、あの悪夢のような襲撃でカロンとシャルロットを絶対に死なせない。

　オズワルドは静かに、しかし強く拳こぶしを握りしめていた。




２




「やっと授業が終わったってのに今日も聖堂の掃除かよ。全然終わらないよな」

「まだ四日目だからね」

「のぞきなんてするからよ、バーカ……チョコレートをくれるなら今日も手伝ってあげてもいいわよ？」

「うぅ、わたしは教卓壊しただけなのに……」

　シャルロットの発言に、レオンはやや引きながら、

「壊しただけって。どこまでやれば罪の意識を感じんだよ……まあ、シャルロットの場合、笑顔で人を刺しそうだよな」

「バ、バカッ！　人のこと犯罪予備軍みたく言わないで!!」

　いつもの調子のレオンたちを、オズワルドは見つめる。

　いよいよこの日がやってきた──正直、これまでの経験からある程度の誤差のようなものを警戒していたが、今日まで奴やつに動きはなかった。あるいは今日でもなく、明日以降という可能性もある。

　だが今日はより一層の警戒をしようと思う。

　オズワルドは緊張感と感情の昂たかぶりを感じつつ、

「……お前さんら、今日はおれも聖堂にいく」

　あんたは自分の仕事をしろ！　と総突っ込みが返ってきた。

「ウィンチェスター教官、ぼくもう二度と、あんな大量の書類仕事はやりたくないです」

「教官さあ、おれたちゃ母ちゃんじゃねえんだぜ？　しっかり自分の足で立ってくれよ」

「ほんと、ちゃんとしないと結婚とかできませんよ」

　シャルロットの言葉に、チェルシーがプッと小さく笑った。

「余計なお世話だよ！」

　オズワルドは反論をすると、レオンたちをせきたてて小教室を出た。

　そのまま校舎を出て聖堂へと向かう。

　聖堂は、学園の西側──雑木林というには鬱うつ蒼そうとしており、森というには狭い区画を抜けた先にある丘陵地帯に建っている。

　正門から学園を抜け、森林区画に入る。

　聖堂までの道は整備されているが閑散としており、聖職者も常駐していないため、一般市民が訪れることはまずないのだ。

　木こ漏もれ日の中を、オズワルドを先頭に舗ほ装そうされた道を一同は歩いていく。

「それにしても、どうして急に聖堂にいくんですか？」

　一歩前に出て、シャルロットがオズワルドに尋ねる。

「……おれにもやらなきゃならねえ大掃除ってのがあるんだ」

「やらなきゃいけない大掃除？」

「ああ」

　オズワルドはうなずきながら思考を巡らせる。

　自分のときと同じなら、今日ここで奴やつは仕掛けてくる。そしてＹヨグの紋章に目覚めて浮かれていた軽率さからカロンとシャルロットを死なせてしまうのだ。もっと慎重に行動できていれば、あるいは当時の担任教官がいてくれたならなんとかなったのかもしれない。

　だが目の前の蒼そう髪はつの少年と同じく自分は調子に乗っていたし、当時の担任教官も老女史で退官前だったことから放任的だったのだ。

「え？　あれってなに？」

　と、シャルロットが首をかしげ、オズワルドも前を向く……前方にそれらは姿を現していた。

　三メートルを超える巨体、黒い毛に覆おおわれた四本の腕をそなえ、ナイフのような鋭利な鉤かぎ爪づめ、そしてなによりおぞましいのはその頭部である。頭部がまるまる口となっており、頭頂部が垂直にぱっくりと割れ、並びの悪い黄ばんだ牙きばがあらわになっているのだ。

　そんな魔物が十数体、オズワルドたちを迎えるように、扇状に展開している。

「なんなのよ、これ」

　顔を引きつらせるチェルシー。

「……こいつらはガグだよ」

　モンスターに精通しているカロンが緊張した声こわ音ねでつぶやき、

「でもどうしてこんなところで……ガグは廃坑道とか地下に巣くう肉食の魔物なのに」

「あいつらは召しよう喚かん紋もんで呼び出されてるんだ」

　オズワルドはガグどもを睨にらみつけながら答える。

　──やはりきたか。

　群むらがるガグを前にして、オズワルドは自分の息が荒くなっていくのを感じる。憎悪と憤ふん怒ぬ、狂気が自身を包み込み、のどがカラカラに渇いていく。

　オズワルドは腰の短剣ダガーを抜き取り、

「お前らは自分の身の安全だけを考えろ。あいつらはおれが片付ける」

「なに言ってんだよ教官、あんなにうじゃうじゃいるんだぜ。おれたちも戦うって」

　前に出ようとするレオンの襟えりを強引につかみ、引き戻した。

「あいつらは召しよう喚かん紋もんで呼び出されちゃいるが、れっきとした実物の魔物だ。お前の紋章は、紋章術を吸収できても、ああいったもの相手にゃ役に立たない」

「そんなことねえよ。眼がん帯たい男から吸収した紋章術──レジェロ級とグランデ級が一回ずつ使えるから、それで奴やつらを倒す！　はっきり言って負ける気がしねえ！」

　瞬間、かつての自分とレオンの言動が重なり、オズワルドの頭に血がのぼる。彼はレオンの襟をきつくねじりあげると、

「調子に乗るな！　お前のその軽率さのせいで……」

　その怒りの感情は、レオンを通して自分自身へ放ったもの以外の何物でもなかった。

「……教官、首いてえって」

「あんなやつら、わたしが蹴け散らします！」

　レオンにかかりきりになっていて、シャルロットへの注意がおろそかになっていた。彼女は土の紋章を解放して長剣ナイトソードを顕けん現げんさせ、ガグへと一歩を踏み込む。

「バカ野郎！」

　オズワルドが叫びをあげたとき、一匹のガグがシャルロットへと襲いかかってきた。その巨体からは想像もできないほどの機敏な動きだ。ガグは腕を振り上げると、銀髪の少女に鋭利な鉤かぎ爪づめで狙ねらいをつける。

「シャルロット!!」

　瞬時に彼女の前に出ると、オズワルドは短剣を逆手にして鉤爪を受け流し、そのまま柔らかく跳び上がった。そして身体からだを反転させ、鮮やかな旋せん風ぷう脚を決める──彼のかかとがガグの側頭部の目にめり込んだ。

　着地して、オズワルドは軽く足踏みをすると短剣を順手に握り直し、ガグの胸部に突きたてる。短剣を左右にねじってから抜くと、ガグはゆっくりとその場に倒れた。

「ウィンチェスター教官、援護します！」

　今度はカロンが前に出て紋章術を放とうとする。

「来るんじゃねえっ！」

　昂たかぶりから、オズワルドは声を張り上げる。

「いいからおれの言うことを聞け！　じゃねえと死んじまうぞ！」

「教官！　前っ!!」

　レオンの叫びに、オズワルドは顔を上げる。

　新たなガグが頭頂部の巨大な口を開き、オズワルドを飲み込もうとしているのだ。紙一重で身をひるがえすも、完全にはよけきれず左腕を根元まで食いつかれた。

　ひっ、とシャルロットかチェルシーの短い悲鳴が聞こえる。

　だが、オズワルドは自分の腕をむしゃぶるガグを冷静に見据える。途と端たん、彼の全身を紅ぐ蓮れんの炎ほのおが包み込んだ。左手に宿る、炎系統の上級紋章を解放したのだ。

「あんまり調子に乗ってんじゃねえぞ！　爆はぜろ！　火球爆裂レジエロ・フイアンマ」

　発動句を唱となえると、左腕に食いつくガグの眼球が飛び出し、次の瞬間にはその頭部が爆散する。炎に包まれた肉片が飛び散り、頭を失った肉体もその場に倒れた。

　オズワルドは唾だ液えきにまみれた左腕を見る。根元がかすかに血でにじんでいるだけだ。

　警戒するように身構えるガグどもに、オズワルドは一歩を踏み、

「ヘドの出る面つら並べやがって、今すぐ全員掃除してやるよ」

　狂暴な感情がオズワルドを支配して、理性を塗り潰つぶしていく。

「焼き尽くせ！　一兎も得られぬ愚か者グランデ・プルガトリオ」

　発動句の詠えい唱しようと同時に、オズワルドを包む紅蓮の炎が膨張と収縮を繰り返して、さらにうねりを加えながら巨大な炎の竜巻へと変じていく。

　炎の竜巻は弧こを描くようにゆっくりと動き出し、ガグどもへ襲いかかる。

　上級紋章師になると紋章術を完全に制御できるため、術者であるオズワルドはもちろん、レオンたちも熱傷などの害は受けない。

　一方で攻撃対象となったガグどもは、炎の竜巻に飲み込まれ、全身を焼かれながら断末魔の悲鳴を上げる。

　炎に蹂じゆう躙りんされ、すべてのガグが原形を留とどめないほどに炭化した。

　オズワルドはそれを一いち瞥べつすると、レオンたちの方を向いた。

「お前たちはもう寮に帰れ。掃除はおれがしといてやる」

「教官、これもガルゼノン王国の紋章師の仕し業わざなのか、チェルシーを狙ねらった……」

「いいから帰れ。それで、できるだけ四人で一緒にいろ」

　短剣ダガーを鞘さやに戻すと、オズワルドは低く感情のない声で告げる。

「教官はどうすんだよ。こいつらを呼んだ紋章師と戦うのか？　だったらおれたちも」

「おれは帰れと言っている！」

　オズワルドは有無を言わせぬ口調で、レオンの言葉をさえぎる。

「……なんだよ教官、そんな言い方ねえじゃねえかよ」

　担任教官の迫力に気け圧おされながらも、レオンは拳こぶしを握りながら不満げな声を出す。

「レオン、ここはウィンチェスター教官に任せて、わたしたちは帰ろう？」

　魔物たちの焼死体を前に、青ざめた顔のシャルロットがレオンの手を引いた。

「この紋章で、おれだってちゃんと戦えるのに……」

　レオンがつぶやく。そして四人は来た道を引き返していった。

　四人を見送りながら、オズワルドは安あん堵どの息を吐いていた。

　本来なら死ぬはずだった仲間──カロンとシャルロットの死の運命を変えることができたのだ。そう思うと、オズワルドの胸に言葉にできない熱いものが込み上げてきた。

「ガグを撃破した……これで運命を一つ乗り越えた。だが……」

　彼は自分の目つきが険しくなるのを感じる。

　そう、まだ奴が残っているのだ。

　こんなところで感慨にふけっている暇などない。

　と、にわかに曇りだし、ぽつりぽつりと雨粒がこぼれだした。

　雨風が徐々に激しくなる。

　そんな中を、大掃除の仕上げを為なすべく、オズワルドは聖堂へ向けて歩き出した。




　聖堂に到着するころにはドシャ降りになっていた。

　雨が降ると右肩の傷あとが痛み出す。オズワルドは濡ぬれた蒼そう髪はつをなでる。

　礼拝堂に入ると、壇上の、ステンドグラスの前に立つ男がわずかに顔をしかめた。

　オズワルドは無表情で距離を詰め、

「もっと早くにお前を殺してもよかったんだが、そうすると別な不具合が起こるんじゃねえかと思ってな、今日まで待ってたんだ」

　その言葉に男──ノア・ハイドマンは警戒の表情を浮かべる。

　だが彼はすぐにいつも通りの柔にゆう和わな笑えみをたたえると、

「これはこれは、ウィンチェスター教官、こんなところで奇遇っすね」

「奇遇なものかよ。お前は前もここにいたんだからな」

「前も？」

　笑みを崩さず、しかし彼は首をかしげる。

「言っとくがチェルシーはここにはこないぜ？　ガグは全部おれが始末したからよ」

　その瞬間ハイドマンの笑みが固まった。が、すぐにまた穏おだやかな表情に戻る。

「チェルシー？　誰っすか、それは」

　オズワルドはねめつけるようにハイドマンを見据える。

「ノア・ハイドマン、二十三歳さい、召しよう喚かん紋もんを宿した紋章師。神聖アグノリア帝国北方の寒村の出身。紋章の才に恵まれローウェン紋章学園の教官職に就つくも、下層市民という出自ゆえに出世が望めず、ガルゼノン王国竜将ドラゴン・ロードレオニダム・オーケットのたくらみに荷か担たんする」

　それを受け、ハイドマンは言い訳でもするように口を開くが、相当に動揺しているようで言葉は出てこず、礼拝堂は歪いびつな沈黙に包まれた。

　いくぶんかの沈黙ののち、ハイドマンは気けだるげに息を吐いた。

「ウィンチェスターさんはアレかな？　実は帝国の情報局の人間だったりするのかな」

　その表情が、柔和な笑えみから冷めた目つきへと変わる。

「情報局？　そんな大層なもんじゃねえさ、ただ知ってるだけだ」

「意味がわからないなあ」

　ハイドマンはオズワルドの前まで歩み、

「ねえウィンチェスターさん、おれと一緒にガルゼノンへいきませんか？　おれたちってさ、たぶん分かり合えると思うんだ」

「分かり合える？」

　オズワルドが眉まゆ根ねを寄せて聞き返す。

「そう。だって理不尽だとは思いません？　おれもウィンチェスターさんも紋章の才能に恵まれてるのに、出自のせいで不当な扱いを受けている。このままじゃただの教官で終わってしまいますよ？」

「ただの教官でいいじゃねえか。ローウェン紋章学園の職員会に属してる時点で、世間も羨うらやむようなエリートさまだ」

　オズワルドがそう答えると、ハイドマンはフッと鼻で笑う。

「とぼけないでくださいよ。例えば、紋章学園の教官は有事となれば二千人以上で構成される連隊の指揮を執とることになる。でも実際には、おれのような下層市民や、あなたのような出自が不明瞭な人間は中隊長として百人、二百人を指揮するのがせいぜいだ。職員会の学長選挙でも選ばれる芽はない」

　ハイドマンは吐き捨てるように言い、

「ウィンチェスターさん、あなた大戦の英雄でしょう？　十年前の、第七次リネイア大陸大戦の末期、どこからともなくやってきて、わずか十六、七歳さいで不可能とも思える作戦を次々とこなしていった。双紋ダブルギツドの天才、右手にとんでもない紋章が宿っているという噂うわさだ」

　オズワルドは皮手袋ごしに、自身の右手に目をやる。

「普通、教官職にある者の階級は佐官となるでしょう？　でもウィンチェスターさんの実績なら将官だってありえる──ほら、やっぱり理不尽だ、ねえオズワルド・ウィンチェスター少佐どの？」

　ハイドマンがおどけたように手を振ってみせる。

「それがどうした、くだらねえ。だいたい出自の差別なんざガルゼノンにだってあるし、アグノリアが特別腐ってるわけじゃあない」

「だけどねウィンチェスターさん、あの国は今ずいぶんと揺れているんだ。うまく立ち回れば貴族の身分にだってありつける」

「興味ねえな」

「だったら一体なにに興味があるんです？」

　その問いに、オズワルドは再び瞳ひとみに暗い情念を宿し、

「お前を殺すことだ」

　淡々とした声こわ音ねに、ハイドマンはわずかにひるみ、

「わっかんないなあ。おれを警けい吏りに突き出すほうがお手柄になるじゃないっすか」

　両手を軽く上げ、ハイドマンが首を左右に振る。

　そんなハイドマンをオズワルドは暗い瞳で睨にらみつける。

「お前の召喚したガグどもに、シャルロットはめちゃくちゃに切り刻まれて殺され、カロンはおれたちを守るために自爆……そしてチェルシーはお前に連れ去られた」

　そう、自分が調子に乗って戦おうなんて言ったために、二人はガグに殺されたのだ。もっと冷静になるべきだったのに……。

「そっかそっか、あのふたりは死んじまいましたか。で、ウィンチェスターさんは教え子のカタキってことでおれを殺したいわけだ」

「死んでねえよ、今回はな……そう考えればお前はもはやカタキじゃないのかもしれない。でも、だからって割り切れるほど単純なもんじゃねえ」

「……死んでない？　今回は？　意味のわからないことを言いますね」

　ハイドマンは小さく息を吐き、

「ねえウィンチェスターさん、命を削って尽くしてきたアグノリアはあなたにどれだけのものを与えてくれたんです？　だから一緒にガルゼノンにいきましょうよ。おれたちのような優秀な人間はそれ相応の待遇を受けなくちゃいけないんだから」

「クソみてえによく回る舌だな──」

　紋章の解放、オズワルドの全身を紅ぐ蓮れんの炎ほのおが包み込んだ。

「元げん素そ紋もん・煉れん獄ごくの紋章か。その紋章程度の力じゃ、自爆技でも使わなきゃ、おれには勝てませんよ？」

「あまり調子こいてんじぇねえぞ、三さん下したが」

　オズワルドの左手に宿る煉獄の紋章は、もともとはカロンの紋章である。彼の親友であったカロンは上級紋章師だったが、実戦経験の不足から、ガグとの戦闘で本来の実力を発揮できなかった。そしてシャルロットが殺され、カロン自身も致命傷を受け、最後はオズワルドを守るために自爆技を使ったのだ。

　その直後、オズワルドは再びあの不思議な空間に移動して、顔のない男と相対した。男は、チェルシーを守るためにまだ力が必要だと言い、カロンの紋章をオズワルドの左手に移植したのだ。こちらの意思を無視して一方的に……。

「……畜生が！」

　そのときの記憶がフラッシュバックして、オズワルドの殺意は臨界点を超える。

「焼き尽くせ！　一兎も得られぬ愚か者グランデ・プルガトリオ」

　紅ぐ蓮れんの炎ほのおが膨張と収縮を繰り返し、巨大な炎の竜巻となってハイドマンへ接近する。

「あーあ、いい話だと思うのになあ」

　眼がん前ぜんに迫る炎の竜巻に焦あせるでもなく、ハイドマンは余裕の笑えみさえ浮かべる。そして懐ふところからなにかを取り出した。それは、鏡面が夜の闇やみのように真っ黒く染まった、奇妙な手鏡だった。

「あなたこそ死んでください！」

　言うや、漆しつ黒こくの鏡面から紫色の光こう芒ぼうが弾はじけて炎の竜巻を絡め取る。次の瞬間には、炎の竜巻は術者であるオズワルドに向かってきた。

　炎の竜巻がオズワルドを焼こうとするが、彼は冷静に右腕を掲げる。すると、今まさにオズワルドを飲み込もうとしていた炎の竜巻が光の粒子となって崩れ、皮手袋ごしに右手の甲へと吸い込まれていった。

「〈闇飾輝鏡リフレクシヨン・グラス〉か……どんな紋章術もはねかえすことができる鏡とは、レアなアイテムを持ってるじゃねえか」

　泰たい然ぜんとした声こわ音ねで語るオズワルドに、ハイドマンは明らかな狼ろう狽ばいの色を見せる。

「……な、なんなんだよ、それ」

「Ｙヨグの紋章っていうんだ。そのクソみたいなオモチャに似てるが、こっちのほうが遥はるかにクソッたれなもんだぜ？」













「そんな紋章、聞いたこともない……」

　愕がく然ぜんとするハイドマンに、オズワルドは宣言する。

「決ケ着リをつける。焦土と化せ！　原初に還す大神の鉄槌インフイニト・サクロ・エルツイオーネ」

　煉れん獄ごくの紋章を使用して、極大技インフイニトの発動句を詠えい唱しようする。

　途と端たん、地鳴りが起こり、石造りの床が次々と隆起して、火山が噴火するようにあちこちから火柱が立ち上がる。

　ハイドマンは火柱に囲まれながらも手鏡をかざすと、

「なめないでくださいよ。この鏡はね、極大技でもはねかえせるんだ！」

　鏡面から弾はじける紫色の光が火柱を覆おおい尽くそうとする。

　そのさまに動じることなく、オズワルドは再び右腕を突き出した。

「いつだったか氷使いとやりあったときに、こんな紋章術を吸収してな。吹き荒れろ！　白銀世界を彩る蝋人形インフイニト・トルメンタ」

　新たな発動句を唱となえる。

　聖堂内の大気が張り詰め、刺すような冷気が四方八方を流れ、椅子や床に霜が降りる。さらに粉雪が舞い踊り、しかしすぐに小豆あずき大のベタ雪へと変わり、狂わんばかりに激しく吹き荒れる。

「……どうして氷系の極大技まで」

　ハイドマンが呆ほうけた声を出す中、手鏡がピシリという音を立てて、鏡面に亀き裂れつが入る。

「わ、割れるな！　もってくれよっ!!」

　ヒステリックな声を上げるのとほとんど同時に、鏡面が粉々に割れ、欠片かけらが飛散する。

「ハイドマン、お前の負けだ」

「あ、あぁ、いやだ……いやだぁあああああああああああああああああ!?」

　火柱と、吹雪になぶられて、ハイドマンは悲鳴を上げる。だがそれもすぐにやみ、彼の肉体は炎ほのおと氷によって跡形もなく消滅した。

「……ひとまず、カロンとシャルロットは守った。ハイドマンも倒した。だが本当の戦いはこれからだ」

　オズワルドは独りごつと、深く息を吐いた。

　それから、雨の降りそそぐステンドグラスを見上げ、睨にらみつける。

「かかってこいよ！　おれは運命テメエになんかぜってえに負けねえ!!」

　孤独なる旅人の、自身のすべてを懸けた魂の咆ほう哮こうだった。
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「悪いが、ちょっと疲れたから、今日の授業は自習とする」

　ガグの襲撃の翌日、小教室に入室したオズワルドは開口一番そう告げた。

「待ってくれよ教官」

　レオンが椅子から立ち上がり、オズワルドへと迫る。

「ノア・ハイドマン教官が行方不明だって噂うわさになってんだけど、それに聖堂の一部も破壊されてるって……それってハイドマン教官が」

「そうだ。奴やつはガグを召喚して、チェルシーをさらおうとしていたんだ。野郎とは聖堂で決ケ着リをつけた。心配するな、奴も、ガグの死体もちゃんと始末しておいたからな。またぞろ生徒会あたりから聴取されることになっても、今度はおれも同伴して守ってやる」

　いつも通りの口調で話すオズワルドに、レオンが呆ぼう然ぜんとする。

「……なんでそんなに平然としてられるんだよ。同僚っていうか、人ひとり殺しておいて、もっとこう、動揺とか後悔とかないのかよ」

　レオンは顔をしかめながら問うが、オズワルドは眉まゆひとつ動かさず、

「敵を倒しただけでいちいち動揺なんてしてられるか。だいたい戦争で、おれは数えきれないほどの敵兵を殺してる……お前さんとは踏んできた修羅場の数が違うんだよ」

　自分自身のこととはいえ、目の前にいるレオンの認識の甘さに嫌悪感を覚え、オズワルドは険のある目つきをする。

　そんなオズワルドにレオンは口ごもるが、それでもなんとか続ける。

「そもそも、本当にハイドマン教官がおれたちを襲った張本人なのかよ。あんな気のよさそうな人がガルゼノン王国と内通していた紋章師だったっていうのか？」

「お前はバカか？」

　オズワルドは吐き捨てるように言う。

「悪い奴が悪い顔して歩いてるのは町のチンピラくらいのもんだ。見た目で判断しようとするな」

「そんな言い方はないと思います」

　遠慮がちに、しかし確かな非難の色を込めてシャルロットが口を開いた。

　それを受けカロンもうなずき、

「ぼくたちは、昨日の顛てん末まつをなにも知らされていません。なにが起こったのかも知りたいですけど、そもそもチェルシーが何者なのか、教官の知っていることを教えてください！」

　レオンたちが切実な思いをオズワルドに訴える。

　だが、どれだけ乞われても事情をすべて打ち明けることなどできるわけもなく、オズワルドは彼らの視線から逃れるように会話を強引に打ち切る。

「これでガルゼノン王国がチェルシーをあきらめるとは思っちゃいねえ。またぞろ刺客を送り込んでくるだろうが、大丈夫だ、おれがかならず守ってやる」

「そんなことを聞きてえんじゃねえよ！　ちゃんとおれたちにわかるように説明してくれよ、教官！」

　レオンが食ってかかるが、オズワルドはまともに取り合わず、

「余計なことなんか考えずおとなしくしてればいい」

　拒絶するようにレオンたちに背を向け、オズワルドは小教室をあとにする。教室から出た彼の胸中に、教え子たちに真しん摯しに向き合えないことへの罪悪感と孤独感が募っていく。

　しかし、落ち込んでいる暇などないのだ。ハイドマンを倒したとはいえ、その背後にいる〈竜将ドラゴン・ロード〉レオニダム・オーケットが新たな刺客を送り込んでくることは間違いないのだから。

「チェルシーも厄介な野郎に目をつけられてたもんだぜ。ガチでやりあえばおれだってタダじゃ済まねえ。特に奴やつの極大技インフイニトは……まあいい、さすがに奴自身がここまで来ることはないだろう」

　将軍であるレオニダムがローウェン市に誘ゆう拐かい目的で侵入すれば、新たな戦争の引き金になってしまう。ガルゼノンも正面から事を起こしたくはないはずだ。

「奴が相手じゃなきゃ負けることはねえ。どんな刺客が襲ってきてもぶっ潰つぶしてやる」

　オズワルドは気合いを入れるように、手のひらに拳こぶしを打ち付けた。
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「クソッ……」

　レオンはどっかりと椅子に腰をおろして、オズワルドが出ていった小教室のドアを見る。それから後ろの席を振り返ると、チェルシーが暗い顔をしてうつむいていた。

　昨日の事件が相当ショックだったようで、朝からチェルシーはずっと元気がない。

　レオンは前を向き、しばらく険しい顔をして黙り込む。それからおもむろに声を出す。

「ひとつ疑問に思うことがあるんだよな」

「疑問って？」

　左隣に座るシャルロットが聞き返してくる。

「ハイドマン教官がガルゼノン王国のスパイだったっていうのは、まあいいんだ。ウィンチェスター教官の言うとおり、人を見かけで判断するのは危険だしな」

「そうだよね、敵国の諜ちよう報ほう員いんが潜伏してるってのはよく聞く話だもん。だけど実際身近で経験すると、奇妙な感じがするよ」

　右隣から、カロンが相あい槌づちを打つ。

「奇妙な感じ……確かにわたしたち、ハイドマン教官の講義を受けたこともあるし、普通にやさしい教官だったわよね」

　シャルロットもうなずいた。

「それはおれも同じなんだけど、おれが疑問に思ってるのは……」

　レオンはそこで言葉を切り、もう一度頭の中を整理してから、

「おれたちがガグに襲われたとき、ハイドマン教官の姿はなかったよな？」

「そりゃそうよ。召しよう喚かん紋もんは、元げん素そ紋もんのような直接の攻撃ができないんだから。術者は身を隠して、召喚した魔物に戦わせるのがセオリーじゃない」

　ふふんと、したり顔でシャルロットが語りだす。

「そうなんだよな。術者は誰にもわからないところに隠れてるんだよな」

「……あ、そういうことか」

　レオンの言いたいことを察したようで、カロンがうなずく。

「なにがそういうことなのよ」

　やや察しの悪いシャルロット。

「だからさ、誰もハイドマン教官が聖堂にいるなんて知らなかったわけだよな？　あの時点では」

「そりゃそうでしょ。それが召喚紋持ちの戦い方のセオリーなんだから」

「にぶっ！　この優等生、かなりにぶいぞ」

「う、うん。ちょっとね……」

　聞こえるようにひそひそ話をするレオンとカロン。

「ちょ、そういう小芝居は禁止、わかるように説明しなさいよ！」

　顔を赤くしながら、シャルロットが話の核心をうながす。

「つまり、なんでウィンチェスター教官はハイドマン教官が聖堂にいるってことを知ってたのかってことだよ」

「……なるほど。でもそれって、ただ単にめぼしいところを探した結果、聖堂でハイドマン教官を見つけたとかじゃないの……」

　そこまで話すと、シャルロットはちょっと考えるふうな顔をして、

「違うわね。ウィンチェスター教官は昨日、聖堂にいくってはっきり言ってたし」

「うん、そうだよね」

　カロンも小さく首を縦に振る。

「それに、ウィンチェスター教官はガグを一掃したあと、ぼくたちに帰るように命じたよね？　もし教官がハイドマン教官の居場所を把は握あくしていなかったら、きっと帰れとは言わなかったと思う」

「ああ。帰り道や寮にハイドマン教官が潜ひそんでたら、目も当てられないからな──なんでウィンチェスター教官はハイドマン教官の居場所を把握していたのか」

　レオンはわずかに顔をしかめながら、改めて疑問を呈示する。

「ウィンチェスター教官はあらかじめ、今回の襲撃を知っていたのかも……」

「どうしてウィンチェスター教官がそんなこと知ってるのよ？」

「なんらかの情報機関から、事前に情報提供を受けていたとしたらどうかな」

「でも、チェルシーのことを知ってるのってわたしたちだけでしょ？　事前に情報提供っておかしいわよ」

　カロンの言葉を、シャルロットは腕を組みながら反論する。

「だけどガルゼノンはチェルシーのことを知ってるんだよ？　うちの国だって、実はチェルシーのことを知っていてもおかしくないんじゃないかな」

　二人のやり取りを聞きながら、レオンの心のうちに暗い想像が頭をもたげる。

「おれはさ──」

　そしてレオンは、カロンとシャルロットの会話の中に割り込んでいた。

「ウィンチェスター教官も……ハイドマン教官と同じでガルゼノン王国に通じてるんじゃないかと思うんだ」

　言葉にしてみて、レオンは自身の発言に嫌悪感を覚える。今自分は、慕っている担任教官をスパイだと言ったのだ。

「な、なに言ってるのよ、レオン？」

　シャルロットがとまどいながらレオンに問いかける。

　前言撤回するべきだとわかっているのに、自身の内側に芽生えた忌いまわしい考えが膨らみ、意思に反するようにレオンは口を開く。

「信じたくはないけど、それでも教官が敵国の諜ちよう報ほう員いんだったとすればいろいろつながっちまうんだ──例えば、昨日のガグの襲撃は諜報員であるウィンチェスター教官にとっても予想外だったんじゃないかって」

　一度呼吸を整えて、レオンは続きを話す。

「ウィンチェスター教官は昨日、聖堂でハイドマン教官と落ち合う約束をしてたんじゃないのか？　考えてみろよ、普段掃除なんてしなさそうな面倒臭がりのあの人が、昨日だけはついてきたんだ……クソッ、こんな下げ衆すの勘繰りなんてしたくねえのに」

　うめくように言葉を吐き出しながら、

「それでも最近の教官はなんか冷たかったし、さっきの、あの態度だって正直不気味だった」

　一度疑いの心を持ってしまうと、何気ない言動の一つひとつが悪意あるものに思えてしまい、オズワルドが敵とつながっているイメージが強化されていくのだ。

「……確かに諜ちよう報ほう員いんって冷酷なイメージがあるよね」

　先ほどのオズワルドの態度を思い出しているようで、カロンもポツリとつぶやく。

「ちょっと、カロンまでなに言ってるのよ」

　シャルロットが再び困惑の表情でカロンを見やる。

「ウィンチェスター教官を疑いたくはない……でも最近の教官は少しおかしいよ」

　そう言うと、彼女の視線から逃れるようにカロンはうつむいた。

「じゃあ、とりあえずレオンの説で考えた場合──ウィンチェスター教官がガルゼノン王国の人間だったとして、どうして聖堂なんかで密会するの？　ばれたら台無しなんだから、わたしたちのいない、もっと別な場所でやればいいじゃない」

　矛盾を見つけたとばかりに、顔をほころばせながらシャルロットが指摘する。

「……あたしを引き渡すためでしょ」

　突然の声の主に、三人は振り向く──三人の後ろの席で、うつむいていたチェルシーが暗い表情のまま顔を上げた。

　議論に夢中で、チェルシーのことを忘れていたのだ。

「残念だけど、おれもそう思う」

　レオンはチェルシーのあとを継ぐ。

「ガルゼノンの人間に、チェルシーを引き渡すための場所が聖堂だったんじゃないかって。邪魔なおれたちは聖堂で殺す予定だったのかもしれない……」

　苦しげに拳こぶしを握りながら、一度唇をなめる。

「だけど、ウィンチェスター教官にとって予想外のことが起こった──ガグの襲撃だ。つまりハイドマン教官が裏切ったんだ。理由は、手柄のひとり占めってところか。それで急きゆう遽きよおれたちを逃がして、ひとりでハイドマン教官の粛しゆく清せいに向かった」

　そこまで話して、突然レオンは蒼そう髪はつをかきむしりながら怒ど声せいを上げる。

「チクショウッ!!　こんなこと考えてる自分が本当に嫌になる。まるでクソ野郎になったみたいだ……でも教官が話してくれなきゃ、疑心暗鬼になっちまう」

　レオンの葛かつ藤とうに、シャルロットも切なげに目を細めながら、小さく唇を噛かむ。

「レオンの言ってることはトンデモ説で、ウィンチェスター教官は諜報員でもなんでもないって、わたしは思ってる……思っていたいのに」

　言葉を区切り、

「わたしね、ウィンチェスター教官って、ただのだらしないおじさんだと思ってた。だけどそんなだらしない教官のこと結構好きだった」

　沈痛な表情で心情を吐と露ろするシャルロットの瞳ひとみが、少しだけ濡ぬれていた。

「ウィンチェスター教官は、普段は気さくで優しいのに、ガグとの戦いでは別人のようだった……なにが本当で、なにが嘘うそなのかもう僕もわからないよ」

　カロンがため息とともに、絞り出すように言葉を紡つむぐ。彼も苦しんでいるようだった。

「あたしのせいでみんなを巻き込んじゃった……」

　チェルシーが再び口を開いた。

「もっと簡単にパパに会えるものだと思ってたのに。こんなふうに、周りに迷惑をかけるなんて思ってなかったもん……」

　彼女は弱々しく言うと、深々と頭を下げる。

「そんな顔はするなよ。約束しただろ、窮きゆう極きよくの門へ連れていくって」

　レオンの言葉に、チェルシーがわずかに顔を上気させてうなずく。

「う、うん！」

「なんか仲よくなってる……!?」

　沈痛な面持ちから一転、シャルロットは目元をぬぐうと、おろおろし出す。

　そんな彼女を見、緊張が解けたのかカロンも硬くなった表情をやわらげ、話題を変えるように軽く咳せき払ばらいをする。

「ねえチェルシー、一番の疑問なんだけどね、そもそもきみは何者なの？　窮極の門、Ｙヨグの娘、これらがどういうものなのかわからないと、今後の対策を練ることもできないと思うんだ」

「窮極の門も、パパ……Ｙについても、なにもわからない」

　チェルシーは首を振り、

「本当はちゃんと知ってた。知ってたはずなのに……目が覚めたときに忘れちゃったの」

　申し訳なさそうにチェルシーがうつむいた。

「とりあえず、これからどうするかだよな」

　レオンは思案顔で腕を組む。それを受けて、カロンも真顔でうなずいた。

「……味方がほしいよね。それも、完全に信用できる味方が」

「完全に信用できる、か。難しいよな、正直疑心暗鬼って感じで、誰も彼もがガルゼノン王国の諜ちよう報ほう員いんに思えちまう」

「ハイドマン教官がそうだったことを考えると、誰が諜報員でも不思議じゃないからね」

　あえてオズワルドの名前は出さないようにしながらも、レオンは諜報員としての彼を想像してしまい、胃の辺りに差し込みのような疼うずきを覚える。カロンも同じような想像をしているのだろう、辛そうに唇を引き結んでいる。

「絶対にガルゼノン王国の人間じゃなくて、ものすごく頼りになる人なら、ほら、ひとりだけいるじゃない」

　レオンたちとは対照的に、シャルロットは希望を見い出したと言わんばかりの明るい笑えみを見せる。

「そんな奴やつ、知り合いにいるか？」

　レオンの問いに、彼女は自信満々に口を開いた。

「──生徒会長よ」




　西館校舎、三階。

「なんだなんだ、授業をサボって遊びにきたのか？　ちなみにおれはサボりじゃないぞ？　生徒会役員は自由登校が許可されてるんだ。羨うらやましいだろ？」

　生徒会〈広報〉を務める、アニマ・ランコールがレオンたちを出迎えてくれた。

　彼は、肩に通信用の小型猛禽アシナシをとまらせ、快活な笑えみを浮かべながら友人に接するようなフランクさで話しかけてくる。

「突然押しかけてしまってすみません」

　シャルロットは背筋を正して丁寧に礼をとった。

「押しかけ歓迎、生徒会は学生のための組織なんだから……ん？　隣にいるのは」

　アニマがチェルシーを見やり、わずかに首をかしげる。

「……チェルシー」

　名前だけをサッと答えて、チェルシーはアニマから目をそらす。

「悪いな、全学生の名前と顔は覚えているつもりだったんだが」

　アニマは苦笑いをする。

「おれたち、会長に用があってきたんですけど……」

　レオンは室内を見渡す──が、室内にはアニマ以外の役員はいない。

「会長なら今、ガルゼノン王国との国境近くにあるバネー砦とりでへ視察にいってるんだ」

「……生徒会長って、砦の視察なんて仕事まであるのか」

　感心したようにレオンがつぶやくと、

「いいや。生徒会長というよりも、神聖アグノリア帝国の王女としての職務だな、アレは。副会長もお付きとしてついていってる」

　アニマが簡単に説明する。

「会長と姉さ……じゃなくて、副会長はいつ戻られますか」

　恐縮しながら、シャルロットがアニマにたずねる。

「あと三日か、四日は戻らないだろうな」

「……そうですか。できるだけ早く相談したいことがあったんですが」

　シャルロットが小さく息をつく。そんな中、レオンがカロンへと話しかける。

「なあ、バネー砦まではどれくらいかかる？」

「前に一度馬車でいったことがあるんだけど……馬の休息も含めて一日以上かかったよ」

「そういやカロン、お前、馬車の運転ができるんだったよな。さすがに徒歩はちょっとキツイし、うん、馬車がほしいな」

　レオンはつぶやく。

「そうか。なら、生徒会所有の幌ほろ馬車を貸してやろう」

　レオンのつぶやきに、アニマはなんでもないというふうに言ってのけた。

「本当に？　おれたちが馬車を使ってもいいんですか？」

　呆あつ気けなく話が決まり、レオンは半信半疑でアニマに問う。

「ああ。今から校舎裏にある厩きゆう舎しやへいくぞ」

「でもわたしたち、生徒会の人間でもないのに、馬車を使わせてもらうなんて……」

　ためらいがちにシャルロットが答えるが、

「シャルロットはよく手伝いにきてくれるじゃないか。それにさっき、生徒会は学生のための組織だと言っただろう？　遠慮するな、バネー砦とりでへいってこい」

　一瞬だけ、アニマが快活ではない、薄い笑えみを浮かべた。





　　　　※






「……よりによってバネー砦になんて」

　オズワルドが、レオンたちがバネー砦へ向かったことを知ったのは夕方だった。

　この日、彼は精力的に行動していた。まず聖堂へ向かい、聖堂の損壊について調査していた顔馴な染じみの警けい吏りに、昨日はレオンたちの掃除を免除していたというウソを伝えた。次に、ローウェン市の南端に位置する貧民街スラムで、何人かの情報屋からガルゼノン王国の動向に関する情報を仕入れたのだ。

　そうして学園に戻ると、レオンたちがいなくなっていた。

　あちこちを探し回り、生徒会の幌馬車で学園を出ていったという情報を得た。生徒会に向かうと、厩舎係の学生から、彼らがバネー砦へ向かったことを知らされたのだ。

　そして現在、空は茜あかね色に染まり、陽ひはずいぶんと傾いている。

　オズワルドは呆ぼう然ぜんとして夕焼け空を仰ぐ。

「おとなしくしてろって言ったのに……」

　途と端たん、ふつふつと怒りが湧き上がり、

「チクショウ！」

　レオンたちへの怒りよりも、自身の認識の甘さに腹が立って怒ど声せいを上げた。ハイドマンの撃破により、ここから先は彼にとってもなにが起こるか見通しを立てにくくなっているのだ。

　彼は厩舎係の学生に振り向き、

「悪いが、おれにも馬車を貸してくれ」

　できるだけ早くレオンたちに合流して無事を確かめたい。

　しかし、今から馬車を駆ってもバネー砦とりでへの到着は明日の夜中になるだろう。

「あの、馬車の貸し出しには生徒会役員の許可が……」

　学生はオドオドしながら小さく口を開く。

「許可は後日、改めて取る。教官命令ってことですぐに用意してくれ」

　こんなところでぐずぐずしていたくないのだ。

　学生はわずかに逡しゆん巡じゆんの色を見せたが、すぐに厩きゆう舎しやへと入っていった。

「面倒かけちまってすまないな」

　その背中に一言詫わびる。

「……クソ、なにも起こるなよ」

　オズワルドは祈るような気持ちでつぶやいた。




２




　バネー砦──背後にそびえるフェミルト山と、そこから流れるウーリ川という恵まれた地形に築かれた国境の城じよう塞さいである。

　翌日の夕刻前に、レオンたちはバネー砦に到着した。

　砦の周囲は水すい濠ごうがめぐっており、跳ね橋を渡った先の門の前には衛兵が二人立っている。幌ほろ馬車の御者台から降り、アニマに書いてもらった紹介状を衛兵に見せると、彼らはすぐに中へ通してくれた。

　幌馬車を砦内部の厩舎に預け、レオンたちは五階建ての兵舎の、指揮官用の部屋が並ぶ四階へ向かった。

　生徒会長レオリア・イル・アグノリアが使っている部屋に到着、ノックをして入室する。それほど広くない室内に、レオリアと副会長のディーヴァが椅子に座っていた。

「……シャルロット？　どうしたんだ!?」

　ディーヴァが驚いたように立ち上がり、レオンたちをまじまじと見る。

「その桃色の髪の子は誰ですか？　学園の制服を着ていますけど、初めて見る顔です」

　レオリアはいつも通りの丁寧な口調で問いかける。

「あの、あたしはチェルシーと言います」

　緊張しているのか、いつもの傲ごう慢まんさもなく、チェルシーは答える。

「……チェルシーさん？」

「実はおれたち、会長とディーヴァ姉ちゃんにうそをついてたんだ」

　レオンがチェルシーの代わりに口を開く。

　そして聖堂の地下での眼がん帯たい男との戦闘に、Ｙヨグの紋章の覚かく醒せい、チェルシーとの出会いからガグに襲われたことまでを語り始めた。




「お前たちがなにか隠してるのは、まあ態度でなんとなくわかってたんだが……」

　ディーヴァが腕を組みながら、嘆息する。

「ごめんなさい姉さん。あのときはウィンチェスター教官に口止めされてて」

　申し訳なさそうにシャルロットは言い、

「黙ってここまで来ちゃったけど、ウィンチェスター教官、わたしたちのことを心配してるかな……」

　オズワルドのことを信じきれない罪悪感からか、シャルロットがディーヴァから目をそらす。

「あなたたちは勘違いしてますね。ウィンチェスター教官はガルゼノン王国の諜ちよう報ほう員いんなどではありません。彼は十年前の大戦末期において、十六歳さいという若さで大戦果を挙げた英雄です」

　彼らの疑心暗鬼を見て取ったようで、レオリアがオズワルドについて語りだす。

「教官が英雄？　前にカロンが言ってた噂うわさ話ばなしは本当だったってことか……しかも十六歳って、今のおれたちと同じ年じゃねえか」

　聖堂での掃除のときの会話を思い出し、レオンはつぶやいていた。

「出自がまったくの謎で、一介の傭よう兵へいだったことから、あまり公おおやけにはされていないんだ」

「貴族や、騎士のプライドにも障さわりました。だから公式記録にも載のっていません」

　ディーヴァとレオリアの説明に、レオンたちはオズワルドが英雄であるという事実に呆ぼう然ぜんとする。

「……教官のことあんなに疑って、無断で学園を出て、最低だなおれ」

　レオンは自己嫌悪にさいなまれながら、眉み間けんにしわを寄せる。

「ぼくだって同じだよ。ウィンチェスター教官を信じられなかった」

「学園に戻ったら教官にちゃんと謝りましょう」

　カロンとシャルロットも辛そうな表情で言葉を絞り出す。

　二人同様に、レオンも一刻も早くオズワルドに謝りたい気持ちだった。

　と、レオリアが真顔でレオンに視線を移して、

「ウィンチェスター教官のことはひとまず置いておいて、あなたたちはわたしにどうしてほしいのですか？」

　レオンはハッとする。そもそもレオリアに味方になってもらいたくてバネー砦とりでまできたのだ。

「チェルシーの身の安全と、窮きゆう極きよくの門に関する情報がほしいです」

　レオンも真顔で答える。

「Ｙヨグと、窮きゆう極きよくの門ねえ……本当にそんなものが存在するのか？」

　懐疑的に、ディーヴァが口を挟んだ。

「パパはいる！　はずだもん……」

　切なげに目を伏せるチェルシー。

「少なくともガルゼノン王国がチェルシーさんを狙ねらっているという事実はありますね」

　レオリアがとりなし、

「身の安全のことなら、ローウェン紋章学園に入学すればいいと思います。そうすればわたしが守ってあげられます」

「あ、あの、チェルシーには紋章が宿っていないんですけど」

　カロンが遠慮ぎみに、疑問を呈示する。

　ローウェン紋章学園は紋章師を養成する教育機関であり、紋章師以外の入学は認められていない。

「ええ。本来なら紋章の宿らない者の入学は許可されないでしょう。でも、〈Ｙ〉という存在が気になります……ガルゼノンがその力を欲するということは、我が国にとって重要なことだと感じるのです」

　学生ではなく、王女の顔でレオリアが語り、

「わたしがチェルシーさんの推薦状を書いて、身元保証人にもなりましょう。王女としての特権で、彼女のことは学園で保護したいと思います」

「本当ですか、会長！」

　その申し出にレオンは喜ぶが、レオリアがジッとこちらに視線を向けてきた。

「でも、無条件というわけにはいきません」

　無条件ではないという言葉に不ふ穏おんなものを覚え、レオンは自分の顔が強こわ張ばっていくのを感じる。

「……チェルシーを中央研究所へ連れていくとかですか？」

「中央研究所？　あんなおぞましいところに連れていくわけがないでしょう？」

　レオリアが嫌悪感をあらわにして、自身の肩を小さく抱いた。

「みなさんはわたしを頼ってくれました。ならば、わたしもその信頼を裏切りません」

「じゃあ無条件じゃないっていうのは？」

「レオンさんの紋章──Ｙの紋章を、学園に戻ったら調べさせてほしいんです！」

　途と端たん、レオリアは目をキラキラと輝かせて、

「今までいろいろな紋章を調べてきましたけど、紋章術を吸収する紋章なんて初めてです！　しかも吸収した紋章術をそのまま使えるなんて、とっても興味深いです！」

　まるで子どものようにはしゃぎだすレオリアに、レオンたちは面食らい、どうリアクションを取るべきか互いに目配せをする。

「……悪いな。レオリアは学園の授業とは別に、独自に紋章の研究をしてるんだよ。学者肌で、一度疑問や興味を持っちまうと冷静さを失ってこの通りなんだ」

　肩をすくめるデーヴァ。しかしレオリアは気にするふうもなく、レオンの手を握る。

「では、紋章の研究のためにレオンさんはわたしのモノになるので、覚悟しておいてくださいね！」

　途と端たん、シャルロットが、レオリアの『わたしのモノ』発言に反応して、

「か、会長っ！　レオンはわたしの幼おさな馴な染じみですから、わたしのモノです!!」

　顔を上気させながらレオンとレオリアの間に入ろうとする。

　レオリアはシャルロットに悪戯いたずらっぽく笑えんでみせ、

「あらあら、シャルロットさん、わたしはアグノリアの王女ですよ？　幼馴染みより王女の方が立場は強いと思いますけど？」

「ち、違います！　幼馴染みの方が絆きずなは強いです！」

「ちょっとちょっと、なに勝手なことばかり言ってるのよ！　こいつの主あるじはあたしなんだからね、無断で所有権を主張するのはやめてちょうだい!!」

　先ほどまで大人しくしていたチェルシーが、いつも通りの傲ごう慢まんさに戻り、レオンを間に挟んでシャルロットとレオリアに抗議する。

「人のことペットかなにかと勘違いしてねえか？　カロン、なんか言ってやってくれよ」

「う、うーん……少なくともシャルロットは本気だよね」

「ちょ、そんな頼りないこと言うなって」

　カロンは遠慮ぎみに小声で言うだけで、妙な火花を散らし始める少女たちには一いつ顧こだにされない。

　とんでもない泥沼にはまっていくような恐怖に、レオンは慄りつ然ぜんとしながら、

「意味わかんねえって！　おれは誰の所有物でもねえから！」

　声の限り叫んでいた。





　　　　※






　深夜、レオンはのどの渇きから目を覚ました。

　レオリアとの話し合いのあと、兵舎の食堂で夕食を摂とり、一気に疲れが出たのか、与えられた部屋ですぐに眠りについたのだ。

　隣のベッドで眠るカロンを起こさないよう、静かに部屋を出る。

　食堂で水を飲み、変に目が冴さえてしまったので外に出て風にあたることにした。

　兵舎から連絡通路を通り、城壁へ到着する。雲のない夜空から月の光が滲にじんでおり、かがり火も焚たかれているので、歩ほ哨しようが所々に配置されているのがわかる。

　彼らの邪魔にならないように隅のほうへ移動すると、チェルシーが胸壁と胸壁の隙すき間まから外を眺めていた。

「……レオン？」

　彼女もこちらの気配に気づいたようで振り向く。

「なんか目が冴さえちまってさ。チェルシーもか？」

「いろいろと考えごとしてたら眠れなくなって……」

　チェルシーは再び胸壁の外に顔を向ける。

　レオンも壁に寄りかかる──フェミルト山から流れるウーリ川がいくつかの支流へと枝分かれして、内ひとつは遠くガルゼノン王国領の森林地帯へと流れ込んでいく。

　唐突に、レオンの頭の中に疑問が浮かんだ。

「チェルシーはさ、聖堂の地下で眠ってる間、食事やトイレはどうしてたんだ？」

「どうもしないわよ、ずっと寝てたんだから……って、レディに向かってトイレの話とかデリカシーがないわっ！」

　ちょっと顔を赤らめるチェルシーに、レオンは「わりいわりい」と謝り、

「それじゃあさ、眠りにつく前はどうしてた？」

「眠りにつく前？」

　チェルシーが考えるように首をかたむける。

「聖堂地下で寝る前は当然起きてたわけだろ？　そのときの状況がわかれば、Ｙヨグの情報を思い出すんじゃないか」

「寝る前……なんてないわよ。ずっと眠ってたって言ってるでしょう」

「生まれたときからずっとってことなのか？　なんか、すげえ怠なまけ者みたいだな」

「う、うるさい、バカ！」

　腕をぶんぶんと振り回すが、すぐになにかを思い出したようで、

「でも夢は見てたわ。目覚めたときに色んなことを忘れたって、教室で話したでしょ？」

　チェルシーがゆっくりと語りだす。

「あれね、本当はちょっと違うの。目覚める前に、もう忘れさせられたんだ」

　レオンは、青白い月明かりで神秘的に照らされるチェルシーの横顔を見やり、

「忘れさせられた？」

「眠ってるとき、パパのことや窮きゆう極きよくの門の場所とか、いろいろなことを顔のない男から教えてもらった。理解もしてた、と思う。でも目が覚める直前に別の奴やつがやってきた」

　一度チェルシーは息をついた。

「衣服にすっぽり身を包んだ、性別の区別もつかない奴──名前はウムル・アト……アト……そんな感じの変な名前だった。そのウムルって奴に、窮極の門にはいくなって言われて、その瞬間、顔のない男から教えてもらったことのほとんどを忘れちゃった」

「だから、忘れさせられた、か。それにしても、顔のない男だとか、そのウムルってやつとか、一体なんなんだろうな」

「わからない。だけどあたし、顔のない男のことはあまり好きじゃない……あいつの笑い方、なんかとても嫌な感じだったもん。でもウムルのことは好き、ほんの少ししかしゃべってないのに、なんだかとても満たされた気持ちになった」

　チェルシーの言葉に、レオンはわずかに眉まゆを寄せ、腕を組んだ。

「自分の記憶を消したかもしれない奴やつなんだろ、ウムルって」

「それでも一緒にいると安心できたんだもん。それに少しは憶おぼえてることもあるし。あんたの紋章の図形のこととか、あたしの眠ってた場所にあった、あの浅浮き彫りレリーフとか」

　浅浮き彫り──聖堂の地下に、壮大に展開されていた彫刻の壁画のことだ。

「あの壁画、なにが描かれてたんだ？」

　レオンの問いかけに、チェルシーは小さく首を左右に振る。

「アレは、パパからのメッセージみたいだけど……パパに後継者と認められなければ読むことはできないって」

　そこで一度区切り、チェルシーは考え込むような顔をして、

「あたしはパパに嫌われてるのかもしれない。だからウムルも窮きゆう極きよくの門にはいくなって言ったのかも……」

　さみしげに、そうつぶやいた。

「一度会いにいってみようぜ。それでさ、もしもＹヨグってのが嫌な奴だったら思い切り張り倒しちまえばいい」

　うんともすんとも言わず、チェルシーは黙り込んでいる。

「心配すんなよ。自分の娘が巨乳美少女で喜ばねえ親父おやじなんていねえって」

「変態」

　チェルシーはレオンをジロリと睨にらみつける。

「あんたなんかに真面目まじめに話したあたしがバカだったわ」

　怒らせてしまったとレオンが思っていると、チェルシーが小さく口を開いた。

「……変態でさえなきゃ、ちょっとはいい奴なのに」

「ん？　どうした？」

　小声だったことで聞き取れず、レオンは聞き返す。

「な、なんでもない！」

　慌あわてたような声を出して、チェルシーが胸壁の向う──正体不明の怪物のように、黒々と広がるガルゼノン王国領の森林地帯へと目をやる。

「ねえ、もしも窮極の門がガルゼノン王国の領土にあったらどうなるの……やっぱり国境を越えるのは無理よね？」

　取り繕つくろうようなその問いかけに、レオンは四年前の、マリーのことを思い出す。

「無理じゃねえさ。国境を越える方法はいくつかある！」

　レオンは無意識に拳こぶしを握り、語気を荒くして答える。

「……ど、どうして急にやる気だしてるのよ？」

　チェルシーはちょっと驚いていたが、次の瞬間には納得がいったというふうにうんうんとうなずいた。

「やっとあたしの従者としての自覚がでてきたのね？　主あるじのために奔ほん走そうするのはとてもいい心がけよ、ほめてあげるわ」

　その傲ごう慢まんな物言いに、レオンは一度ため息をつき、

「昔、好きな女の子がいたんだ」

　言葉にしてから、自分は一体なにを話しているのだろうと思った。誰にも話したことのないことなのに……それとも、本当は誰かに聞いてもらいたかったのだろうか。

「ど、どうせあんたのことだから、いやらしいことでもして派手に振られたんでしょ」

　ちょっと動揺するような声を上げ、チェルシーがそわそわしだす。

「……実際のところ、振られることすらできなかったんだけどな」

「どういうこと？」

「おれはさ、あのときめちゃくちゃ怖かったんだ……」

　蒼そう髪はつをかきむしりながら、レオンは続ける。

「その子を故郷へ連れていくって、約束したのに。おれは大人たちに殴なぐられて、彼女はあきらめたような顔で連れていかれちまった──」

　レオンの独白に、チェルシーは小首をかしげる。

「よくわからないんだけど、つまりその子が連れてかれたのが怖かったってこと？」

「違う」

　首を左右に振り、

「今となっちゃなんてことないのにあのときは……ただ大人たちが怖かったんだ」

　レオンは苦しげに言葉を絞り出していた。

「顔面を一発殴られただけで頭ん中が真っ白になっちまってさ、痛みより恐怖のほうがすごくて……おれはあのとき」

　自分の呼吸が荒くなっていくのがわかる。

「──もう早く彼女が連れていかれればいいって思ったんだ」

　その瞬間をリアルに思い出して、レオンは吐き気のような感覚を抱く。

「最低だろ？　おれは、ただカッコつけたいだけだったってことだ……もう、あんな口だけのクソ野郎にはなりたくない」

　最後の方は、自分自身に言い聞かせるようにレオンは拳こぶしを握りしめていた。

　すると、チェルシーが腰に手を当てて、彼の顔をのぞき込んでくる。

「……あんたなんてね、オ、オッパイ大好きとかアホ面づらで言ってりゃいいのよ」

　その物言いに、さすがにレオンも気が抜けてしまった。

「それはそれでお前、ちょっとバカにし過ぎだろ？」

「もちろんバカにしてるわよ？　事実バカで変態なんだもん」

　しかしチェルシーは、吸い込まれそうなほど深い緑色の瞳ひとみでレオンを見つめ、

「でも、あたしを探しにきてくれたり、生徒会長に協力を求めてくれたり……少なくとも、あたしにとってあんたは最低なんかじゃないわ。ちょっとは評価してあげてるんだからね」

　上から目線であるものの、その言葉に、レオンは救われたような思いになる。

「ありがとうな──」

　レオンの言葉に、チェルシーはわずかに視線をさまよわせ、

「い、言っとくけど、従者が主あるじのためにがんばるのは当たり前のことなんだからね！　少しほめられたからって調子に乗るんじゃないわよ！」

　なんだか恥ずかしそうに横を向いてしまった。

「絶対に窮きゆう極きよくの門に、Ｙヨグのところにいこうぜ」

「……うん」

　二人の間に柔らかな空気が流れる。

　だが、頭上からの鐘の音で、場は急激に緊張の様相を呈ていし始めた。

　円塔の屋上で、遠眼鏡を握った歩ほ哨しようが鐘を打ち鳴らしながら、

「敵襲！　ガルゼノンの竜騎兵ドラゴンライダーが攻めてきたぞ！」
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　城壁内は混乱の中にあった。歩哨の、敵襲の叫びに、大戦後の平和ボケからか即座に戦闘態勢を取れる者はほとんどいなかった。

　天然の要害といえるバネー砦とりでだが、地形を無視できるガルゼノン王国の固有兵科、竜騎兵だけは脅きよう威いである。そのため、弓兵とクロスボウ兵を中心として部隊が編制されており、胸壁には等間隔で大型弩砲バリスタや投石機カタパルトも設置されている。

　しかし実戦経験の乏しい若手の指揮官は悲鳴をあげて腰を抜かしているし、大型弩砲や投石機での攻撃も成果を上げられていない。

　年輩の強こわ面もての下士官が精一杯指揮をとっているが、あまり効果はないようだ。その下士官は大型弩砲に取り付き、不備でもあったのか部下に怒鳴り散らしている。

　そのとき、強面の下士官が大量の血を吐いた……いや、吐いたのではない。のどを掻かっ切られたのか、大量の血が派手に噴き出しているのだ。

「……な、なんなの？」

　城壁の中央、チェルシーが震ふるえた手でレオンの手を握る。それとほとんど同時だった。

「はっはっー！」

　かけ声と共に何者かが空から降ってくる。

　それは眼がん帯たいに隻せき腕わんの男……聖堂の最下層で遭遇した凶悪な紋章師だった。

「切り刻め！　風刃戯レジエロ・フアルチエ」

　瞬間、眼帯男を取り囲んでいた兵士たちが身体からだ中じゆうから血を噴き出して倒れていった。

「眼帯、風の紋章師……〈狂刃ザ・マツドネス〉ヴァンデッド・パークスだ！」

　誰かが、そう叫び声をあげた。

　眼帯男──ヴァンデッド・パークスがこちらを向き、まったく偶然にレオンと目が合う。

　ヴァンデッドは一瞬呆ほうけたような顔をしたが、

「憂ゆう鬱うつだねえ。いきなりビンゴかよ」

　レオンはチェルシーをかばいながら、腰の短剣ダガーを抜いて身構える。

「宣言通り、その娘を手に入れにきたぜ？　ハイドマンがしくじりやがったからな」

「……ハイドマン教官は、本当にお前らの仲間だったんだな」

　敵の発言により、ハイドマンがスパイである事実が確定する。それは同時に、オズワルドが自分たちのために裏切り者と戦ってくれていたということでもあり、レオンの中で、彼を疑っていたことへの自己嫌悪が再びよみがえった。

「情報戦の基本ってやつだ。かなりの数の密偵や内通者をそちら側に送り込んでる。今回、お前らがバネー砦とりでにくることだって……まあこれはいいか」

　ヴァンデッドが言葉を区切った瞬間、次々と上空から兵士が飛び降りてきた。

　そしてその中でもひときわ威圧感のある、猛将然とした男がヴァンデッドの隣まで歩いてくる。四十代半ばほどだろうか。

　竜の刺し繍しゆうが入った厚手のマントと、革鎧よろいだけの装いだが、それが逆に隆々とした筋肉を強調しており、加えて周りの空気がピンと張り詰めていくようなオーラも発している。

　その男はヴァンデッドの隣に立つと、

「ヴァンデッド、あれがＹヨグの娘か？」

「総長！　ええ、聖堂の地下にいた娘で間違いないです。あと、手前にいるのが紋章術を吸収する例のガキ──こちらが紋章術を使わなけりゃ、ただのクソガキですがね」

　眼光鋭く、その男はレオンを見据え、

「顔立ちがあの男に似ているな……」

「あの男？」

　いぶかるヴァンデッドに、男は小さくうなずいた。

「オズワルド・ウィンチェスターだ。奴やつに、目鼻立ちがよく似ている」

「……オズワルド・ウィンチェスターといや、こっちじゃ〈劫火の魔人インフエルノ・レツソ〉と呼ばれてる男じゃねえですか。やり合ったことがあるんで？」

「ああ。大戦末期に何度かな。当時まだ十代半ばの少年だったくせに、このおれとまともに渡り合いおった……奴さえいなければ、アグノリアをもっと追い詰めることもできたのだがな」

「総長にそこまで言わせるとは……」

　そのやり取りから、敵がオズワルドを知っていることが窺うかがわれる。しかも相当に高く評価されており、レオリアが言っていた英雄という言葉も思い浮かび、レオンは息を飲む。

「少年、手合わせ願おうか」

　突然、男が悠ゆう然ぜんとした態度で、レオンに一騎討ちを申し出る。

「そのガキはおれの獲物ですぜ」

「ケチなことを言うな、おれとて昂たかぶっているのだ」

　男が土系統の紋章を解放する。

　解放と同時に、美しい装飾をほどこした大剣ツヴアイハンダーが、男の右手に具現化する。シャルロットが、〈金属錬成〉により長剣ナイトソードを形成させるように、目の前の男は、大剣の形成を条件付けているようだ。

　男は大剣を派手に振り回してレオンを威い嚇かくする。

　剣の大きさや装飾の繊細さなど、〈金属錬成〉の練度がシャルロットのそれよりも遥はるかに高く、どうやら敵は上級紋章師のようだと想像できる。

「あんた一体何者だよ」

　呆あつ気けに取られながらも、レオンは気を取り直して疑問を口にする。

「おれを退しりぞけてみろ。そうしたら名乗ってやる」

　話し合いなど通用しない。実力行使以外に乗り切る方法はないようだ。

　レオンは自身の得物である短剣ダガーと、男の大剣を見比べる。大剣相手に短剣で戦うというのは、間合いの差から相当に不利である。

　──だから一気に距離を詰めて、超至近距離で決ケ着リをつけてやる。

　身を低くして、レオンは敵へと不敵な笑えみを浮かべる。

「悪いけど、あまり舐なめてると後悔するぜ、おっさん」

　相手は上級紋章師のようだが、Ｙヨグの紋章と、オズワルドからの短剣の特訓が自信となり、レオンはいつもの悪い癖で調子に乗っていた。

「放て！　剣閃キヤローレ」

　発動句を唱となえ、男の大剣から光弾が放たれる。

　しかし光弾はすぐに光の粒子へと変じて、右手のＹの紋章に吸収されていった。

「ふむ。本当に紋章まであの男と同じなのだな」

　紋章術の吸収に驚くふうでもなく、男は淡々と言い放つ。

「おれに、紋章術は通用しねえ！」

　下半身のバネを全開にすると、レオンは飛び出した。

　その突進に、男は虚を衝つかれたようで、あっさりとレオンは懐ふところに入ることができた。

　懐に入ってしまえば、大剣ツヴアイハンダーはその刀身の長さから振るえなくなり、逆に短剣ダガーは手首やのどなどの急所を切り裂くことができる。

「蛮ばん勇ゆうもまた勇気、その姿勢やよし。しかし」

　男は、手元で大剣を反転させると、切っ先側を脇に通して柄を短く握り込んだ。その洗練された動作に、レオンは動きをとめてしまい、大剣の柄つか頭がしらで腹部を打ちつけられる。

「ぐうっ！」

　苦痛と息苦しさで膝ひざをつきそうになる。が、なんとか耐えて後退する。

「まだまだ未熟──」

　再び大剣を反転させ、鋭い刺突の連撃！　ふらつきながらも、レオンは短剣で切っ先をいなしていく。が、刃やいばが太ももをかすめ、バランスを崩してあお向けに倒れた。

　男が無言でレオンを見下ろし、大剣の刃を首筋にあてる。

「くそっ、強い……」

　レオンはうめきをあげる。

　大剣を持つ手に力が込められたのか、刃が首の皮膚をわずかに裂いた。

　少量の出血と、それに伴う小さな痛みに、レオンは反射的に目を閉じそうになる。

「そこまで。わたしがお相手します」

　聞き慣れた、柔らかな声が耳を打ち、レオンは声のほうに目をやる。

　ガルゼノン兵に応戦していたアグノリア兵たちが戦闘を中断して、彼女を守るように陣形を組む。そんな中を彼女は王者の威厳をもって歩いてくる。

　ローウェン紋章学園生徒会長──レオリア・イル・アグノリアだ。

　レオリアは、城壁の中央で苦戦するレオンの前まで来て、心配そうな顔つきで見つめる。

「大丈夫ですか？」

「なんとか」

　レオンが答えると、彼女はうなずき、レオンの後方でおろおろしているチェルシーにも目をやり、その無事も確認する。

　大剣を構えたまま男が一歩、二歩と後退して、レオリアと距離を取った。

　その隙すきにレオンは起き上がる。呼吸を整えて顔を上げると、

「神聖アグノリア帝国第一王女、レオリア・イル・アグノリアだな」

「ガルゼノン王国竜騎兵軍団総長、〈竜将ドラゴン・ロード〉レオニダム・オーケット、終戦五周年の夜会で一度お会いしましたね」

　二人が、それぞれの素す姓じようを口に出す。

　レオニダム・オーケット──ガルゼノン王国の固有兵科である竜騎兵を統括し、先の大戦では中核となる作戦で神聖アグノリア帝国に大打撃を与えた猛将中の猛将である。

　学生のレオンでも名前だけなら知っている大物だ。しかも聞いた話によれば、ガルゼノンの〈竜将ドラゴン・ロード〉は雷系の上級紋章も宿す双紋ダブルギツドなのだという。正体に気づかなかったとはいえ、身の程知らずにも軽口を叩たたいていたことに、彼は愕がく然ぜんとする。

「飛竜での侵攻……将軍、あなたのしていることは立派な侵略です。わたしはガルゼノン王国へ強く抗議をします」

　臆おくすることなく、レオリアは堂々とした態度でレオニダムに臨む。

「侵略ではない。夜間演習中の我らに、国境の物もの見み櫓やぐらから射撃をして仕掛けてきたのはそちら側だ。我らは我らの正義のため、理不尽に対する抗戦を表明する」

「あくまで演習中のニアミスを装いますか……こんな茶番、時間の無駄ですね」

　レオリアはスッと息を吸うと、

「あなたの本当の目的に対して、わたしは回答します。チェルシーさん──あなた方がＹヨグの娘と呼ぶ少女を渡すつもりはありません」

　凛りんとした声でレオリアは言い放つ。

「Ｙの娘のことはアグノリアの王族にも伝わっていたか。だが、このレオニダム・オーケット、王国の未来のため、女王陛下のため、おめおめ引き下がる足など持っておらぬ！」

「……たった一人の少女を奪取するために、竜将と呼ばれるあなたがそこまでの覚悟で臨むなんて。ますます彼女を渡すわけにはいきませんね」

　決意をあらたに、レオリアがレオニダムに告げる。

「その娘は、Ｙに謁えつ見けんするための偉大なる鍵かぎなのだ」

　威い嚇かくするように大剣ツヴアイハンダーでなぎ払いをすると、レオニダムは裂れつ帛ぱくの気合でもって、

「押して通る!!」

「ならば実力で排除するまでです」

　レオリアの冷静な声こわ音ねが、レオンをはじめ周囲のアグノリア兵を勇気づける。

　対して、ヴァンデッドが好戦的に顔を歪ゆがめる。

「いいねえ。王族とは思えないほどの殺気を出してやがる」

「ヴァンデッド！　あの娘、まだ若いがアグノリアでも五本の指に入る紋章師だと聞く。お前はさがっていろ、おれがやる」

「な、さっきも我慢したじゃねえですか！」

「氷雪の紋章！」

　敵が言い争っている間に、レオリアが紋章を解放する。彼女が宿すのは氷系統の上級紋章で、その身を冷気が包み込み、それを合図にするように場の空気も緊迫していく。

「狂い踊りなさい！　鶏をまね、狗をまねる卑しき者グランデ・ブリーナ」

　すかさず、レオリアが紋章術の発動句を唱となえる。それと同時に、四方八方に霜が降り出し、キラキラと幻想的な雰囲気を醸かもし出した。

　レオンはその美しい光景に目を奪われる……だが、ガルゼノン兵の悲鳴で我に返った。降りそそぐ霜が微細な刃やいばとなって、ガルゼノン兵を無残に切り刻んでいるのだ。

　だがそんな中でもレオニダムは悠ゆう然ぜんたる動作で、

「守護せよ！　比翼なる友、連理なる絆グランデ・アルマトウラ」

　大剣ツヴアイハンダーから銀色の光が溢あふれ、それが盛大に弾はじける──光の粒子が、レオニダムを中心に半径七、八メートルをドーム状に覆おおい尽くした。

　見み惚ほれてしまうほど神秘的な銀色の囲いに、レオニダムと、彼の周辺にいるガルゼノン兵たちが微細な氷の刃から守られる。

　しばらくの膠こう着ちやく──そこに、バリンというような轟ごう音おんが響く。銀色の囲いが打ち破られ、光の粒子へと還かえり、夜空へ散っていった。

　しかし氷の刃も消失して、結果、引き分ける形に落ち着いた。

「なかなかやる……ならば、轟ごう雷らいの紋章！」

　レオニダムが唇の端を吊つり上げた。刹せつ那な、彼の全身が帯電していく。

「二つ目の紋章まで解放させたのか……？」

　レオンはうめくように声をあげる──敵は、紋章師の中でも数百人にひとりしかいないと言われる双紋ダブルギツドであり、しかも宿す紋章は両方とも上級紋章なのだ。

「おれの、最強の一撃をもって終わらせる」

　レオニダムは宣言すると、

「跪ひざまずけ！　降り注ぐ雷神の慈悲インフイニト・サエツタ・エスプロジオーネ」

「……う、上を見て」

　後ろからチェルシーの声が聞こえ、レオンは曇どん天てんの夜空を見上げる。

「……なんだありゃ」

　夜空を覆い尽くすほど大量の、青白く帯電する大剣が顕けん現げんしていた。

　二つの上級紋章を組み合わせた極大技インフイニトである。

「降り注そそげ！」

　レオニダムが声を張りあげ、青白く輝く大剣が、まるで豪雨のように降り注ぐ。

　レオンの視界の端で、レオリアが発動句の詠えい唱しようをしているようだったが、

「おれが吸収する！」

　咆ほう哮こうすると、迫りくる無数の大剣に向けて、レオンは右腕を突き上げた。降り注ぐ大剣が光の粒子に還り、次々と彼の右手に吸収されていく。

「どうだ！　〈竜将ドラゴン・ロード〉レオニダム・オーケット、極大技インフイニトでもおれには通用しねえ!!」

「笑止。この術はあのオズワルド・ウィンチェスターでも吸収しきれなかったものだ」

　レオニダムが口の端を吊つり上げ、冷笑する。

　──教官でも吸収できなかった？

　レオニダムの言葉の意味が理解できないまま、レオンの右手に、光の粒子となった大剣ツヴアイハンダーが吸い込まれ続けていく……このまますべて吸い尽くすと思った瞬間、右手から右腕にかけて皮膚が裂けた！

「ぎゃあぁああああああああああああああああああ！」

　絶叫すると、レオンはその場に崩れる。

　意識を刈り取られそうなほどの激痛にのたうちながら、しかしまだ相当量の大剣が降り注そそがれるのを目まの当たりにして慄りつ然ぜんとする。

　あお向けになったままレオンはきつく目をつぶる……が、なにも起こらない。

　おそるおそる目を開け、夜空を確認する。上空全体を、まるで天てん蓋がいのように氷の覆おおいがかかっていた。その氷の覆いが、降り注ぐ大剣を無効化している。

「……すげえ、これならいける」

　右腕の痛みにあえぎながら、それでもレオンはつぶやく。

「おそらく全部は防げません」

　いつの間にか、あお向けに倒れるレオンの前にレオリアが歩み寄っており、膝ひざ立ちで顔をのぞき込んでくる。氷の覆いが発動される前に喰くらったのか、彼女の右肩からは血が流れ、それが相当に辛いようで、その顔に、はっきりと苦痛が刻まれている。

「会長……血が……」

「ごめんなさい。最初から極大技でレオニダムを討つべきでした」

　そしてレオリアはレオンへと覆いかぶさった。

「レオンさんたちのことは、わたしがちゃんと守ってあげます」

　その言葉と同時に、まるでガラス細工が壊されるように、氷の覆いが大剣の豪雨によって木こっ端ぱ微み塵じんに打ち砕かれた。

　残りの大剣が降り注ぐ。衝突！　大爆発と衝撃波で一面がもうもうとする。

　しばらくしてもやが薄くなり、半壊した城壁の中、負傷したアグノリア兵たちのうめき声が充満する。

　レオンに覆いかぶさって守ってくれていたレオリアが横倒しに倒れる。剣が一本、彼女の身体からだに突き刺さっていた。

「会長……!?」

　レオリアが薄目を開けた。意識はあるがこのままでは……。

「──レオン！」

　チェルシーがこちらに駆け寄る。怪け我がはない。上級紋章師は、紋章術を完全に制御できるため、レオニダムがチェルシーを傷つけないだろうことは確信していた。

「チェルシー……逃げろ……」

　それから、少しでもチェルシーが逃げるための時間を稼ごうと、レオンは右腕の激痛を押して身体からだを起こす──その瞬間、

「があっ！」

　レオンは腹部に衝撃を受けて吹き飛ばされる。瞬時に、誰かに蹴けり飛ばされたようだと理解して、顔を上げる。ヴァンデッドが立ちはだかっていた。

「憂ゆう鬱うつだねえ。こんな野郎に腕一本もってかれたなんてな」

「や、やめて！」

　チェルシーが、レオンとヴァンデッドの間に入る。恐怖で震ふるえながらも、両腕を広げてレオンを守るポーズをとった。

「はっ、女に守ってもらうとはいいご身分だ」

　隻せき眼がんの敵はレオンを一いち瞥べつして、気けだるげな感じでチェルシーへと一歩を踏む。

「こっちに来ないで！　あんたなんてどっかいきなさいよ！」

「うるさい──」

　刹せつ那な、ヴァンデッドが手しゆ刀とうでチェルシーの首を打つ。糸の切れた人形のようにチェルシーの身体が前のめりに崩れる。

「チェルシー……！」

　レオンは右腕と腹部の痛みをこらえながら膝ひざ立ちになる。瞬間、ヴァンデッドのつま先が迫ってきた。衝撃！　あごを蹴り上げられ、レオンの両眼に火花が散る。

「Ｙヨグの娘はもう連れていくか──おい、この小娘と一緒に先に戻ってろ」

　ヴァンデッドが手近な兵士にチェルシーを連れていかせる。その兵士は飛竜を呼び寄せ、チェルシーごと騎乗すると砦とりでを飛び立っていった。

「……待て……、チェルシー……」

　喘あえぐように声を発するレオンの顔面に、再びヴァンデッドのつま先蹴りが炸さく裂れつする。

「がっ……」

　あおむけになりながら、レオンは血まじりの唾だ液えきを垂らす。意識の糸が引き千切られそうになり、思考が曖あい昧まいになっていく。

「テメエはもう死んどけ」

　ヴァンデッドがそばにいるガルゼノン兵から歩兵槍ロングスピアを受け取った。

「紋章術は吸収できても、槍これ相手にゃなにもできねえだろ？」

　歩兵槍を垂直に立て、隻眼の敵がレオンの喉のど元へ突き立てようとする。

　──殺される……。

　意識が混濁しながらも、死を覚悟したとき、

「焼き切れ！　火輪遊戯レジエロ・ルオータ」

　巨大な炎ほのおの戦輪チヤクラムが顕けん現げんして、回転しながら歩兵槍の穂先を切り落とす。

　なにが起きたのか理解できず、レオンは視線だけを紋章術の放たれた方向へ向けた。兵舎へ続く連絡通路の出入り口から、全身に炎をまとったオズワルドが歩いてくる。

「……オズワルド・ウィンチェスター」

　顔を隠す布により、レオニダムが一瞬戸と惑まどうが、すぐにオズワルドだと気づいた。

「へえ、あれが〈劫火の魔人インフエルノ・レツソ〉ですかい」

　口角を上げ、ヴァンデッドは値踏みするようにオズワルドを見やる。

「よう、おれの名前はヴァンデッド・パークスだ。ガルゼノンの〈狂刃ザ・マツドネス〉といや、ちっとは名が売れてるんだぜ？」

　ヴァンデッドが名乗りを上げるが、オズワルドは一いち瞥べつもくれず歩を進める。

「テメエ……」

　侮あなどられたことでヴァンデッドの目が据わり、

「切り刻め！　風刃戯レジエロ・フアルチエ」

　半月状の風のカッターが顕現して、風切り音と共にオズワルドを切り裂こうとする。

　だがオズワルドは回避行動などとらず、無言で歩いてくる。

「やめろヴァンデッド、貴様では相手にならん」

　遅ればせながらレオニダムが警戒をうながす。そしてそれと同時に、風のカッターは光の粒子へと還かえり、オズワルドの、皮手袋をはめた右手に吸収されていく。

「な、お前も紋章術を吸収できるのかよ」

　うわずった声を上げ、ヴァンデッドは目を見開く。レオンも曖あい昧まいな意識の中で、オズワルドが紋章術を吸収したことに唖あ然ぜんとする。

　オズワルドがヴァンデッドのすぐ目の前まで迫る。

「邪魔だ。どけ」

　低く、しかし怒ど気きを孕はらんだ声。ヴァンデッドは気け圧おされ半歩身を引く。そんな眼がん帯たいの敵に視線を合わせることすらせず、オズワルドはレオンの前までやってくる。

「……きょ……教官……？」

　ゼイゼイと苦しげに息を吐きながら、レオンはオズワルドを見上げる。

「レオン、大丈夫か？」

　オズワルドが片膝ひざをつき、あおむけに倒れるレオンの傷を確かめる。

「この程度ならＹヨグの紋章の治ち癒ゆ力ですぐに治る」

　つぶやくオズワルドに、レオンは自身の不ふ甲が斐いなさにうめきながら、

「チェルシーが……さらわれちまった……。おれが……勝手に、こんなとこまで……来ちまったせいで……」

　一瞬オズワルドが激情に顔を歪ゆがめるが、冷静さを心がけるように軽く咳せき払ばらいをする。

「今は休んでろ」

　オズワルドは立ち上がり、ヴァンデッドの後方で構えるレオニダムへ相対する。

　そして二人は無言で睨にらみ合あう。

「こうしてまみえると大戦中を思い出すな。ケリをつけられなかったドヴァーグ河での戦いが、昨日のように感じられる」

　先に口を開いたのはレオニダムだった。

「ああ。あのときテメエを倒してりゃこんなことにはならなかった。まったくもってクソッたれだぜ」

　二人の因いん縁ねんめいた会話。レオンは今にも意識が暗転しそうになる中で、歯を食いしばりながらその会話に耳をかたむける。

　と、一人のガルゼノン兵がレオニダムの隣まで移動する。

「総長閣下に申し上げます。そろそろ戦線を離脱しなければ、我らの行動が把は握あくされかねません。最悪、摂せつ政しように勘付かれるかと」

「……わかった。総員、撤てつ退たい準備始め！」

　レオニダムが飛竜を呼び寄せる。ヴァンデッドを含め、他のガルゼノン兵もそれに倣ならう。

「逃がさねえぞ！　爆はぜろ！　火球爆裂レジエロ・フイアンマ」

　発動句を詠えい唱しようする──巨大な火球が顕けん現げん、そして破裂した。散弾のように炎ほのおのつぶてが、今まさに飛竜に騎乗しようとするレオニダムへ炸さく裂れつする。

「乱れ散れ！　散・剣閃レジエロ・キヤローレ」

　レオニダムの頭上に、高密度のエネルギーで形成された巨大な球体が現れる。

　次の瞬間、球体に亀き裂れつが入り、その亀裂から無数の光線が噴き出した。光線はきらめきを放ち、炎のつぶてを撃ち落とす。最終的に、相そう殺さいする形で二人の術は消滅した。

「おれにかかずらっている場合か？　そこでかろうじて息をしているアグノリアの王女、今ならまだ助かるだろうな」

　オズワルドがレオリアへ視線を移し、彼は虚こ空くうをぶん殴なぐる。

「畜生がっ！」

　飛竜がレオニダムを乗せて、漆しつ黒こくの空へ舞い上がる。

「……教官、おれは……絶対に、チェルシーを……助けてえ……」

　意識が飛びそうになりながら、それでもレオンはオズワルドに自身の意思を告げる。

「もちろんだ」

　オズワルドはうなずく。

「レオニダム！　このツケは必ず返してやる！」

　闇やみの中に掻かき消えていく飛竜を見据え、オズワルドが声を限りにして叫ぶ。

　レオンはその言葉を頼もしく思う。そして次の瞬間には彼の意識も深い闇へと拡散した。






　　　第四章　流浪の果てに
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　ガルゼノン王国竜騎兵ドラゴンライダーによるバネー砦とりでへの襲撃は、アグノリア兵に多数の死傷者を出すこととなった。

　襲撃翌日、負傷兵の治療のためにバネー砦はいまだ大混乱の中にあり、特にレオリアの治療には、治ち癒ゆ紋もんの紋章師であるディーヴァが不眠不休であたっていた。

　レオンの傷は、右腕の裂傷がひどかったものの、ほかは単純な打撲だけで、Ｙヨグの紋章の治癒力によってほぼ回復していた──。




「まずはどうやってガルゼノン王国に侵入するかだ」

　昼過ぎ、負傷兵の手当ての手伝いが一区切り付き、レオンたちは部屋に戻ってきていた。そして彼はおもむろに密入国について話し出したのだ。

「ちょっと、本気なの？」

　シャルロットが不安そうな顔でレオンを見る。

「レオン、そんなこと簡単にできるものじゃないよ」

　カロンも、レオンに冷静さをうながす。それと同時に、ノックの音がした。シャルロットが返事をすると、ドアが開いてディーヴァが入ってくる。

「全員そろってるか」

「ディーヴァ姉ちゃん、会長は大丈夫なのか！」

　レオンはディーヴァへ駆け寄る。襲撃後から、レオリアはずっと面会謝絶なのだ。

「ああ、わたしが席を外せるくらいには安定している。面会はまだちょっとできないけどな……と、そういう話をしにきたんじゃなくて、お前たち昼食はまだだろ？　食堂に用意してあるからいってくるといい」

　ディーヴァがそう言うのと同時に、オズワルドが部屋に入ってきた。彼は今朝からずっと別室に籠こもっていたのだ。

「……教官」

　レオンはオズワルドに向き直ると、次の瞬間、深々と頭を下げた。

「すみませんでした！　教官のことをガルゼノン王国の諜ちよう報ほう員いんだと疑って、勝手に学園を出ていって、会長や砦とりでの人たちまで巻き込んで、挙あげ句くの果てにチェルシーを連れ去られて……全部おれのせいです」

　言い終わるや、オズワルドが左手でレオンの胸ぐらをねじり上げた。

「その通りだ。お前の軽はずみな行動でムダな犠牲が出た」

　そしてオズワルドが右腕を振り上げる。

　殴なぐられることを覚悟しながら、せめて目をつぶるような無ぶ様ざまなことだけはしたくないとレオンは自分に言い聞かせる。

「待ってください！」

　シャルロットが間に入り、彼女はオズワルドを睨にらみつける。

「レオンだけを責めるのはおかしいです。わたしやカロンも同罪です……それに教官だって、わたしたちに向き合ってくれなかったじゃないですか」

　そう訴える彼女の瞳ひとみには、かすかに涙の粒が浮かんでいた。

「……教官にとって、ぼくたちはただの子どもなんだと思います。でも、だからって頭を押さえつけるようなことをすれば、信頼なんてなくなってしまいます」

　カロンも胸のうちをぽつりと語る。

「教官は、レオンの紋章が覚かく醒せいしたことを褒ほめてくれましたか？　そういうところも含めてぼくたちは教官に不信感を持ってしまいました……でもそれでぼくたちの行動が許されるわけじゃないです。レオンを殴るんならぼくも殴ってください」

　カロンの言葉に、レオンは胸ぐらをねじられながら自身の右手を見る。そして確かに思う。自分は紋章が目覚めたことをオズワルドに喜んでもらいたかったのだと。

「おれはただ教官に……」

　いがらっぽいものが喉のどの奥に詰まり、レオンはそれ以上の言葉を出せなかった。それと同時に掴つかまれていた胸ぐらがゆるんだ。

「……くそ」

　オズワルドが拳こぶしを振り下ろす。それから力なくうつむいた。

「おれはただお前たちを守りたかっただけなんだ」

　怒りの炎ほのおが消えたように小さくうめく。

「アグノリアもガルゼノンも、おれにとっちゃどうでもいいんだ。おれにとってはお前たちと過ごした時間だけが……」

　レオンたちはその瞬間、オズワルドに抱き寄せられる。

「失って痛いほどにわかった、お前たちがどれくらい大切な存在だったかって。お前たちと過ごしたあの日々がどれほど幸せだったかって」

「ウィンチェスター教官？　なにを言ってるんですか？」

「……わたしたちはこの春、教官の生徒になったばかりなのに」

　カロンとシャルロットが疑問を口にし、レオンもうなずく。レオンたちはオズワルドの抱擁から逃れようとしたが、彼の突然の表情に三人は固まってしまった。

　オズワルドが三人を見つめながら、ただ涙を流していたのだ。

「どうすれば伝わるんだろうな……なにを言っても、おれの言葉は理解されないと思う。それでも、虫がいい話だと思うだろうけど、信じてほしい。おれはお前たちの仲間だ」

　オズワルドの涙に、レオンは彼を諜ちよう報ほう員いんだと疑っていたことへの罪悪感で胸が痛んだ。カロンとシャルロットも、自分と同じ思いのようで、もうその抱擁から逃れようとはしていない。

「チェルシーを助けにいこう。おれはお前たちがいてくれれば他に望むものはなにもないんだ」

　レオンは同意するように口を開きかけ、しかしディーヴァが会話に入ってきた。

「ウィンチェスター教官、助けにいくというのは、密入国をするということだろうか？」

　ディーヴァの問いかけに、オズワルドは三人への抱擁を解き、

「その通りだ。こいつらも一緒に連れていく。置いていって心配するよりも、おれのそばで守るほうが安心できるからな。この砦とりでの全兵力より、おれひとりのほうが強い」

「そんなわけがあるか！　傲ごう慢まんだ」

　吐き捨てるようにディーヴァは言う。

「見逃しちゃくれないか？」

　オズワルドはディーヴァに視線を合わせ、低く、硬質な声を出す。

　その静かな迫力に、ディーヴァはたじろぎ、

「い、いい加減にしてくれ！　今回の襲撃で、アグノリアとガルゼノンの関係は冷え込む。そんなときに密入国だなんて、戦争に発展しかねないじゃないか」

　わずかにひるんだものの、すぐにきつい表情をつくるディーヴァ。

　しかしオズワルドは真っ正面から無言で彼女を見据える。

「ウィンチェスター教官、密入国の具体的な方法を教えてください」

　戸口のほうから突然の質問──レオンをはじめ、全員がそちらへ注目する。

　レオリアが立っていた。簡易な着衣から包帯を痛々しく覗のぞかせ、青白い顔色の彼女は杖つえをつきながら、ふらりふらりとおぼつかない足取りで室内に入ってくる。

「なにやってんだレオリア！　まだ起き上がれるほど回復してないんだ！」

　ディーヴァが近づき身体からだを支えようとするが、レオリアはそれを手で制する。だが相当辛いのだろう、彼女は手近な椅子に腰をおろした。

「具体的な方法が聞きたいのです」

　青白い顔を上げ、レオリアが真剣な眼まな差ざしを向ける。

　オズワルドはわずかに逡しゆん巡じゆんするような顔をしたが、

「偽造の入国許可証と身分証明書を使うつもりだ」

「偽造の許可証なんて簡単には入りませんよ？」

「チェルシーがさらわれる可能性は常に考慮していたんだ。だから昔から、この手の物を扱う商人とツテはあるが……」

　繰り返されちまうのかと、オズワルドが聞き取れないほどの小声でうめく。

「昔からと言われましたが、チェルシーさんと出会ったのはつい最近なのですよね？」

　レオリアが疑問を挟む。

「悪いがいろいろと複雑なんだ。すでにその商人のもとに、通信用の小型猛禽アシナシを飛ばしてある。二、三日で偽造の許可証がここに届くだろう」

　朝から別室に籠こもっていたのは商人への手紙を書くためだったのだろうと、レオンは納得する。

　それからレオンはオズワルドに向き直り、

「手段なんてないおれが言うのもなんだけど、そんなにのんびりして大丈夫なのか」

　できるなら今すぐにでも密入国をしたいというのが、レオンの本音である。

「前は……ハイドマンにさらわれたチェルシーはクラスト山脈付近の小砦とりでに囚とらわれていたな。しばらくそこから動かなかったはずだ」

　レオンたちには聞こえないほどの小声で、オズワルドがつぶやいた。

「心配するな。当たりはついてるし、複数の情報屋にも連絡するからよ」

「当たりって……もしかして教官は敵のことを知ってるとか？」

「まあな」

　その発言に、今さらながらオズワルド・ウィンチェスターという人間の得体の知れなさが浮き彫りになる。

　それと同時に、レオンはどうしても聞いておきたいことを思い出す。

「なあ、教官も紋章術を吸収できるのか？」

　城じよう塞さいでの戦闘で、オズワルドがヴァンデッドの紋章術を吸収した。とはいえ、あのときレオンは意識が朦もう朧ろうとしていたため、見間違いだったかもしれないと思ったが。

　わずかな沈黙が流れ、オズワルドが鼻から下を覆おおう布に手を当てる。

「……いずれ時がきたらおれのことを全部話す。だから今は待ってほしい」

　結局、納得のいく答えはなく、オズワルドの正体は不明のままである。

　しかしこれ以上の質問は控えようと思う。今、自分が本当に求めていることはオズワルドの正体を暴あばくことではなく、チェルシーを助けることなのだから。

「どんなツテやコネがあろうと、密入国なんて絶対に認めないからな」

　ディーヴァの強い口調。だが、それを無視するようにレオリアが口を開く。

「わたしはウィンチェスター教官に対して、常に申し訳ないと思っていました」

「おれに申し訳ない？」

　予想外の言葉だったようで、オズワルドがわずかに眉まゆを寄せる。

「あなたは、あのレオニダム・オーケットとも渡り合えるほどの紋章師です。十年前の大戦末期、アグノリアが絶望的な状況から持ち直すことができたのもあなたのおかげなのに、アグノリアがあなたに与えたのはわずかな報ほう奨しよう金と、学園の教官職だけ……」

　オズワルドは、布の上からほおをかき、

「別に偉くなりたくて戦ったわけじゃねえさ。おれはこいつらのそばにいるために、どうしても学園の教官になりたかった。そのためには戦功を上げるのが手っ取り早かったし、結果教官になることもできたんだ。不満なんかねえよ」

「それでもわたしは王女として、あなたへ褒賞を与えなくてはいけないと考えます」

　突然の申し出にオズワルドはとまどうが、すぐにレオリアの意図を理解したようで、彼は笑えみを浮かべる。

　そう、レオリアはオズワルドの行動を黙認すると言ってくれたのだ。

「レオリア会長、あんたほんとにいい女だぜ。惚ほれちまいそうだ」

　その言葉に、レオリアがわずかにはにかむ。

「ちょ、レオリア、本気なのか!?」

　ディーヴァが顔をしかめながら、焦あせった声を出す。

「本気です」

「冷静に考えろよ。ウィンチェスター教官はともかく、シャルロットたちみたいな初級紋章師が、敵地のど真ん中で正体がバレたらどうなると思ってるんだ!?　それに密入国をアグノリアの王女が認めていたことが知られたら、二度と表舞台で政治ができなくなるかもしれないんだぞ」

　ディーヴァが説得するが、レオリアは小さく首を振る。

「アグノリアは、彼に恩を返さなくてはいけません」

「ならウィンチェスター教官ひとりでいってくれ。シャルロットたちを巻き込むなよ！」

　その言葉に、レオンが口を開いた。

「ディーヴァ姉ちゃん、心配してくれるのは嬉うれしいんだけどさ、別に巻き込まれてるわけじゃないんだ。どっちかっていうと、むしろ当事者なんだよ、おれって」

　レオンは蒼そう髪はつを払いながら、

「チェルシーを見つけたのも、アイツを父親のところに連れていくって約束したのも、全部おれなんだ。だからおれは教官についていく」

「ぼくも一緒にいくよ。だってレオンの相棒バデイなんだから。それにチェルシーを見つけたって意味じゃ、ぼくも当事者だしね」

　カロンも自分の考えを告げる。その顔は清すが々すがしいものだった。

「ピクニックじゃないんだ、敵国に潜入して人質を取り返すんだぞ！　十分な訓練を受けていないお前たちじゃ無理だ」

　ディーヴァは苛いら立だたしげに言うと、妹のシャルロットへと振り向く。

「シャルロット、お前はいかないよな？」

「わたしは……いきたくない」

　シャルロットが苦しげな表情で、絞り出すように答える。

「そう、それでいいんだ。お前はお姉ちゃんのそばにいればいい」

　喜ぶディーヴァに、しかしシャルロットは長く細い息を吐き、

「ここで待ってるのが正しいってちゃんと理解してる。でもね、姉さん、ここで待ってて、みんなが無事に帰ってきて、そのときわたしの居場所はあるのかなって……」

　不安の色を残しながらも、自身の意思をはっきりと告げる。

「……なんで正しいことを言ってるわたしが石頭のわからず屋みたくなってるんだよ」

　あー、もー、とディーヴァは床を激しく踏み鳴らし、オズワルドを睨にらみつける。

　しばらくそうしていたが、彼女は心を落ち着けるように深呼吸をする。

「もしもシャルロットになにかあったら、わたしはあなたを許さない」

「こいつらのことはおれが絶対に守ってみせる、この命に代えてもな」

　オズワルドも真剣な眼まな差ざしでディーヴァを見つめる。

「ウィンチェスター教官、こちらでなにか手伝えることはありますか？」

　二人のやり取りに決ケ着リがついたのを確認して、レオリアが申し出る。

「いや、すべておれがやる。おれの独断って形にしておきゃ、あんたたちには迷惑がかからないしな」

　それからオズワルドは、レオンたちの顔を一人ひとり見、

「入国許可証が届き次第出発する。全員でチェルシーを連れ戻しにいく。いいな？」

「はい」「わかりました」

　カロンとシャルロットが緊張感に気を引き締めながら返事をする。

　そしてレオンも真剣な表情をつくり、

「もちろんだ。絶対にチェルシーを助け出す」

　ゆっくりと自身の思いを口にした。
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　ガルゼノン王国南西地方。

　ゆるやかな勾こう配ばいの平原に、北方へと長くのびるクラスト山脈、気候も比較的温暖な地域である。現在レオニダム・オーケットは、その山脈の裾すそ野のにある小砦とりでを拠点にしていた。

　国境の、神聖アグノリア帝国の城じよう塞さい──バネー砦からは飛竜で半日、馬車でも二日ほどの距離である。

　Ｙヨグの娘を奪取後、彼はここで、Ｙの情報を持つ邪神崇拝集団〈神秘の銀派〉の教祖と落ち合い、〈窮きゆう極きよくの門〉を開くための儀式をおこなおうとしていた。




　チェルシーは手て枷かせをされたまま、砦の一室のベッドの縁に浅く腰かけていた。

　どうしてこんなことになってしまったのだろう、と彼女はうなだれる。自分はただパパに逢あいたかっただけなのに。バネー砦では多くの人たちが犠牲になってしまった。

「全部あたしのせいだ」

　こんなことなら、最初からおとなしく捕まっていればよかった。そうすれば誰も傷つかずに済んだのに。

　だからあたしなんて、このままずっと囚とらわれていればいいのだと、チェルシーは自分に言い聞かせる。

　それにガルゼノン王国の軍人が自分をＹのもとまで連れていくと言っている。窮極の門がどこにあるのかも知っているらしい。このまま従っていればパパに逢えるのだ。

　でも──目をつむると、レオンのことばかり思い出してしまう。あんなに暴力を受けて、怪け我がをして、ボロボロになって……。

「レオン──」

　不意に、窮極の門へ連れていくと言ってくれた言葉を、笑った顔を、握った手の温かさを思い出す。

　目頭が熱くなり、鼻の奥がツンとする。

「……ごめんね」

　と、申し訳程度にノックの音。ついでカチリと錠じようが外れる音も聞こえた。

　チェルシーは慌あわてて服の袖口で目元をぬぐうと、

「レディの部屋に勝手に入ってくるんじゃないわよ！」

　強気の声こわ音ねで、入室してきた二人の男を睨にらみつける。

「はっ、ガキが色気づきやがって」

　眼がん帯たいの男──ヴァンデッドが吐き捨てる。

「我ら軍人なれば無粋は許されよ、Ｙヨグの娘」

　猛将然とした男──レオニダムが貫かん禄ろくのある声で謝罪の言葉を口にする。

　チェルシーは二人を睨みつけたまま、

「なんの用なの」

「Ｙの娘を閉じ込めておくのも心苦しいのでな、余興に窮きゆう極きよくの門を見せてやろうと思う」

「窮極の門を!?」

　おもわず声を張り、レオニダムをまじまじと見やるチェルシー。

「ついてくるがいい」

　レオニダムがチェルシーの手て枷かせをはずす。警戒しつつも彼女は立ち上がった。

　三人は部屋を出ると、砦とりでの一階にある武器庫へ移動する。途中、レオニダムがヴァンデッドに話しかける。

「ヴァンデッドよ、おれは明日から数日間この砦を空ける──エボン市でウォール卿きようとの会談が入っているのだ。おれの留守の間、くれぐれも警戒を怠るなよ」

「了解。とはいえ、本当にこんなところまで来ますかねえ」

「オズワルド・ウィンチェスターはかならず来る。どのタイミングで侵入してくるかはわからんが、間違いなくＹの娘を奪取しに来るだろう」

　その会話を聞いた瞬間、チェルシーの心臓がドクンと跳ね上がる。もしかしたらレオンたちも来るのだろうかと考えて、もう一度心臓が揺れる。

　来ないでほしいという思いと、来てほしいという思い、胸中で相反する二つの感情がせめぎ合っているのを彼女は自覚する。

「ハイドマンもあの男にやられちまってるし、こちらの動きを把は握あくしてるんですかねえ」

「ふむ、軍の中に内通者がいるのやもしれぬ……とりあえず、Ｙの娘の監禁場所を変更するとして、侵入者への警戒対策もとっておこう。教祖から貴重な警報用具を預かっていることだしな」

　鼓動の音を気にしながら、チェルシーは二人の会話に耳をそばだてる。

「そりゃいいんですがね、それにしても兵の数が少なすぎやしませんかい？　おれがいりゃ大丈夫だとはいえ、三十人にも満たない、こんな少人数じゃ心もとねえですよ」

「これ以上の増員は摂せつ政しようにこちらの動きを悟られかねん。ウォール卿きようとの会談を延期して儀式の日までおれも留とどまるべきなのだが、やっと我ら女王派パトリオータにつくらしいのだ」

「あの日和ひより見みにゃ、ずいぶんと金と時間を使いましたからねえ」

「一刻も早く女王陛下の親政を開始したいものだ」

　そのやり取りに、チェルシーは小さな疑問が頭の中をよぎった。

「ねえ？　ガルゼノン王国の王さまって女の人なの？」

　チェルシーの質問に、レオニダムは振り向き、

「その通りだ。まだ十五歳さいの若さであらせられるがな」

「流れるようなブロンドに、緋ひ色いろの瞳ひとみ……テメエと違って品のある御お方かただ」

　その会話にヴァンデッドも入ってくる。

　──十五歳なら、レオンたちと同じくらいの歳ね。

　チェルシーは自分の年齢を知らない。外見は十代の半ばくらいなのだが、ずっと眠っていたため、正確な歳はわからないのである。

「四年前の政変で国外追放になった陛下を、総長が助け出したんですよね？　確か、奴ど隷れい市場にかけられる寸前だったとか」

「そうだ。だがな、厳密に言えばおれがお救いしたわけではない」

「総長じゃない？　じゃあ一体誰が陛下を助けたんで？」

　ヴァンデッドが困惑ぎみに訊きいてくる。

「オズワルド・ウィンチェスターだ。おれが奴隷市場に到着したときには、既にあの男が陛下を保護していた」

「アイツが……!?」

　思わぬところでオズワルドの名前が出てきて、チェルシーは言葉に詰まってしまった。

「……なんで奴やつが？　ガルゼノンへの亡命でも望んでたんですかい？」

　ヴァンデッドも、オズワルドの名前が意外だったようでいぶかしげな顔をする。

「要求などなにもなかった。ただ、果たせなかった約束を果たしにきただけだと言っていたな。しかもあの男、陛下──マリーディアさまをマリーなどと親しげに呼びおった……」

「とんでもねえ野郎ですね」

　まったくその通りだとレオニダムもうなずく。

　そんな会話をしているうちに武器庫へ到着した。その一角に地下へ降りる階段があり、レオニダムを先頭に階段を降りていく。

　そして階段を降りながら、チェルシーはごくりと生なま唾つばを飲んだ。

「……そっくりだわ」

　階段は石造りの、巨大な空洞を囲むように造られた螺ら旋せん階段、壁面には光り苔ごけが群生しており、聖堂の地下の自分が眠っていた場所と酷こく似じしている。

「一体なんなのよ、ここ」

「貴様にわからぬものがおれにわかるわけがない。おれとて、〈神秘の銀派〉の教祖から教えられるまで、この砦とりでにこんな場所があるとは思わなかった」

「神秘のなんとかってなによ？」

　前を進むレオニダムの背中に、チェルシーは問いかける。

「……邪神崇拝集団だ。あのような連中と手を組むことは本意ではないが、奴やつらはＹヨグに関する情報を持っている」

　振り返らず、レオニダムは吐き捨てるように答え、あとは無言で階段を降りていく。

　しばらく進むと、チェルシーたちは底へとたどり着いた。

　聖堂の地下同様、なにもない空間かと思いきや、繊細な装飾が施された両開きの巨大な扉が壁面にしつらえられており、七色にキラキラと輝いている。

「あれって……？」

　チェルシーは吸い寄せられるように、レオニダムを追い越して扉の方へ歩いていく。

「奇怪な扉だ。自ら七色の光を発しているのだからな」

　レオニダムもチェルシーのあとを追う。

「これが窮きゆう極きよくの門なの？」

　七色に光る扉に触れながらチェルシーが振り返ると、レオニダムもうなずいた。

「〈神秘の銀派〉の教祖は、これこそが窮極の門だと言っていたな」

「じゃあこの先にパパがいるのね！」

　チェルシーは扉を開けようとするが、押しても引いてもビクリともしない。

「もう！　なんで開かないのよ！」

「血の供く物もつと、銀の鍵かぎを携たずさえし者、〈延命せられしもの〉の審判を経て、窮極の門を越えるだろう──」

「なんですか、そりゃ」

　レオニダムの言葉に、脇でたたずんでいたヴァンデッドが気けだるげに首を振る。

「銀の鍵とは、Ｙの血統のことなのだそうだ。つまりその娘を連れていけば、窮極の門を超えてＹに謁えつ見けんできるということらしい」

　その説明に、チェルシーがレオニダムに詰め寄る。

「あたしがいれば扉が開いてパパに会えるってこと？　でも全然開かないじゃない」

「手順がある。新月の晩に、血の供物を捧ささげねばならず、不完全な方法ではなにが起こるかわからぬ」

「……血の供物？」

　不気味な響きに、チェルシーはわずかに嫌悪感を覚えながらたずねる。

　レオニダムも心もち表情を曇らせながら、

「五ご穀こく断ちをおこなうことで心身を清めた、十歳さい未満の少女の……心臓だ」

　途と端たん、チェルシーの表情がスッと青ざめる。

「へえ、洒落しやれてるじゃねえですかい。だけどそんなもの、どこから調達してくるんで？」

　ヴァンデッドが特に表情も変えず、レオニダムに問いかける。

「新月の晩までに、教団の者たちが連れてくるとのことだ」

「用意周到ですねえ。新月の晩までまだ日があるのがもどかしいですが」

　そこで、レオニダムは重々しいため息をつき、眉み間けんにしわを寄せる。

「おれとてこのようなおぞましいこと……だが、我ら女王派パトリオータにはＹヨグの力が必要なのだ」

　拳こぶしを硬く握りしめ、

「Ｙの力があれば、大陸を制することもできるという。ならば、玉座を簒さん奪だつせんと目もく論ろむ、あの忌いまわしき摂せつ政しようを誅ちゆうし、もって陛下の親政を開始することもできよう」

　さらにレオニダムに熱が宿る。

「おれは教育係として、陛下が幼少のころよりずっとお守りしてきたのだ。あの心優しき御お方かたなら、ガルゼノンを、いや、リネイア大陸を安あん寧ねいに導くことができる。そのためなら、生いけ贄にえなど……」

　二人のやり取りを聞きながら、チェルシーの嫌悪感が頂点に達する。

「ひとでなし！」

　一瞬の沈黙。だが、ヴァンデッドの軽薄な笑い声がそれを掻かき消けす。

「笑わせるねえ。じゃあ、そのひとでなしが用意した生け贄は一体誰へ捧ささげるんだい？」

「ヴァンデッド、それくらいにしておけ」

　レオニダムが低い声で、ヴァンデッドをいさめる。

　そんな中、チェルシーは緑色の瞳ひとみに涙をためながら、

「なにかの間違いだもん。パパが、そんな獣じみたことするわけないもん……」

　涙の粒がこぼれ落ち、ほおを伝っていった。




３




　偽造の入国許可証と身分証明書を使い、オズワルドたちは国境沿いの関所で、アグノリアの貿易商──北方特産の茶葉の買い付けを装い、ガルゼノン王国へと入国した。

　そしてオズワルドが操る幌ほろ馬車に揺られるままに、レオンたちは移動する。オズワルドが複数の情報屋にあたった結果、クラスト山脈の裾すそ野のにある小砦とりでにチェルシーは囚とらわれており、飛竜より機動力の劣る馬車では小砦まで二日の行程である。

　一日目の夜は街道脇で野営をして、後はひたすら馬車を走らせた。

　それにより、密入国二日目の深夜、群むら雲くもの流れる下か弦げんの月が滲にじむ中、オズワルドたちはチェルシーが囚とらわれている小砦とりでへと到着した。

　前線への補ほ給きゆうの中継点とのことで、物々しい造りではなく、城壁を備えない、居住の拠点となる天守キープと監視塔だけの砦である。

　現在、オズワルドたちは砦から一キロほど離れた森の中にいる。

「よし、夜の闇やみにまぎれて潜入する」

　オズワルドは砦の方角を見ながら、三人に静かに告げる。

「いくら夜だからって、そんなに簡単に潜入できるんですか？」

　不安げな声こわ音ねで、シャルロットが疑問を口にする。

「心配するな。あの砦には一個小隊程度しかいない」

　前回、ハイドマンにチェルシーがさらわれたときは、オズワルドは生徒会の協力を得、この小砦から彼女を救出している。そのとき砦を固めていたのは三十人に満たない人数で、こちらは上級紋章師である生徒会役員を中心にした精鋭ぞろいだったのだ。直接の戦闘能力を持ち合わせない治ち癒ゆ紋もん持ちのディーヴァも、シャルロットの敵かたきを討つため衛生要員として参戦していた。

「チェルシーは監視塔の最上階の部屋にいる──」

　オズワルドは砦の構造──天守は三階建て、監視塔は五階建てであり、監視塔へは天守三階の渡り廊下からしか入れないことを、三人に説明する。

「潜入は天守の正面からいく。歩ほ哨しようは一人のはずだ。余裕で突破できる」

「なんでわかるんですか？　ウィンチェスター教官は本当に何者なの？」

　カロンがわずかに不審げな表情でオズワルドへ問いかける。

「まずはチェルシーを助けるのが先だ。な、カロン」

　口を開いたのはレオンだった。

「おれはもう教官なかまを疑わない。最初からそうしてりゃこんなことにならなかったんだ」

　自分のせいだという気持ちが強いようで、レオンが苦しげに唇を噛かむ。

「……確かにそうだね」

　カロンもレオン同様に責任を感じているようで、力なくうなずく。

「教官、作戦の続きを話してくれ。砦とりでに潜入したらどうするんだ？」

　レオンにうながされ、オズワルドは説明を再開する。

「天守の三階に上がり、渡り廊下を通って監視塔に移動、そしてチェルシーを救出する」

「あの、それだけですか？」

　とまどい気味にシャルロットが訊きき、

「敵の数が少ないといっても、わたしたちの六、七倍はいるわけで……」

「それはそうなんだが、今はな、レオニダムが留守にしてて潜入するには千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスなんだよ」

　前回もそうだったが、現在レオニダムは砦とりでを空けており、戦闘に発展することもなかった。もちろん、かつての記憶にあぐらをかかず、情報屋から裏も取ってある。

　とはいえ、バネー砦でレオニダムに面と向かって啖たん呵かを切ってしまった以上、警戒はされているだろうが……。

「そうなると、一番危険な敵はあの眼がん帯たいの紋章師になるのかな」

　カロンが考えるふうな顔で疑問をつぶやく。

「だろうな。ほかの敵兵は紋章師じゃない」

　前のときはハイドマンも陣取っていたが、あの男はすでに倒している。

「いこうぜ。こんなところでモタモタしてても時間の無駄だ」

「待って」

　はやるレオンに、やっぱり不安だという顔でシャルロットが口を開く。

「竜将ドラゴン・ロードがいないからって、隻せき眼がんの紋章師だって相当に強いんだから、こっちも対策を立てるべきよ……たとえば、ウィンチェスター教官の強力な紋章術をレオンの紋章に吸収させたらどうかな？」

「そっか、グランデ級や極大技インフイニトを吸収しておけば、上級紋章師とも渡り合えるよね」

　シャルロットが提案して、カロンも肯定的に引き継いだ。

　そんな中、レオンが渋い顔をして蒼あお色の前髪を払った。

「説明してなかったかもだけど、おれの紋章って、殺意や敵意を向けられた紋章術しか吸収できねえんだよ。だから味方から術を吸収するのはまず無理なんだ」

　レオンの説明に、オズワルドも自身の右手の甲に目を落とす。もし仲間から術を分けてもらえれば、自分のときのハイドマンの襲撃にも持ちこたえることができたかもしれないと考えながら。

　それから彼は口元を覆おおう布越しにあごをなであげる。

「ヴァンデッドなんざおれの敵じゃねえ。お前たちのことはちゃんと守るから心配するな」

「でも……」

「これ以上の議論は士気の低下、作戦遂行上の妨げになる。この場における指揮官はおれだ。口答えは許さない」

　シャルロットは反論しかけたが、静かな迫力に気け圧おされて押し黙った。

　オズワルドは三人の顔を見渡して、

「今からチェルシー救出作戦を開始する。馬車はここに残して徒歩で砦に向かうぞ」

　馬車馬を手近な木につなぎ、オズワルドたちは小砦へと移動を開始する。

　小砦までは林が続いており、夜ということもあって、天守キープの正面までたやすく近づくことができた。

　オズワルドたちは、林の木陰に隠れながら歩ほ哨しようの様子をうかがう。

　歩哨の数は二人。

　かがり火が一基しつらえてあり、火の粉が舞う中、兜かぶとと簡易の革鎧よろいを身につけ、歩兵槍ロングスピアを手にした歩哨が、石像のように直立不動の姿勢をとっている。

「一人じゃねえな……やはり警戒されてるってことか」

　オズワルドは舌打ちをして、ここからは慎重に行動しなくてはと自分に言い聞かせる。

「お前さんらはここで待っててくれ。おれが始末してくる」

　心配そうな顔をする三人に、大丈夫だと目配せをするとオズワルドは林を抜ける。そのまま歩哨へ向けてまっすぐ歩いていく。

　彼ひ我がの距離が七十メートルを切ったとき、歩哨の一人がオズワルドに気づき、

「何者だっ！」

　歩兵槍を構えて、誰すい何かの声を張りあげる。

　しかしオズワルドは軽く片手を上げ、親しげな雰囲気をかもしだす。さらに、呼吸を整え、早足にならないよう一定の歩幅を維持しながら歩を進める。

「止まれ！」

　だがオズワルドは止まらない。かがり火の照り返しに二人の歩哨の、不審者を警戒するこわばった表情が浮かび上がる。

　次の瞬間、オズワルドは腰の短剣ダガーを抜き、上半身を獣のようにかがめると下肢に力を込めて地面を蹴けった。

　その一連の動作に、歩哨二人は一瞬呆ぼう然ぜんとする。そしてその一瞬が命取りとなる。

　オズワルドは巧みな足運びで距離を詰め、手前の歩哨の歩兵槍をかいくぐる。腰に溜ためを作り、それにより上半身に強い回転が生まれ、身体からだ全部でぶつかるように短剣を振り抜いた。

　歩哨の首筋がぱっくりと裂け、血のしぶきが盛大に噴き出す。血しぶきを浴びながらもオズワルドは止まらない。

　凄せい惨さんな光景に浮き足立つ二人目の歩哨の背後を取り、左腕を、相手ののどを覆おおうように巻きつけて、右手を、左側頭部にあてがってやる。

　そのままてこの原理で相互に引き絞ってやると、頸けい椎ついが折れる感触が腕に伝わり、歩哨の身体がだらんと脱力して膝ひざから地面に崩れ落ちた。

　電光石火の早はや業わざで二人の歩哨を始末したオズワルドは返り血をぬぐい、それからレオンたちに出てくるように手を振る。

　林からレオンたちが小走りに駆けてくる。

　彼らはオズワルドの前までくると歩哨の死体に目をやり、小さく顔をしかめた。しかし特段、不快の感情を口には出さない。

　聖堂の地下での戦い、ガグの群れの急襲、そしてバネー砦とりででの襲撃──それらを経験することで、戦闘行為が命のやり取りであることを実感し始めているのだろう。

　そんな彼らを頼もしく思いながら、

「いくぞ。ここからが本番だ」

　オズワルドは気を引き締めるように、天守キープの入り口や上階の窓を睨にらんだ。




「うわっ！　なんなんだよコレ」

　オズワルドを追い抜いて、天守内部へ一番乗りをしたレオンが素すっ頓とん狂きような声をあげる。

「どうした、レオン！」

「中に入ったらいきなり、あんなもんが浮き出てきて……」

　オズワルドはレオンを守るように彼の前に出る。

　天守一階、玄関ホール──ホール全体を網羅するような、巨大な八芒星オクタグラムの魔法陣が展開されている。気持ち悪いほど毒々しい紅色の光を発しており、魔法陣の中心には子どもの握り拳こぶしほどの黒い石が鎮座している。

「……〈蝕玉イクリプス・ジエム〉」

　苦にが々にがしげに、オズワルドはつぶやいていた。

「なんですか、あの魔法陣」

　シャルロットがオズワルドの肩越しに玄関ホールを見やる。

「侵入者用の警報トラップだ。普通はこんな小砦に設置されることはないんだが」

　魔法陣の本体は中心に置かれている、〈蝕玉〉と呼ばれる黒い石である。ハイドマンが持っていた〈闇飾輝鏡リフレクシヨン・グラス〉と同様のレアなアイテムだが、希少度ではこちらの方がはるかに高い。数があまりにも少ないため、王宮などの警備に使われるだけで、こんなところでお目にかかれるものではない。

「よく仕入れてきたもんだな、レオニダムの野郎」

「でも、警報っていう割には音が出たりしないんですね。これならぼくたちが侵入したこともバレてないんじゃないのかな」

　カロンの疑問に、オズワルドは静かな声こわ音ねで否定する。

「とっくの昔にバレてる。あれは音なんかで知らせるような単純なトラップじゃないんだ。もう、この砦の全兵士がおれたちの侵入に気づいてるだろうな」

　魔法陣は普段は視認できないが、その一部にでも触れると姿を現すのである。出現した瞬間から効果が発動して、侵入者の存在を警備する者たちに瞬時に知らせる。

「……信じられない」

「いったいどういう仕組みなんだよ」

　心配そうに周辺をうかがいながら、シャルロットとレオンが不安げな声で言う。

「あの黒い石に血を一滴たらすことで、石はその人間を記憶するそうだ。そして記憶されていない人間が魔法陣に触れれば、それを侵入者と判断して、石が記憶している人間全員に、一種の精神感応でもって伝達するらしい」

　まったく不可思議な物質だと、オズワルドは〈蝕玉イクリプス・ジエム〉を見つめる。それから玄関ホールを見渡す。ホールの左右に通路、奥に上階へ続く階段がある。

　しかし敵兵が集まってくる様子はなく、ホールは閑散としている。

「……敵が姿を見せないのが不気味だな」

　もう一度、オズワルドはホール内を油断なく見回しながら独りごちる。

「立ち止まっててもしょうがねえ、三階の渡り廊下を通って監視塔までいきゃあいいんだよな？　強行突破しようぜ」

　前に出ようとするレオン。オズワルドは彼の腕をつかみ、

「敵の待ち伏せに備えておれが先頭をいく。シャルロットはおれから離れるな。レオンとカロンは、おれたちから少し距離をとって後方を警戒しながらついてこい」

　分隊行動の基本を指示すると、オズワルドは物陰に注意しながら階段へ進んだ。敵兵の気配がないことを確認して二階へ上がる。

　二階にも敵はおらずそのまま三階へ移動する。

「この誘い込まれてる感がたまらねえな」

　三階通路にもやはり誰もいない。伏兵への注意を怠らず、通路へ踏み込んでいく。敵に遭遇することなく、屋内から渡り廊下に出ることができた。

　渡り廊下に天てん蓋がいはなく、月の光と、初夏のぬるい風がオズワルドのほおをなぶった。

　この渡り廊下は途中から跳ね橋になっている。現在は〝跳ね橋〟の部分が降りており、監視塔の入り口は開け放たれているが、これを吊つり上げれば強固な扉になる。

「チッ、ここもご自由にどうぞってか」

　目を凝こらした先──向かいの監視塔の入り口にも歩ほ哨しようはいない。

「レオンとカロンはここで待機、シャルロットはおれについてこい」

　オズワルドはシャルロットを伴い、慎重に渡り廊下を歩く。そして半ばまできたときだった。鈍く耳みみ障ざわりな音が響き、前方の跳ね橋が軋きしみながら持ち上がっていく！

「きやがったな。走るぞ！」

　シャルロットをうながし、オズワルドは角度を増していく跳ね橋へ駆ける。すでに跳ね橋は自分の胸の高さまで持ち上がっており、下半身に力を込めて跳び上がるとそれに取り付いた。

　よじのぼると彼は身体からだを反転させ、シャルロットの手を握り一息に抱き上げる。それから身をかがめて跳ね橋を滑り降り、監視塔の入り口に着地した。

「怪け我がはないか、シャルロット？」

「はい、大丈夫です。でも……」

　不安げな声を出し、シャルロットが跳ね橋へ振り返る。

「レオンたちと離れ離れになってしまいました」

　跳ね橋が上がりきり、レオンたちと分断されてしまった。

「この跳ね橋は滑車式だ。階下に設置してある滑車を使っておろせばいい」

　そう説明すると、オズワルドは現在地──監視塔の三階から二階へと降りていく。二階の、ほぼ中央に巨大な滑車が置かれ、四人の敵兵が守っていた。

「焼き切れ！　火輪遊戯レジエロ・ルオータ」

　発動句の詠えい唱しよう。巨大な炎ほのおの戦輪チヤクラムが現れ、回転しながら敵兵を切りつけていった。

　一瞬でケリを着け、オズワルドは滑車に駆け寄る。ハンドルに手をかけ力を込めて回してみるが、なんの手て応ごたえもなくハンドルはクルクルと空転する。

「壊されてるな」

「……これじゃ跳ね橋をおろせない」

　後ろからついてきたシャルロットが心配そうに滑車を見ている。

　オズワルドはシャルロットに振り向き、

「しゃあねえな、先にチェルシーを助けにいこう。それからレオンたちと合流だ」

「でも教官、他の出入り口ってあるんですか？」

　脱出経路について問われ、オズワルドはわずかに考える。

　五階建てのこの監視塔はろう城を想定した造りにもなっており、防衛上の機能から三階以外の出入り口は敵を惑わすためのダミーになっているのだ。

「紋章術で一階の壁でも破壊するさ……まどろっこしいことしてねえで、最初からそうやって侵入してればよかったな」

　自じ嘲ちよう気味に笑うとオズワルドは階段へ向かう。そして彼らは辺りを警戒しながら、石階段を五階へ向けてのぼっていく。

「……レオンはチェルシーのことが好きなのかな」

　階段の途中で、シャルロットのつぶやきがオズワルドの耳を打った。

「あ、作戦中にすみません。なんでもないです」

　背後で、シャルロットが小さくため息をつくのを感じる。

　オズワルドは、この銀髪の幼おさな馴な染じみが自分レオンを好きだということを知っており、ゆえに答えに窮したが、

「愚ぐ痴ちくらいなら聞いてやるよ」

　それが誠実な回答なのかわからなかったが、少しでも彼女の心が軽くなればと思った。

　わずかな間を経て、スッと息を吸う音が聞こえた。

「……小さいころからずっと、レオンの隣にいるのはわたしなんだって思ってました。でも気づいたら、別の女の子がレオンの隣にいて、レオンはその子のために必死で……それを見てるだけで胸が苦しくって、他の女の子のために一生懸命にならないでほしくって」

　それは懺ざん悔げのような言葉だった。

「チェルシーがさらわれたって知ったとき、一瞬だけうれしいって思っちゃったんです……自分の心の醜みにくさが嫌になります」

　かすれ声で残りの言葉を吐き出すと、シャルロットは押し黙ってしまった。

　オズワルドは振り返る。瞬間、彼女が慌あわてて手の甲で目元をぬぐった。

「醜くなんかねえよ」

　シャルロットが顔を上げる。瞳ひとみがまだ少しだけ濡ぬれていた。

「そういうどうにもならねえ感情ってのは誰だって持ってるもんだ。必要以上に嫌悪することなんてねえさ」

　シャルロットを色に譬たとえるなら純白だろう。些さ細さいな汚れすら嫌い、高潔であることが正しいことなのだと疑わない性格なのだ。

「ほんと、融通の利かない難儀な性格だよ」

　軽く肩をすくめると、オズワルドは優しい眼まな差ざしで彼女を見つめる。

「けど、お前さんのそういう面倒臭いところ、きっとレオンは好きだと思うぜ」

　その言葉に、シャルロットが泣き笑いのような顔でオズワルドを見上げる。

「教官、人のこと面倒臭いとかひどいです……」

　シャルロットはもう一度、目元をぬぐう。

「でも、ありがとうございます」

　それから彼女はぎこちないながらも精一杯の笑顔で、オズワルドに笑えんで見せた。

「……ああ」

　その不器用な笑みに、しかしオズワルドはドキリとして見とれてしまった。

　彼はふと考える。もしも自分のときにシャルロットが生きていたら、そして彼女の気持ちを知ってしまったなら、当時の自分は一体どうしていたのだろうか、と。

　すぐにハッとして、

「そろそろいくぞ。ここは敵地のど真ん中なんだからよ」

　気を引き締め、彼は再び階段をのぼっていく。

　五階に到着する──奥と左右に一部屋ずつある。

「この階にチェルシーが監禁されてるんですよね？」

　自分の肩越しに、シャルロットがフロア内をのぞき込む。

「ああ。奥の部屋に囚とらわれてるはずなんだが……」

　オズワルドは歯切れ悪く言う。そう、本来なら四、五人の見張りがいるはずなのに、一人の敵兵もいないのだ。

「まさかとは思うが、監禁場所が違うってことはねえだろうな」

　急せく心を抑え、オズワルドは慎重に奥の部屋へ進む。腰の短剣ダガーを抜く。そして部屋の扉、上下二箇所に取り付けられている蝶ちよう番つがいへ短剣を叩たたき込こんだ。

　蝶番が弾はじけ、蹴けりつけると歪いびつな響きと共に扉がはずれた。

「チェルシー！」

　オズワルドは叫び、部屋の中をのぞき込む──室内は、ベッドとテーブルが置かれただけの殺風景なもので、換気口にも太い鉄格子がはまっている。

　しかしそんな寂さびしい室内にいるのはチェルシーではなく、たいまつを持った敵兵一人と、黒い粉末で満たされた大おお樽だるだけ……。

「……黒色火薬」

　思わずつぶやき、一瞬遅れて罠わなだと気付いたときには、たいまつを持った敵兵が狂気に歪ゆがめた顔で、引きつった笑えみを浮かべる。

「シャルロット、伏せろ!!」

　身をひるがえし、背後のシャルロットを守るように覆おおいかぶさる。瞬間、灼しやく熱ねつと爆風がオズワルドを包み込んだ。
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「……跳ね橋が上がっちまった」

　監視塔に入ったオズワルドとシャルロットに続こうと、レオンたちも追いかけた。しかし、跳ね橋は今や監視塔の強固な扉となって彼らの行く手を遮っている。

「どうする、レオン？　ここで待機する？　それとも脱出する？」

　カロンが不安そうな声でレオンを見つめる。

　どうするべきかと判断に迷ったとき、背後で複数の足音が聞こえ、反射的にレオンは振り返る。五、六人のガルゼノン兵が集まり、こちらに歩兵槍ロングスピアを構えている。

　敵兵の数に、レオンはわずかに呼吸が荒くなるのを感じる。

「……え？　ウソ、これってもしかして」

　突然、カロンが自身の手の甲を見やり、何事かをつぶやいた。だがレオンはそんなことに構っていられる余裕などなく、敵兵を睨にらみつける。

「おれの紋章で一気にやる。頼むぜ、Ｙヨグの紋章!!」

　レオンは右腕を掲げる。瞬間、右手の甲が光で溢あふれ出だす。

「切り刻め！　風刃戯レジエロ・フアルチエ」

　聖堂地下で、ヴァンデッドから吸収したレジェロ級の紋章術、その発動句を唱となえる。

　巨大な、半月状の風のカッターが顕けん現げんし、そのカッターが敵兵たちへ飛んでいく──風のカッターは容よう赦しやなく彼らを切り裂いていった。

　苦く悶もんの表情でうめく兵士たち──。

　彼らに目をやり、敵とはいえ傷つけることにレオンは苦いものを感じる。

　そのときだった。

　天守キープ屋内から、かつんかつんという軍ぐん靴かの音が響いてくる。レオンとカロンは再び戦闘態勢を取った。そして足音と共にその男が渡り廊下へ現れる。

　男はレオンたちを認めると不敵に口の端を吊つり上げ、

「憂ゆう鬱うつだねえ。〈劫火の魔人インフエルノ・レツソ〉とやりたかったのに、雑ざ魚このお守なんてな」

「ヴァンデッド・パークス！」

　レオンが短剣ダガーを抜くと、ヴァンデッドもおどけたように軽く隻せき腕わんを上げた。

「よう。よっぽどおれたち縁があるようだ……それにしても監視塔が監禁場所だと知っているとはな。やはり部隊内に裏切り者がいるってことか」

　つぶやくヴァンデッド。

　レオンは眼がん帯たいの敵を見据えながら、どう戦うかを考える。正直、あんな凶暴な男に二度も勝てる自信はない。

　横目でカロンをうかがう。彼も強こわ張ばった顔をして、なにかを考えているようだった。なにを考えているのか気になったが、今は眼帯の敵に集中しなくてはいけない。

「この一撃に懸ける」

　レオンは、Ｙヨグの紋章の中に残るグランデ級の紋章術を使うことに決め、

「飲み込め！　足りるを知らぬ貪欲者グランデ・テンペスタ」

　発動句を唱となえると、暴風が渦巻き、猛たけりながら、巨大な風の球体を顕けん現げんさせる。そして風の球体がヴァンデッドへ向かっていく。

　余裕の笑えみを浮かべ、ヴァンデッドが紋章を解放させる。

「刈り取れ！　裁く者の罪と罰グランデ・ティフオーネ」

　ヴァンデッドを中心に竜巻のように風が激しく渦巻き、爆発的な風の奔ほん流りゆうが起こる。それは徐々に形を成していき、ついには巨人すら狩ることができそうな、風でできた大鎌デスサイズに姿を変えた。

　撃ち放たれた風の大鎌が回転しながら、風の球体へ衝突！　爆風と、舞い上がる砂さ塵じんで視界が満たされ、レオンは両腕を交差させて防御の姿勢を取った。

　視界が回復して、レオンはヴァンデッドの様子をうかがう──紋章術は相そう殺さいされ、眼帯の紋章師は無傷のまま、こちらを侮あなどるように隙すきのある体勢でゆるく首を振る。

「とっておきの紋章術だったってのに……」

　苦にが々にがしい顔をするレオンに、カロンがそっと耳打ちをする。

「少しだけ、時間を稼ぐことってできる？」

　ちらりとカロンをうかがう。緊張でその顔は強こわ張ばったままだが、彼の表情にあきらめの感情はない。

「なにをするつもりだ？」

　その問いかけに、カロンが静かに呼吸を整えた。

「これ、見てもらっていいかな。どうやらぼく──」

　カロンが自身の左手の甲をレオンに見せようとする。

「切り刻め！　風刃戯レジエロ・フアルチエ」

　刹せつ那な、風切り音が聞こえ、レオンは反射的に右腕を掲げる。彼の目の前で、風のカッターが光の粒子となり、Ｙヨグの紋章の中へ吸収されていった。

「憂ゆう鬱うつだねえ。やっぱり紋章術は通じないか」

　言葉尻じりとは裏腹に、ヴァンデッドがにやにやしながら、挑発するように人さし指を振る。

　レオンは短剣ダガーを逆手に構える。

「わかった。勝てるんだったらなんでもするぜ」

　そうカロンに告げると、

「放て！　剣閃キヤローレ」

　バネー砦とりでで、レオニダム・オーケットから吸収した紋章術の発動句を唱となえる。

　短剣の切っ先にエネルギーが集約して、球体の形を成す。レオンはそれをヴァンデッドへと放った。同時に彼は最短距離で眼がん帯たいの敵へと突っ込む。

　ヴァンデッドが光弾を軽々とよける。しかしレオンは構わず突き進むと、敵の目の前で勢いを保ったまま弧こを描くように身体からだを反転させる。

「くらえ！」

　勢いを倍加させ、短剣の柄つか頭がしらを相手の側頭部におもいきり叩たたきつける。

　が、一瞬早くヴァンデッドの右手が短剣の柄頭を受け止める。さらに流れる動作で眼帯の紋章師がレオンの腹部を蹴けり上げた。

　まともに受け、レオンは吐き気を催すような痛みにうずくまりそうになりながらも、バックステップで距離をとった。

「はっ、残念賞だな、クソガキ」

「チクショウ……」

　敵の冷笑にレオンがうめいたとき──彼の背後で爆発音が轟とどろき、ついで頭上から砂さ礫れきが降り注そそいだ。振り返る。監視塔の最上階の一部が崩れ、黒煙がもうもうと流れている。

「な、なにが起こったんだ……」

　唖あ然ぜんとするレオンに、ヴァンデッドの笑い声がいや増していく。

「バカが。嵌はまりやがった。監視塔にもうＹの娘はいねえよ、犬死にだな」

　その言葉を聞きながらも、レオンの意識は黒々とした煙が流れる監視塔へ向いていた。

「……シャルロット、教官」

　呆ぼう然ぜんとつぶやき、二人が爆死する光景が脳裏に浮かんだ瞬間、レオンはヴァンデッドへ襲いかかっていた。

「ヴァンデッド!!」

　距離を詰め逆袈げ裟さに切り上げるも、紙一重でよけられ、短剣ダガーは空を切った。

「ふざけるなクソ野郎!!」

　咆ほう哮こうを上げ、レオンは振り上げた短剣を、瞬時に逆手から順手に握りかえる。そのまま柄つか頭がしらでヴァンデッドのこめかみを打った。

　確かな手て応ごたえ。レオンは一瞬、カロンへ視線を向ける──彼と目が合う。

「雑ざ魚この分際でやってくれる！」

　ヴァンデッドの怒ど声せいに、レオンの思考は引き戻される。

「雑魚？　鏡を見てみろよ、映ってるぜ？」

　途と端たん、ヴァンデッドの顔が怒りで歪ゆがみ、人差し指と薬指を伸ばしてレオンの両眼に目つぶしサミングを仕掛けてくる。

　首だけをそらして、レオンは回避、だが間かん髪はつを容いれず、ヴァンデッドが身体からだを密着させてきた。

「がら空きだねえ！」

　しなるような右フックを、レオンは背中──腎臓へと打ち込まれた。

　体内に溜たまるような鈍痛にレオンはおもわずうめき声を漏らし、短剣も取り落とす。膝ひざもつきそうになるが、瞬間、彼はヴァンデッドに胸ぐらをねじあげられる。

　先ほどのレジェロ級の吸収により、紋章術の使用は無意味だと再確認したようでヴァンデッドはもう術を使ってこない。だが、それでも敵の格闘センスはレオンを上回っているのだ。

「どうした？　もっと楽しもうぜ？」

　言いながら、ヴァンデッドがより強く力を込めてきた。首が圧迫され、レオンの意識はもやがかかったようにもうろうとしてくる。

「はっ、雑魚はやっぱり雑魚だ」

　敵の声が遠くから聞こえてくるような曖あい昧まいになった意識の中で、レオンはヴァンデッドの背後に目をやり、おもわずニヤリと笑えんでいた。

「……いけっ、カロン！」

「爆はぜろ！　火球爆裂レジエロ・フイアンマ」

　レオンの声と、カロンの発動句が重なる。同時に閃せん光こうと熱風がヴァンデッドの背後で弾はじけ、眼がん帯たいの紋章師の身体が派手に反そり返った。

　首への圧迫が解け、レオンは再び、ヴァンデッドの肩越しに目をやる。レオンとヴァンデッドの戦闘を隠かくれ蓑みのにしてカロンがうまく回り込んでおり、敵の背後からレジェロ級の紋章術を発動させたのだ。

「ゆ、憂ゆう鬱うつだねえ……」

　背中の熱傷がひどいようで、荒く息をつき、ヴァンデッドがカロンへ首を巡らせる。

　そんなヴァンデッドをカロンも強い瞳ひとみで睨にらみつけた。

「敵に敬意を払わず、ぼくたちを雑ざ魚こ呼ばわりするその慢心が、あなたの敗因だ」

　ヴァンデッドが顔を歪ゆがませまがら、

「……なめる……なよ？　刈……り……取れ……！」

　発動句の詠えい唱しよう──レオンも咄とつ嗟さに口を開く。

「切り刻め！　風刃戯レジエロ・フアルチエ」

　つい先ほど吸収したばかりの紋章術を使う。顕けん現げんした風のカッターが、至近距離からヴァンデッドの腹部を切り裂いた。

「グラ……ンデ……ティフォ……」

　詠唱の途中で、ごぼりと血の塊が吐き出される。

　愕がく然ぜんとした顔のヴァンデッドが、レオンと切り裂かれた腹部を交互に見る。それから二度三度と血を吐き、震ふるえる手でレオンの肩をつかんできた。

「……てやる、お前……だけは……絶対に、……殺して、やる……」

　情念を宿した瞳をカッと見開き、その右手が力なく垂れ下がる。目を見開いたまま膝ひざから前のめりに倒れていった。

　聖堂地下、そしてバネー砦とりでで自分たちを苦しめた眼がん帯たいの紋章師、ヴァンデッド・パークスの血ち反へ吐どと情念にまみれた最期であった。

　レオンは短剣ダガーを拾い上げ、呼吸を整えると、カロンに視線を向ける。

「助かったぜ。カロンの紋章術がなきゃ殺されてたのはこっちだった。いつの間にレジェロ級なんて……ていうか、レジェロ級が使えるってことは上級紋章師になったってことなのか？」

　レジェロ級以上の紋章術は上級紋章師しか扱えないのだ。さらに言えば、学生のうちに初級紋章を進化させることができる者はごく少数である。

「……うん。ヴァンデッドとの戦闘の直前には進化してたんだ」

　カロンが自身の左手の甲をレオンに見せる。そこには今までよりも複雑で美麗な幾何学模様が描かれている──〈炎ほのおの紋章〉の上級紋章〈煉れん獄ごくの紋章〉である。

「すげえ」

　感心するレオンに、カロンがちょっとだけはにかんだ。

「最近の特訓の成果かな。足手まといになりたくないって思いが叶かなったのかも……だけど、まだまだ術を使うための集中に時間がかかっちゃうな」

　おごるでも謙遜するでもなく、カロンが言う。

「足手まといなわけねえだろ、おれにとってお前は最高の相棒バデイだよ」

　レオンがそう言うと、カロンはうれしそうに笑えみを浮かべる。たがすぐに真顔に戻ると、ヴァンデッドの死体に視線を落として、辛そうに息を吐いた。

「……こんな人でも殺してしまうと胸がすごく苦しい」

　それはレオンも同感だった。

　強敵ヴアンデツドの撃破に、しかし勝利の陶酔感などはなく、ただ陰いん鬱うつな気分だけが胸の中でわだかまるのだ。

「おれたちはいずれ軍人になるんだ。だから、命のやり取りは当たり前のことなんだと思う……でも、それでもキツいよな」

　渡り廊下の手すりに寄りかかり、レオンは自分に言い聞かせるように言葉を紡つむいだ。

「でも今は悩んでる場合じゃねえ。教官とシャルロットを助けにいかねえと……」

　疲弊した肉体を手すりから起こしたものの、レオンの表情はすぐれない。

　先ほどの爆発を思い出しているのだ。正直、あの状況でオズワルドやシャルロットが無事である可能性は……。

　レオンは頭を振り、自身の脳裏によぎる忌いまわしい想像を振り払った。

「そうだね。早く二人のもとにいこう」

　カロンも硬い表情でうなずく。とはいえ、どうやって監視塔に入ろうかとレオンは悩む。

　跳ね橋が上がったことで、監視塔の入り口が閉ざされただけではなく、入り口からこちらまでの六、七メートルが吹き抜けになっているのだ。跳ね橋を破壊できても、向こう岸へ移動するすべがない。

　そのときだった。突如上空で風鳴りと、轟ごう々ごうと強風が渦巻いたのだ。おもわず二人は夜空を見上げる。

　一体の飛竜が砦とりでの上空を旋回しており、刹せつ那な、飛竜から何者かが飛び降りてきた。

　渡り廊下の中ほどに降り立ち、淡い月明かりに照らされたのはレオニダム・オーケット──ガルゼノン王国の将軍にして、世界最強クラスの紋章師だった。

「一足遅かったか……」

「レオニダム・オーケット……留守にしてたんじゃねえのかよ」

「あれがガルゼノン王国の〈竜将ドラゴン・ロード〉……」

　レオンとカロンが眼がん前ぜんの最強の敵に絶望をあらわにする。

「こうなった以上、生きて帰れるとは思わぬことだ──天てん壌じようの紋章！」

　眼光鋭くレオニダムがレオンたちを睨にらみつけ、土系統の上級紋章を解放させる。彼の手に大剣ツヴアイハンダーが顕けん現げんする。

　レオニダムの登場で、レオンは身体からだがこわばっていくのを感じる。だがなんとか短剣ダガーを構えると、敵将に相対する。

「わりいけど、こんなところで死ぬわけにはいかねえんだ」

「この〈竜将ドラゴン・ロード〉相手に生き残ると？　おれも舐なめられたものだ」

　ダンッという足場を揺るがすような派手な踏み込みで、レオニダムが一息でもってレオンの目の前まで迫り、大剣ツヴアイハンダーを振り下ろした。

「クソ、速い」

　レオンは反射神経を研ぎ澄まし、初しよ太だ刀ちをなんとか短剣ダガーでいなすことに成功する。が、次の瞬間にはレオニダムが刺突の構えでもって水平に大剣を滑らせる。大剣の切っ先がレオンの胸の前でピタリととまった。

「ぐうぅ……」

　引き潰つぶれたような声しかあげることができない。

「小僧、人とは因果な生き物だな。敵を葬るのに躊ちゆう躇ちよはせぬくせに、味方が殺されればこのようにハラワタが煮えくり返る──これこそが人の世の業ごうか」

　敵の静かな気迫に押されてレオンは身動きができず、打開策もない。

「そこまで悟ってんならいっそ僧そう侶りよにでもなったらどうだ、レオニダム！」

　頭上から耳慣れた声。レオンはハッとして顔を上げる──。

　監視塔の崩れた場所から、シャルロットを抱えたオズワルドが飛び降りてきた。
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　オズワルドは着地すると、その場にシャルロットを降ろす。彼女にケガらしいケガはなく、心配そうにオズワルドを見上げている。

　平気だと目配せして、オズワルドはレオンのそばまで歩く。レオニダムが警戒するように後退した。

「教官！　てっきり爆発に巻き込まれちまったんだと」

　脱力するようにレオンが息を吐き出す。

「おれもシャルロットも大丈夫だから心配するな」

「でも服が破れてるし、背中の熱傷がひどいように見えます」

　カロンが近寄り、辛そうな表情で見つめてくる。

　焼け焦こげた自身の上着をオズワルドは見やる。背中の熱傷もじりじりと痛む。爆発の瞬間、防御の紋章術を唱となえてなんとか防ぐことができた。だが発動までのわずかな隙すきで炎ほのおと衝撃波になぶられ、Ｙヨグの紋章の治ち癒ゆ力があるとはいえ、しばらくは動けなかったのだ。

「……これくらいなんてことはない」

　言いながら、そこで初めてヴァンデッドが倒れていることに気づく。どうやら絶命しているようだ。

「お前ら、ヴァンデッドを倒したのか？」

　オズワルドの問いかけに、レオンがうなずき、

「教官、カロンが上級紋章師になったんだ!!　見てくれよ」

　その言葉に、オズワルドはそばにいるカロンへと視線を移す。

　カロンが真剣な表情で自身の左腕を持ち上げた。

　彼の左手の甲をオズワルドは見、初級紋章から上級紋章へと進化していることを確認する。隣ではシャルロットが目を見開いて驚いていた。

「いきなりでびっくりしたけど、そのおかげでヴァンデッドを倒すことができた」

　オズワルドとしてはカロンの紋章の進化は〝いきなり〟でも〝びっくり〟でもない。彼がレオンだったときにはすでにカロンは上級紋章師であり、どちらかといえば〝やっと〟というのが正直な感想である。

　とはいえ、強敵ヴアンデツド相手に、自分が守らなくても戦えるということにオズワルドはある種の手て応ごたえを感じる。

「よくやったな、二人とも」

　オズワルドの言葉に、しかしレオンが神妙な顔をする。

「全然ダメだ。自分がまだまだ弱いってことに気づかされた」

　いつもと違い調子に乗らず、レオンが答えた。

　レオンの反応に確かな成長が見られ、オズワルドは自分の胸が熱くなっていることを自覚する。

「いいや、お前さんたちはがんばったよ。自信を持て」

　担任教官から重ねて褒ほめられ、レオンが握り拳こぶしを小さく引き、喜びを表す。

　カロンも、レオンが褒められたことがうれしいようで、表情をやわらげて優しげな眼まな差ざしをしている。

　そのとき。

「いつまでも貴様たちの再会に付き合っている暇はない」

　レオニダムが大剣ツヴアイハンダーを下段に構え、こちらへと一歩を踏む。

「ここでテメエとやり合うことになるとは思わなかったぜ」

　オズワルドはつぶやく──彼がレオンだったときは、この小砦とりででレオニダムと戦うことはなかったのだ。

　彼は短剣ダガーを抜き、レオニダムに相対する。

「……教官」

　レオンの切迫した声。オズワルドは敵から目をそらさず、

「奴やつはおれがやる。お前たちは絶対に前に出るな」

　そう告げると、彼はレオニダムを睨にらみつける。

「チェルシーはどこにいる」

　監視塔にいないとなると、最悪の場合、既にこの砦とりでから別の場所に移されたという可能性すら出てくるのである。

「知りたくば力ずくで吐かせればいい」

　ニヤリと、レオニダムが口の端を歪ゆがめる。

　オズワルドは静かに息を吸い込み、

「燃えろ！　火球フイアンマ」

　次の瞬間には発動句を唱となえ、火球を放つと、短剣ダガーを逆手に敵へと駆け出す。

「放て！　剣閃キヤローレ」

　大剣ツヴアイハンダーの切っ先から光弾を撃ち、レオニダムが火球を相そう殺さいさせる。

　と、オズワルドはレオニダムの間合いに入り、短剣を逆袈げ裟さに切り上げる。だがレオニダムに見切られ、紙一重でよけられる。

　対してレオニダムの中段から上段へのなぎ払い──オズワルドは体たいをずらしてぎりぎりで回避するも、危うく口元を覆おおう布を断ち切られるところだった。

「面めん頬ぼおのつもりか、なぜそんな布で顔を隠す？」

　隙すきのない構えのまま、レオニダムがオズワルドに問う。

「……ちょっと事情があってな」

　オズワルドは言葉を区切り、レオニダムから距離を取ろうとする。

「逃がしはせん──貪むさぼれ！　義に喩らず、理に喩る者どもグランデ・ザンナ」

　レオニダムが発動句を詠えい唱しようした瞬間、地響きが起こり、オズワルドの周囲の地面が激しく隆起する。

　突き出された地面が、太く、先端が鋭利な、まるで獣の牙きばを彷ほう彿ふつとさせる土の杭くいとなり、そんな土の杭が十数本も顕けん現げんしてオズワルドの全身を貫こうとする。

　オズワルドは即座に跳び上がり、

「爆はぜろ！　火球爆裂レジエロ・フイアンマ」

　巨大な火球が顕現、そして破裂する。炎ほのおのつぶてが土の牙に降り注そそいだ。だがすべてを相殺することはできず、いくつかの杭がオズワルドの身体からだを傷つける。

「くぅ……」

　地面に着地して、オズワルドはうずくまる。致命傷はさけたものの、右肩口が衣服ごと切り裂かれ、血がしたたる。

「──轟ごう雷らいの紋章！」

　もうひとつの上級紋章を解放し、レオニダムの全身が帯電する。

「轟とどろけ！　汝、倶に天を戴かずグランデ・ランポ」

　レオニダムが新たな発動句を唱となえる。うずくまっているオズワルドの頭上に、紫色の電流がほとばしる魔法陣が展開される。

「……次から次へと容よう赦しやないぜ。貫け！　薪に臥し、胆嘗める者の情念グランデ・フイア・ランチヤ」

　オズワルドは荒く息をつき、術の詠えい唱しようをする──炎ほのおが螺ら旋せん状にうねり、激しく膨張したかと思うと、十メートル近い、炎でできた突撃槍ランスが形成される。

　炎の突撃槍が魔法陣へ撃ち出されるのとほぼ同時に、魔法陣から稲光と共に雷が落ち、周囲が熱風と閃せん光こうで満たされる。しばらくして視界が晴れる。強大な、敵の紋章術は、しかしこちらの術と相そう殺さいされ、オズワルドはうずくまったまま安あん堵どの息をついた。

「もらった！」

　オズワルドの油断に、レオニダムが大上段から大剣ツヴアイハンダーを打ち下ろす！

　起き上がればまともに食らうと判断して、オズワルドは下肢に力を込めるとバック転でレオニダムと距離をとった。

「……クソ、分ぶが悪いな」

　オズワルドは立ち上がり、忌いま々いましそうに舌打ちする。

「どうした？　例の紋章は使わないのか？」

　挑発するように、レオニダムが小さく笑えみを浮かべる。

「……あいつらの前じゃ使いたくねえんだ」

　右手に目をやる──自分の正体がばれるリスクは極力犯したくない。バネー砦とりででは、レオンの前でヴァンデッドの紋章術を吸収してしまったのだ。

　オズワルドは気を引き締め、敵将の動きに意識を集中する。




　大物同士の激戦をレオンたちは固唾を飲んで見守る。

「……教官が押されてる」

　レオンの不安げなつぶやきに、シャルロットとカロンもうなずく。

　と、レオニダムがオズワルドへ接近する。剣けん戟げきをフェイントに超至近距離に入っての当て身、オズワルドが吹き飛び、レオニダムは追撃をかけるべく踏み込もうとする。

「やばい！　教官っ!!」

　レオンは短剣ダガーを抜いて飛び出す。レオニダムへ一気に歩を詰め、渾こん身しんの力での刺突……だが易やす々やすとかわされ、カウンターぎみに回し蹴げりを脇腹に打ち込まれる。

　肋ろつ骨こつがきしむ感覚と激痛に、まともに呼吸ができず、レオンはその場に両膝ひざをついた。

「甘い！」

　レオニダムが大上段に大剣を構え、振りかぶる。

　うめくことしかできないレオン。

　刹せつ那な、オズワルドがレオンの前に立ちはだかり、大上段からの斬ざん撃げきを短剣で受け止めてくれる。が、短剣ダガーが弾はじき飛とばされ、胸から腹へかけて斬きられる。

　オズワルドの動きが一瞬止まる。が、彼はすぐに右拳こぶしを固め、

「お前の相手はこのおれだぞ、レオニダム！」

　胸から血をしぶかせながら、敵将の顔面を殴なぐりつける。

　レオニダムがよろめき、わずかに隙すきができるものの、オズワルドも苦しげな呼吸を繰り返すだけだ。

「……教官……おれの、せいで……すみません……」

　レオンは立ち上がり、オズワルドの傷を見ようと彼の正面に回り込む。

「……右肩の傷あと」

　土の杭くいによる紋章術で切り裂かれたオズワルドの右肩口、その特徴的な古傷を目まの当たりにしてレオンは愕がく然ぜんとする──幼少の頃、両親を失った土砂崩れのときの大おお怪け我が、それによって残った自身の右肩の傷あとと酷こく似じしているのだ。

「教官、その傷……」

　脇腹の痛みも忘れて問いかけると、オズワルドが咄とつ嗟さに左手で右肩を隠す。彼が無言のまま、苦にが々にがしい目つきで自身の右肩を一いち瞥べつしたとき、

「この一撃で幕を降ろさせてもらう」

　低く響く声に、レオンとオズワルドがほぼ同時に顔を上げる。彼らの視線の先に、レオニダムが傲ごう然ぜんと立ちはだかり、不敵な笑えみを浮かべていた。

「跪ひざまずけ！　降り注ぐ雷神の慈悲インフイニト・サエツタ・エスプロジオーネ」

　レオニダムの発動句の詠えい唱しようにより、天空を埋めるように、青白く帯電する大剣ツヴアイハンダーが次々と顕けん現げんしていく。バネー砦とりででアグノリア兵の多くを死傷させた極大技インフイニトだ。

　悪夢のような光景がレオンの脳裏によぎる。彼は後方のカロンとシャルロットを振り返り、声を張り上げた。

「逃げろ！　あれはおれの紋章でも吸収しきれない!!」

　切羽詰ったレオンの叫びに、シャルロットが絶望的な顔をする。

「に、逃げろって言われても、あんなのからどうやって逃げればいいのよ」

　声を震ふるわせるシャルロットに、カロンも呆ぼう然ぜんとして夜空を仰いでいる。

「心配するな──」

　ややもすれば恐慌状態に陥りそうになる中、オズワルドが冷静な声こわ音ねで、緊迫する空気を和らげる。

「お前ひとりじゃ無理でも、おれがいる」

　覚悟を決めるような目をして、オズワルドが皮手袋をつけたまま右腕を夜空へ突き上げる。

「教官、なにしてんだよ……？」

　オズワルドが上空へ視線を向け、

「くるぞ！　構えろ、レオン!!」

　注意をうながすオズワルドの声とほぼ同時に、レオニダムも声を張る。

「降り注そそげ！」

　怒ど号ごうを合図に、まるで天てん蓋がいのように広がる無数の大剣ツヴアイハンダーがきらめき、レオンたちに向けて豪雨のように降り注ごうとする。

　規格外の迫力と、バネー砦とりででの戦闘のトラウマから、レオンは腰が引けそうになる。

「チェルシーを守りたいんだろ？」

　右腕を突き上げ、夜空を睨にらみつけながらオズワルドが問うてくる。

　レオンの脳裏にチェルシーの姿が浮かび、

「もちろんだ！」

　ほとんど反射的に答えると、オズワルドが首を巡らせ、レオンの目を鋭く見据える。

「だったら覚悟を決めろ。お前はこの先、もっと強大な敵と戦うことになるんだからよ」

「もっと強大な敵？」

「ああ、レオニダムとは比較にならないほどの相手だ。だからこの程度で心が折れるんだったら、チェルシーのことはあきらめたほうがいい。そうすりゃ、少なくともお前は安あん穏のんとした一生ってやつを送れるだろうさ」

「……安穏？」

　──仲間を見捨てて？

　レオンは刹せつ那な的に、自分とチェルシーを隔へだてる境界を幻視する。

　自分が仲間たちと笑っている反対側──分かたれ、決して交わらない境界の向こう側で、チェルシーがひとりぼっちで泣いている。

　寄る辺なく、緑色の瞳ひとみから涙の粒を流し、ただ父親の名を呼び続けるチェルシー。

　だが父親が彼女の前に現れることはなく、その涙をぬぐう者も、手をさしのべ、共に歩いてくれる者もいない。

　知らず、レオンは右拳こぶしを強く握りしめていた。

「そんなのに意味なんてねえ！」

　天を衝つくように、レオンは右拳を突き上げる。降り注ぐ大剣が光の粒子へと変じながら、彼の右手の紋章に吸収されていく。

　が、やはり一人で吸収できる量ではない──レオンが目を背そむけそうになった瞬間、思いもよらないことが起こる。降り注ぎ、光の結晶へと還かえる大剣がオズワルドの右手にも吸収されていくのだ。

　その衝撃的な光景を目にして、

「……アレは見間違いじゃなかったんだ」

　バネー砦とりででヴァンデッドの術をオズワルドが吸収していたことを、レオンは思い出す。同時に、彼の右手にもＹヨグの紋章が宿っているのだろうかと疑問が浮かぶ。

「レオン、お前にすべてを明かせないおれを不審に思うかもしれねえ。だけどな、お前たちを守りたいって言葉にうそ偽りはない──」

　右手に宿る紋章の正体は明かしてくれなかったが、今は上空の大剣ツヴアイハンダーを吸収しきれるかどうかのほうに意識がいく。そして大剣が二人の右手に吸収され続け、ついには最後の一本、それも吸収する。

　夜空を仰ぎ、レオンは胸の昂たかぶりに打ち震ふるえる。

「バカな、おれの極大技インフイニトが……」

　レオニダムは眼がん前ぜんの光景に動揺しているようで、その場にたたずむ。

「ここでレオニダムを討つ！　レオン、二人で今の極大技を返すぞ！」

「了解だ、教官！」

　オズワルドが叫び、レオンも即座に反応する。

「「跪ひざまずけ！　降り注ぐ雷神の慈悲インフイニト・サエツタ・エスプロジオーネ」」

　レオンとオズワルドの詠えい唱しようが重なる──二人の右手の甲が光り輝き、再び、天空を埋めるように無数の大剣が顕けん現げんする。

「「降り注そそげ!!」」













　雨あられと、まるで闇やみ夜を切り裂く流星群のように、大剣ツヴアイハンダーが次々とレオニダムへばら撒まかれる。

「……まだだ」

　レオニダムがうめき、新たな紋章術の発動句を詠えい唱しようしようとするが、大剣が彼を貫くほうが早かった。

　絶え間なく注そそがれる大剣に、レオニダムの全身がことごとく蹂じゆう躙りんされていく。

「ぬぅおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　上体を派手にのけぞらせ、全身を大剣で穿うがたれたレオニダムが苦く悶もんの咆ほう哮こうを上げる。

　だが意識は途切れておらず、レオニダムの双そう眸ぼうはいまだ光を宿している。

「……まだ死ねぬ、のだ……！」

　術の効果が切れ、レオニダムを貫いたすべての大剣が消失する。

　あとに残ったのは、まるでボロ雑ぞう巾きんのようになり、全身から血を噴き出している敵将だけだ。左腕は千切られ、残った右腕に握られた大剣を杖つえにして、かろうじてくっついているような両足を踏ん張らせている。

　生きているのが不思議なほどの状態である。それでもレオニダムが、レオンたちを睨にらみ見据える。

「……おれが死ねば……陛下はどうなる……、摂せつ政しようを誅ちゆうさねば……」

　荒い呼吸を繰り返し、

「……流れ……ろ……！　紫電鎧レジエロ・トウオン」

　発動句を唱となえるや、レオニダムの肉体が爆はぜるようにスパークする。

「肉体強化の紋章術？」

　オズワルドが表情を歪ゆがめながらつぶやく。

「……終わらせは……しない……Ｙヨグの娘と……共に……窮きゆう極きよくの、門を……開く……」

　死相を浮かべながら、レオニダムが前傾姿勢をとった。

　レオンとオズワルドは身構える。が、突如レオニダムがきびすを返して、電流に乗るような速度で天守キープへと飛び込む。捨て身の一撃を予想していただけに、敵の予想外の行動に二人は一瞬思考が鈍る。

　しかしレオンはすぐに我に返り、

「よくわかんねえけど、あいつ、チェルシーのところにいったのか!?」

　レオンもレオニダムを追いかけて天守へ入ろうとする。

「待て！　一人でいくな、おれも一緒にいく」

　オズワルドの声にレオンは踏みとどまる。

　それからオズワルドはシャルロットとカロンに振り向き、

「お前たちは馬車を停とめたところまで撤てつ退たい、もし夜明けまでにおれたちが戻ってこなければアグノリアへ帰るんだ！」

　有無を言わせない口調で指示を出すと、状況が状況なので二人とも無言でうなずいた。

「教官！　早くしねえとレオニダムを見失っちまう」

「わかってる。いくぞ、レオン！」

　その声を合図に、レオンとオズワルドも天守キープへと駆け込んだ。




　レオニダムが流したのだろう血液が点々と続いている。肉体強化の術を使っているとはいえ、瀕ひん死しの状態であることに変わりはないのだ。レオンとオズワルドもＹヨグの紋章の治ち癒ゆ力があるものの満まん身しん創そう痍いに違いなく、大掛かりな戦闘にはもう耐えられないだろう。

　二人は血の跡を追っていく。途中、何人かの敵兵を蹴け散らし、一階の最奥にある武器庫に到着した。

「得物でも探してるのか？」

　短剣ダガーを握り、レオンは武器庫の扉を凝ぎよう視しする。

「おれが先にいく。レオン、お前はおれの背に隠れてろ」

　オズワルドが扉の施せ錠じようの有無を確認する──施錠はされていなかったようで、次の瞬間、彼は扉を開け放ち武器庫へと飛び込んだ。

　一拍遅れてレオンも室内に突入する。室内は、槍やりや剣、メイス、ハンマー、弓矢などが所狭しと配置されている。

　だが室内には誰もいない。

「レオニダムとチェルシーはどこにいるんだ？」

　焦あせるレオン。オズワルドが床に残された血痕をたどっていく。

　レオンもそのあとに続く。部屋の一角に地下へ降りる階段があり、血痕も階下へと続いている。

「教官、レオニダムはこの階段を降りていったってことでいいんだよな？」

「そうなるだろうな」

　二人はうなずき合い、地下へと足を踏み出した。

　階段を降りながらレオンは既視感を覚える。

「これ、聖堂の地下と同じじゃねえか」

　巨大な空洞を囲む石造りの螺ら旋せん階段に、壁面を覆おおう光り苔ごけ──聖堂の、チェルシーが眠っていた地下へと続く階段とそっくりなのだ。

「まさかアレがあるなんてことは……いや、そもそもこの小砦とりではチェルシーを監禁するためだけのものだったんじゃないのか」

　眉み間けんにしわを寄せ、オズワルドが独りごちる。

「クソッ！　急ぐぞ……悪い予感しかしねえ！」

　舌打ちを一つ、螺ら旋せん階段を猛然と駆け降りていく。

「待ってくれよ、教官。一体どうしたんだ」

　つられる形でレオンも階段を降りる。

　かなりの距離を経て、二人は底へ到着した。

　聖堂の地下と同じようになにもない寂さびしい空間だが、壁面の一角に、七色に輝く、凝こった装飾の巨大な両開きの扉がしつらえてある。

「この砦とりでにもあったなんて……前は気づきもしなかった。そもそもおれのときはレオニダムとの戦闘がなかった上に、チェルシーを助けてすぐに脱出できたのに」

　苦にが々にがしくつぶやき、オズワルドが扉を見つめる。

　だがレオンは扉よりも、その前に立つチェルシーとレオニダムに目がいった。チェルシーは手て枷かせをつけられている。近くに簡易の寝台も置かれているため、どうやら彼女はここに監禁されていたようだ。

「チェルシー！」

　レオンの叫びに、

「レオン！」

　チェルシーも声を大にしてレオンの名を呼ぶ。

「レオニダムの始末はおれがつける。お前はチェルシーを保護しろ」

　言うやいなや、オズワルドがレオニダムへ一直線に向かう。

「邪魔をするな……不完全な儀式となるが……、窮きゆう極きよくの門を開き……Ｙヨグに謁えつ見けんする……」

　レオニダムが狂気を瞳ひとみに宿し、震ふるえる手で大剣ツヴアイハンダーを持ち上げる。

「それは窮極の門なんかじゃねえ！　時間と空間に作用する邪神召喚の扉──〈常闇の御扉トラペゾヘドロン・ゲート〉だ！」

「そのような……ざれ……ごと……」

「おれは実際にその扉が開くところを見たことがある！」

　オズワルドが吼ほえ、彼は短剣ダガーを手にレオニダムへ躍おどりかかる。だがレオニダムも半死半生とは思えぬ身の動きで応戦する。

　レオンは彼らの最後の戦いを横目に、チェルシーのもとにたどり着く。そして彼女の手枷を短剣で切り落とす。

　それとほぼ同時に、

「終わりだ、レオニダム！」

　オズワルドがレオニダムの腹部に短剣を突き立て、敵将がその場にどうと倒れた。

「……レオン」

　チェルシーがとまどいを帯びた声こわ音ねで、再びレオンの名を口にする。

「守れなくてごめんな、チェルシー。おれもっと強くなるからさ、お前を父親のところまで連れていけるくらい」

　レオンは自身の不ふ甲が斐いなさを詫わびる。すると、チェルシーがキュッと唇を引き結び、上目づかいに睨にらんできた。

「……なんであんたが謝るのよ。あたしのせいで襲われて、あんなに殴なぐられて、ボロボロになって」

　彼女の緑色の瞳ひとみがわずかに濡ぬれる。

「全部あたしのせいなのに、助けになんて来てほしくなかったのに……あたしなんか見捨てればあんたは幸せに暮らせるのよ？」

　聞きながら、レオンは困ったような顔をして蒼そう髪はつをなであげる。

「おれが幸せでもお前が不幸なら意味なんてねえだろ？　泣いてたらその涙をぬぐってやる、一緒に歩いてやる、おれはお前をひとりぼっちにはさせねえよ」

　仲間を守りたいということを伝えるつもりが、なぜか告白じみたセリフになってしまった。そしてそれを自覚して、レオンは自分の顔が熱くなるのを感じる。

　レオンは動揺して慌あわてふためき、チェルシーもほおが朱色に染まっていく。

「……でも、あたしなんかといれば」

　切なげな顔に戻り、吐息を漏らすと、チェルシーが胸の前で手を握った。

「おいおい、あまりチェルシーをいじめてくれるなよ、レオン？」

　オズワルドが首だけを向けて茶ちや化かしてきた。

「教官さあ、おれ結構いいこと言ってんだぜ」

　肩をすくめ、レオンもわざとらしくため息をついてみせる。一気に場が緩やかになる。先ほどの告白もどきの空気が流されて、レオンは安あん堵どした。

　だが次の瞬間にはオズワルドの正面で倒れていたレオニダムが立ち上がった！

「教官!!」

　レオンが叫び、オズワルドも気配で察知したようで正面に向き直る。

　大剣ツヴアイハンダーの一いつ閃せん──しかし精彩を欠いた攻撃がオズワルドに通用するわけもなく、大剣の一振りは彼の口元を覆おおう布を立ち切っただけで空振りに終わった。

「おぉおおおおおおお……ぉおおおおおおおお……Ｙヨグ……よ……！」

　鬼神の形相でＹの名を呼び、

「銀の鍵かぎと……血の、供く物もつなら……ここにある……！　ガルゼノン……王国に……女王……陛下……に、千年の……栄光を……!!」

　レオニダムは膝ひざをついてそのままくずおれた。

　緊張が走るが、七色の扉は開くこともなく、静寂を保ったままである。

「……おっさんの心臓じゃ血の供物にはならねえよ」

　オズワルドはつぶやくと、再びレオンたちに振り返った。

「今度こそおれたちの勝ちだ。カロンとシャルロットのところに帰るぞ」

「……レオン？」

　声を発したのはチェルシーだった。ジッとオズワルドの顔を見つめている。

　レオンもオズワルドの顔を見上げる──先ほどのレオニダムの斬ざん撃げきで口元を覆おおう布が切られ、彼の素顔があらわになっているのだ。

「な、しまっ……！」

　オズワルドが、布が断ち切られたことに気づき手で口元を隠すが、レオンの両目には彼の顔が焼き付いている。

「どうしてレオンと同じ顔なの……？」

　もう一度チェルシーがつぶやき、レオンもオズワルドの顔を見つめる。手で隠しているが、その顔はなるほど鏡にうつる自分の顔によく似ている。もちろん彼の年齢が二十代ということもあり、そっくりというわけではないが、目鼻立ちは通じるものがあるのだ。

　続けてレオンは、オズワルドの切り裂かれた右肩と、皮手袋ごしの右手を見やる。

　そして仮説というには噴ふん飯ぱんものな、でも直感的に確信した答えを口にする。

「やめろレオン!!」

　咄とつ嗟さにオズワルドが怒鳴るが、レオンもすでに言葉を紡つむぎ出している。




「……教官はおれなのか？」




　言葉が吐き出されるのと同時だった。

　周辺の空間が飴あめ細工のようにぐにゃりと歪ゆがみ出し、世界が改変されていく──まばゆく光り輝く闇やみ、不定形の名状しがたい生物どもが笛や太鼓を狂ったようにかき鳴らす静寂、見渡すことができないほど広大な小部屋、派手な色彩の荒こう涼りようとした、上下の区別のつかない大地……いつかの奇妙な空間が広がっていた。

　そんな空間に三人はたたずんでいる。

「クソッたれ！　まだ準備ができてねえっていうのに」

　オズワルドがうめき声をあげる。そして彼は目に見えて狼ろう狽ばいした表情で、絶望するかのように両手で頭を抱えた。

「なんなのよこれ……でもあたし、ここ知ってる。うん、そうよ！　眠ってたときに、ここで顔のない男からいろいろなことを教えてもらってた。内容は忘れちゃったけど」

　誰に言うともなくチェルシーがつぶやく。

「……おれもここでＹヨグの紋章を使えるようにしてもらったんだけど、どうして急に？」

　突然のことに、レオンもとまどいの声を上げる。

「お前ら、さっさとここから脱出するぞ！」

　オズワルドが焦あせりのにじんだ声こわ音ねでレオンたちを急せき立たてる。

「我らが姫よ、よくぞここまで」

　中性的な声が響き、突如彼らの前に、豪ごう奢しやな椅子と、そこに寝そべるようにだらしなく座る青年が現れる。

　黒銀の髪に、浅黒い肌、人ひと好ずきのする笑えみを浮かべているのに、目鼻立ちが認識できない、顔のない男だ。

　男はレオンとオズワルドを交互に見、

「ふむ。レオン・カーターが二人……トラペゾヘドロンなしでリンクできたのはこのせいですか。しかし解げせませんね、なぜ同じ世界に同一人物が？」

　わずかに首をかしげてみせたが、再び人好きのする笑みを浮かべる。

「まあよい、姫さえおられるのなら。さあ姫よこちらへ、お父上のもとに参りましょう」

「……パパに会えるの？」

　お父上という言葉に反応して、チェルシーがためらいつつも一歩を踏む。

「いくなチェルシー！　奴やつはお前を利用しようとしているだけだ！」

　オズワルドがチェルシーの前に立ち、彼女を守るようにして顔のない男に相対する。

「……あなたは何者だ？　もう一人のレオン・カーターよ」

　肘ひじ掛けに身を寄せ、頬ほお杖づえをつきながら顔のない男が問いかける。

「テメエをぶち殺すために還かえってきた者だ──チェルシーは絶対に渡さねえ！」

　オズワルドは素早くチェルシーの手を取り、レオンに振り返る。

「とは言ってみたところで、今のこのボロボロの状態じゃ太た刀ち打ちできねえ。二人とも、ここから逃げるぞ」

「でも教官、あの人のおかげでおれはＹヨグの紋章を使えるようになったんだぜ」

　突然の展開──オズワルドの正体も含めて理解できないことだらけで混乱するが、それでもレオンは反論する。

「話はあとだ！」

　オズワルドの怒ど声せいに、しかしレオンは刹せつ那なの逡しゆん巡じゆんに惑う。

「やれやれ、素直にきていただければ手間もはぶけるというのに……」

　顔のない男がため息のような、けれども獲物をもてあそぶような、愉悦を含んだ声を出すと、彼に奇妙な変化が起こった。

　その顔面が突如ぽっかりと空洞になったのだ。その空洞の中は吸い込まれそうになるような濃い闇やみが堆たい積せきしており、赤ん坊の泣き声のような、小動物の威い嚇かくする声のような、聞く者の神経を不安定にさせる声が響いてくる。

　生物としての本能がレオンに逃走を警告するが、金縛りにあったように身体からだは動かない。と、空洞の奥で〈なにか〉がのたうつように、緩かん慢まんな動作で蠢うごめいているのが見えた。

　緩やかに蠢うごめいていると思いきや、突如、驚くべき高速で〈なにか〉が空洞から這はい出でてくる！

　それは〈腕〉だった。そして〈腕〉は這はい出だした瞬間に巨大に膨れ上がる──かつて戦った巨大ミミズドールよりも長く太く、だけれど真っ黒な霧のように、質量や実体があやふやなものなのだ。

「な、なんなんだよアレ」

　レオンは漆しつ黒こくの〈腕〉に魂ごと吸い寄せられていくような錯覚に陥り、おもわず短剣ダガーを取り落としそうになる。

「見るな！　持ってかれちまうぞ」

　オズワルドの声が耳じ朶だを打ち、続いてレオンは胸ぐらを引っ張られる。ハッと顔を上げると、険しい顔をしたオズワルドと目が合った。

「……紋章を使えるようにしてくれた恩人だと思ってたのに」

　レオンがつぶやくと、オズワルドも険しい表情のままうなずく。

「奴やつは、Ｙヨグの創生の力を望み、その鍵かぎであるチェルシーを狙ねらってるんだ。そしてチェルシーを自分のもとに連れて来るための運び屋がお前だ、レオン。Ｙの紋章の封印を解いたのも善意からじゃねえ、チェルシーを連れて来させるための力を与えたにすぎない」

「じゃあ恩人でもなんでもねえのかよ……」

　あんな化け物に感謝していた自分が滑こつ稽けいで、レオンは歯は噛がみする。

「ああ。あの顔のない男こそ、おれたちの最大の敵だ」

　オズワルドが怒ど気きを孕はらんだ目で〈腕〉を睨にらみつける。

　だが当の〈腕〉はレオンたちを捕えるでもなく、悠ゆう然ぜんとした動作で空間内をまさぐっているのだ。

「野郎、おれたちが逃げられないと思って遊んでやがる」

　忌いま々いましげにオズワルドが舌打ちをしたとき、

「……意味がわかんない」

　オズワルドの隣にいたチェルシーが、その場にペタンと座り込んだ。

「あたしはただパパに会いたいだけなのに、どうしてこんなに人が死んだり、化け物が出てきたりするの？　どうして普通に会えないのよ」

　両腕で自身の肩を抱き、自や棄けの声を上げるチェルシー。

「もうこんなのやだ……」

　レオンは声をかけようとして、しかし先にオズワルドが口を開く。

「過酷な運命を背負って生まれてきちまったのは不運なのかもしれねえ」

　オズワルドがチェルシーの前で膝ひざをつき、彼女と顔を向き合せる。

「だけどなチェルシー、知ってほしいんだ。お前は〝不運〟かもしれない、でも決して〝不幸〟なんかじゃないってことを。おれがいる。おれが絶対にお前を守ってやる」

「な、なんでそんな恥ずかしいこと……」

　チェルシーのほおがわずかに赤らむ。

「そもそもどうしてそんなに一生懸命なのよ。どんなに尽くしてくれても、あたしはあげられる物なんてなにも持ってないのに」

　その言葉にオズワルドがフッと息をつく。

「約束したんだ、お前のことをかならず守ってみせるって」

「……約束？　誰と？」

　ほおは赤いまま、チェルシーが怪け訝げんそうな顔をする。

「お前自身とさ──」

　短く言葉を切り、オズワルドがチェルシーの緑色の瞳ひとみを見つめる。

　対して、チェルシーは意味不明とばかりに、

「ちょ、ちょっと、あたし、そんな約束した覚えなんてない。一体なに言ってんのよ」

　オズワルドが無言で、愛いとしそうにチェルシーの桃色の髪をなでる。

　それから溢あふれる思いを吐と露ろするように、

「男ってのはな、好きな女のために一生懸命にがんばりたい生き物なんだよ。もうずっと昔からおれはお前に惚ほれてたんだから」

　わずかに赤らんでいたチェルシーのほおが、リンゴのように真っ赤になり、

「ちょっ、いきなり、バカ！　バカじゃないの、バカッ！」

　思い切り罵ば倒とうするチェルシーを、しかしそれすらも心地よいというふうにオズワルドが小さくうなずいた。

「教官、チェルシーのことが好きだったのかよ……でもそれって」

　自分そっくりな容姿のオズワルドを、レオンもまじまじと見る。

「シャルロットが生きている今じゃ、いろいろと変わってくるのかもしれないが……」

　蒼あお色の前髪を払いながらオズワルドが立ち上がり、

「それでもレオン、お前にもいずれ、おれの気持ちが分かるはずだ。一緒にいるだけでこんなにも胸が熱くなって、愛しくてしょうがなくなる存在に気づくときが」

　少し照れたように息をついた。

　突然、漆しつ黒こくの〈腕〉から無数の触手が生えて、四方八方へとうねりながら散開する。そのうちの一本がレオンたちの真横を通り過ぎていった。

「おちょくってやがるな、畜生め」

「教官、どうやったらここから出られるんだ」

　レオンの質問に、オズワルドが眉み間けんにしわを刻むと唇を噛かんだ。

「本来この空間への行き来は、あの七色の扉──〈常闇の御扉トラペゾヘドロン・ゲート〉を開くことでしかできないんだ。こんなイレギュラーな方法だと……奴やつを倒すしかないだろうな」

「……あの化け物を？　弱点でもあるのかよ」

　普段は調子乗りのレオンでも、さすがに目の前の人外には引いてしまう。

「あるにはある──炎ほのおだ」

　オズワルドが顔のない男の弱点を口にする。

「もちろん生半可な火力じゃ傷一つ与えられない。おれの煉れん獄ごくの紋章でも倒すことはできない……この十年間、その力をずっと探してたんだが見つけられなかった」

「じゃあどうすりゃ……」

「……ねえ！　あれってなに」

　突然チェルシーが立ち上がり、指をさす。

　レオンはその方向へと視線を向ける。不定形の名状しがたい生物どもが狂ったように演奏をする付近の空間が、立ちのぼる陽炎かげろうのようにゆらゆらと揺れているのだ。

「ありゃあ空間のひずみじゃねえか……なんでこんなところに」

　オズワルドが何事かを独りごち、

「そういうことか！　喜べ、おれたちはここから脱出できるぞ」

「急にどうしたんだよ、教官。あの揺らめきがなんだっていうんだ？」

　疑問符を頭上に浮かべたままレオンはオズワルドに振り向く。

「Ｙヨグの娘であるチェルシーがいて、レオニダムが心臓を捧ささげたことで、不完全とはいえ儀式が成り、〈常闇の御扉トラペゾヘドロン・ゲート〉にわずかな隙すき間まができたんだ──それが空間のひずみとなって現れてるってわけだな」

「難しい話はわかんねえからさ、結論だけ言ってくれよ」

　じれったく説明されるのに辟へき易えきして、レオンは答えだけを求める。

「あのひずみに衝撃を与えてやれば元の世界へ帰れるってことだ」

　オズワルドが安あん堵どの声を上げ、三人は空間のひずんでいる場所まで移動する。そして彼は紋章術の詠えい唱しようを口にする。




「爆はぜろ！　レジェロ・フィ……!?」




　詠唱が半ばでとまり、レオンはいぶかりながらオズワルドに振り向く。

　……オズワルドの腹部を、数本の漆しつ黒こくの触手が貫いていた。触手は逃がさないとでも言うように、根を張るように傷口へ癒ゆ着ちやくしていく。さらに数本の触手が、彼の胸と右腕、左の太ももを貫いた。

「教官!!」「そ、そんな……！」

　レオンとチェルシーが同時に叫ぶ。

　かすれ声でオズワルドがうめき、次の瞬間、ごぼりと血の塊を吐き出した。





　　　　※






　オズワルドはとても奇妙な感覚にとらわれていた。

　空間全体がモノクロに包まれ、時間が緩かん慢まんに流れているのだ。知覚が狂っているかのように音も匂においも肉体の感覚もなく、事実触手に貫かれているのに痛みもない。

　まるで時間の牢ろう獄ごくにでも繋つながれている心もちの中で、自分は死の際ぎわにいるのだと、オズワルドは直感する。

　──おれは死ぬのか？

　愕がく然ぜんとして、自身の状態を確かめる──何本もの触手が腹部に深く突き刺さり、おそらく内臓がやられている。これではもう助からないだろう。

　──チェルシー、カロン、シャルロット……。

　オズワルドは、彼がまだレオンだったときの、無念のうちに死んでいった仲間たちの顔を思い出す。

　カロンのいつも自分のことを肯定してくれるはにかんだ顔、シャルロットの自分に説教する怒った顔、チェルシーのほおを赤らめた恥ずかしげな顔──。

　オズワルドの脳裏に、仲間たちのもっとも印象的な表情が次々と浮かび上がる。

　カロンはいつも自分の隣にいてくれた。なにをするにも一緒だった。最高の友人だった。

　シャルロットは生涯の恩人だ。彼女がいてくれたから両親が死んでも孤独の闇やみに飲み込まれずに済んだ。恋心に気づくことはできなかったが、彼女のことが大好きだった。

　そしてチェルシーは……最初は境遇が自分と重なって同情していただけだった。だけど仲間を失ったあと彼女が側そばにいてくれたから救われた。命に代えても守りたいと思った。

　想おもいを巡らせ、オズワルドは遥はるか境界線の向こう側に仲間たちの姿を幻視する。

　──おれは、お前らといた日々をもう一度……。

　仲間たちとの幸せだったころを夢想して、切ない思いが彼の胸を強く締めつける。

　しかし無情にも、触手に貫かれたオズワルドの肉体は今まさに死にゆこうとしており、もはや彼には未来を変えるための力は残っていない。

　オズワルドは懺ざん悔げする。

　──すまない、みんな……、不ふ甲が斐いなくて……すまない……。

　無念と絶望にさらされながらも、オズワルドは自身の残酷な運命を見据える。

　──こんなところで死ぬのか？　なら、なぜおれは過去に戻ってきたんだ？

　自問しながら、自分に〈オズワルド〉の名を与えた、ローブに身を包んだ者のことを思い出す。

　──一体なんのためにおれは……。

　存在の証明を求めるように言葉を紡つむぎ、直後不吉な思いがよぎる。

　──端はなから意味なんてなかったということなのか？

　すぐにオズワルドはそれを強く否定する。

　──そんなことはない！　無意味に時を遡さかのぼるなんてバカなことがあってたまるか!!

　激情に駆られた瞬間、オズワルドはハッとして顔を上げる。




　レオンがいる。




　レオンが自分を助けようと短剣ダガーを振るっているのだ。緩かん慢まんな時間の中なのでその動作は非常にゆっくりだが、表情から彼の必死さが伝わってくる。

　オズワルドは目の前のレオンについて考える。




　──この呪われた運命を打ち砕くのはおれではなくレオンなのか？




　なおも懸命に、諦あきらめることをせずレオンが短剣を振るう。

　お調子者で、スケベなガキのくせに、仲間を守るときは真剣そのものだ。自分のことながらいい男だと、オズワルドはレオンを見つめる。

　今のレオンはあの頃の未熟すぎた自分と比べても、より頼もしい。自分と同じあやまちのいくつかは起こさないだろう。しかも、カロンとシャルロットも生きており、彼らと協力すれば……。

　そうすれば、自分が届かなかった場所──呪のろわれた運命の先に、レオンたちはたどり着いてくれるのではないだろうか？　いや、必ずたどり着いてくれるはずだ。

　それならば……。

　──おれがやるはずだったことをレオンに……。

　最悪の事態を想定して用意しておいたアレを託さなくては。

　レオンにこの先に起こることを伝えるまでは死ねない──そうでなければ、自分に未来を託して死んでいった仲間たちの想おもいが無駄になってしまう。そんなことだけは絶対にあってはいけない。

　──おれは運命テメエに最後まで抗あらがってやる！

　オズワルドの生命の抜けつつある肉体に、決意の焔ほのおが赤々と宿った。





　　　　※






「なんなんだよこれ、なんですり抜けるんだ」

　レオンは短剣ダガーで、オズワルドを穿うがつ漆しつ黒こくの、霧のような触手を切り裂こうとするが、刃やいばは空を切るように手て応ごたえなく触手をすり抜けてしまう。

　一方、オズワルドは気を失っているようで、穿たれた触手に吊つられた状態でピクリともしない。

「クソ、教官、しっかりしてくれよ、教官っ！」

　なおもレオンが短剣を振るい続けると、

「レオン……」

　意識が回復したのか、オズワルドが顔を上げた。しかしその顔は、血の気が失うせて青白くなり、明らかに死相が浮いている。

　レオンは必死に短剣を振り下ろす。が、やはり刃はむなしく触手をすり抜けてしまう。

「どうしてだよ、どうして切れないんだ！」

「デタラメだろ？　これが人ならざるモノの力だ……極大技インフイニトでもなきゃ……かすらせることもできねえよ……」

　苦しげに言ってのけるオズワルドに、レオンも顔を歪ゆがませながら声を荒げる。

「なにか方法はねえのかよ！」

　オズワルドが震ふるえる手でレオンの腕をつかんだ。

「すまない……」

　小さくあえぐオズワルド。

「おれが未来を変えたかった……誰も死なない世界にみんなを連れていきたかった」

　オズワルドが寂さびしげにレオンを見つめ、苦痛で悶もだえながらも口を開く。

「レオン、学園に戻ったらおれの部屋の机を調べてくれ。お前に宛てた手紙が入っている……おれにもしものことがあったときの、最悪の事態を想定して書いておいたものだ……その手紙に真実が……」

　苦しげに息を切らしながら続ける。

「チェルシーたちを守ることに必死で、お前にはずいぶんと辛くあたっちまった……でも、今のお前になら託すことができる」

　相当に苦しいようで、一度区切り、

「……お前は、昔の勘違いしていたおれなんかよりよっぽど強い。それは単に紋章とか体術がってことじゃねえ、自分テメエの未熟さをよくわかってるからだ」

　痛みをこらえながら、オズワルドは優しげな眼まな差ざしをする。

「お前はこれからもっともっと強くなれる。だから仲間と一緒に世界を……」

　祈るように、オズワルドがレオンへ思いを託す。

　しかしレオンは理解が追い付かず、

「……なに言ってんだよ、教官？」

　レオンの問いかけには答えず、オズワルドは死に際ぎわのすべてを受け入れる決然とした顔で、口の端を吊つり上げる。

「……爆はぜろ！　火球爆裂レジエロ・フイアンマ」

　発動句を詠えい唱しようする。巨大な火球が顕けん現げんして、すぐに破裂、炎ほのおの散弾が空間のひずみに向かってばら撒まかれる。

　すると、レオンたちの目の前でひずんでいた空間に波紋が広がり、次の瞬間には両開きの扉が開門するように〈穴〉が開かれる。〈穴〉の向こう側には、先ほどまでいた地底の空間が広がっている。

　正常な空間──元の世界に戻ることができるようだ。

「……レオン、チェルシー、飛び込め！」

　その声に、レオンは顔をくちゃくちゃにしながら唇を噛かむ。

「教官も一緒だろ？　おれたち全員で学園に帰るんだろ、なあ？」

　懇こん願がんするように、レオンはオズワルドを見る。

「早く、行け……、レオン」

「ふざけるな！　教官を置いていけるかよ！」

　レオンの怒ど声せいに、オズワルドが〈腕〉へと視線を上げる。レオンもそれを追って……瞬間、全身の皮膚が粟あわ立だち、おぞましさに吐き気をもよおす。〈腕〉がうごめく上方で、巨大な〈眼〉が顕現して、こちらを見据えているのだ。

「気味の悪い奴やつだぜ。テメエさえいなけりゃ……」

　オズワルドが吐き捨てるように言うと、

「……結局……おれはなにもできなかった……、チェルシーだけじゃねえ……、カロンもシャルロットも……おれは自分の仲間を、誰も助けることができなかった……」

　オズワルドの瞳ひとみに涙の粒が浮き上がる。そして彼はそこで咳せき込こむと派手に吐血する。

「教官っ！」

　吐き出された血の量が半端なく、その一部がレオンの制服にかかり赤いシミをつくる。

　そのとき、自分の腕をつかんでいたオズワルドの手に力が込められ、レオンはオズワルドの真っ正面に向き直る形で引っ張られた。

　オズワルドが、口元を濡ぬらす血をぬぐうこともせず、荒い息づかいを繰り返す。

「……レオン、お前は、生きてくれ……生きて……おれが、たどり着けなかった世界に……あいつらが……、死なない世界に……たどり着いて、くれ……」

　レオンのほおへ、オズワルドの手が伸び、そして触れた。

「お前は……おれの、可能性なんだ……たった、ひとつ残された……希望、なんだ……」

「全然意味がわかんねえよ……」

　言いながら、目頭が熱くなり、鼻の奥がツンとして、レオンは自分も涙を流していることに気づく。

「……チェルシー！」

　オズワルドがチェルシーの名前を呼ぶと、

「は、はい！」

　レオンの後ろで、ショッキングな出来事の連続によって固まっていたチェルシーが、ビクリと震ふるえる。

　そんな彼女に、オズワルドが力を振り絞って笑えんでみせる。

「過酷な運命が……お前を……苦しめても……くじけないでくれ……、レオンが……守るから……」

　そして愛いとしい者へ最後の想おもいを伝える。

「あぁ、……最後に、また会えて……よかった……ずっと、ずっと……愛している、チェルシー──」

　そう告げた途と端たん、新たな触手が二本、オズワルドの左腕と肩を貫く。

　オズワルドが、高みからこちらをうかがっている〈眼〉を睨にらみつけた。

「テメエに、チェルシーは……渡さねえぞ……！」

　瀕ひん死しの肉体をのけぞらすと、まるで最後の見み得えを切るかのように、ニヒルな笑みでもって発動句を唱となえ始める。

「……サクロ＝ウィル・ヴァー……スミェールチィ＝ヴァグ＝……ガルガンチェア──我……炎ほのおの王を、御する者なり……」

　オズワルドを包む紅ぐ蓮れんの炎が、白亜の炎へと変じていく……いや、違う。包んでいる炎、ではなく、オズワルド自身が光り輝く白い炎へと変じているのだ。

　そして、オズワルドを穿うがっていた触手が次々と白亜の炎に焼かれて、消滅していく。再び、漆しつ黒こくの触手がオズワルドに襲い掛かるが、彼を穿つ直前に焼かれ、霧散する。

　さらに、オズワルドが〈眼〉に振り返り、左腕を掲げる。手の平から白亜の光線を放った。光線は〈眼〉を貫き、〈眼〉は白い炎に包まれると消滅した。

「なんなんだよ、なんでまだそんな力が……」

　あまりにも強大な力を操るオズワルドに、レオンは、一体どこにそんな力が残っていたのだと目を見開いた。

　次の瞬間、オズワルドの左腕も掻かき消えるように崩れ去っていく。

　それを目まの当たりにして、レオンの脳裏をよぎるものがあった──かつてオズワルドが、同じ炎系の紋章師であるカロンに、ある紋章術の使用を禁ずる話をしていたのだ。

　それは、極大技インフイニトを超える強大な力を得る代わりに術者の命を犠牲にするという……

「自爆の紋章術……」

　拳こぶしを握りしめるレオン。そのときオズワルドが自爆技の発動句、その最後の言葉を口にする。




「対価に、汝なんじを御する者の名を……捧ささげん……我の名は……レオン・カーター！」




「教官、あんたはやっぱり……」

　レオンがつぶやくのと同時に白亜の炎ほのおが大膨張して、荒れ狂うように空間内を満たしていく。それにより、顔のない男が〈腕〉もろとも白き炎に包み込まれ、浄化されていった。

　しかしその代償として、オズワルドの肉体も炎の塊へと化し、人間としての輪郭を失っていく。

「なんて術、使ってんだよ、バカ野郎……！」

　泣くのを我慢するように、レオンは強く歯を食いしばる。だがそれでも涙が次から次へとあふれ出る。

　そんな彼に、もはや存在が消えつつあるオズワルドが振り返った。

「……いけ！　チェルシーを、守れ……!!」

　オズワルドの、命を燃焼させるような気迫に押され、レオンは目元をぬぐい、チェルシーの手を取って〈穴〉へ飛び込んだ。一瞬で彼らは現実世界へと生還する。すぐに振り返ると、自分たちは七色の扉から出てきたようで、目の前に扉が口を開けていた。













　そしてオズワルドを残して〈穴〉──扉が徐々に閉じていく。そのとき、現実と非現実を隔へだてる境界で彼がもう一度、口を開いた。

　だが、それはもはや声にはならず、レオンの耳には届かない。

　それでも口の動きでなにを言ったのかは理解できる。




「──生きろ！」




「……教官」

　レオンが手を伸ばしたときには、扉は完全に閉まり、彼ひ我がを隔てる境界は完全に消失してしまった。

「ウィンチェスター教官っ!!」

　もう一度、声を限りに、レオンはオズワルドの名を叫ぶ。

　しかし。

　レオンの声は、静せい謐ひつな空間にむなしく溶けていくだけだった。






　　　終章　遺志を継ぐ者









　小砦とりで脱出後、レオンたちは元々用意していた茶葉を、さも買い付けてきたように装い、神聖アグノリア帝国へと帰ってきた。

　オズワルドがあらかじめ用意してくれていた物で、チェルシーの入国許可証と身分証明書一式もあり、無事に関所を通過することができたのだ。

　レオリアとディーヴァはバネー砦でレオンたちの帰りを待っていた。

　会長たちにすべてを話すべきか悩んだが、レオン自身まだ心の整理がついておらず（カロンとシャルロットには話しているが、それが精一杯だった）、今は真実を伏せることにした。

　代わりに、小砦での激戦でオズワルドとレオニダムが相討ちしたと説明した。

　レオリアがオズワルドの死を悼いたみ、レオンたちの密入国が表に出ないように彼を行方不明者として学園に報告すると約束してくれた。

　二人を騙だましていることに、レオンは心の中で謝罪した。

　さらにレオリアは、チェルシーの入学推薦状を作成してくれていた。学園に戻り次第、王女としての特権で編入手続きをするとのことである。

　これにより、チェルシーはローウェン紋章学園の学生として、正式に学園の寮への居住権を得ることができた──。





　　　　※






「あった。これが教官の言ってた手紙か」

　オズワルドの教官室で、レオンは一通の封筒を手にした。

　彼らは、学園に戻ってすぐにオズワルドの部屋の探索を始め、そしてオズワルドの言葉通り、執務机の引き出しからその封筒を発見したのだ。

「……ずいぶんと大おお袈げ裟さな封をしてるな」

　レオンは、封筒の、蝋ろうの封印を解くと手紙を取り出す。

「じゃあ読むぞ？」

　チェルシー、シャルロット、カロンの顔を順番に見ると、三人とも小さくレオンにうなずいた。

　呼吸をひとつ、レオンは手紙を開いて目を落とした。




　レオンへ──

　この手紙をお前が読んでいるころにはおそらくおれは……なんて書いたらベタすぎて笑われちまうだろうが、まあ実際お前がこれを読んでるのなら、おれはもう死んでるんだろうな。

　すまない、きっとおれはしくじったんだ。

　今現在、お前がどういう状況に置かれているのかわからないが、とりあえずおれの真実について記しておく。

　おれの本当の名前はレオン・カーターだ。そうレオン、おれはお前自身なんだ──同じ世界に同一人物が二人いて、お互いにそれを認識しちまったら、顔のない男のいる空間に引きずり込まれる……だから今まで打ち明けることができずにいた。

　とはいえ、こんなことを手紙で打ち明けられたら、余計に信じることなんてできないだろうな。だからおれがお前である証拠をひとつ同封しておいた。




「証拠を同封？」

　レオンは封筒を逆さにする……ジャランと乾いた音と共になにかが机の上に落ちる。

「……なんでこれが」

　愕がく然ぜんとしながら、レオンは身につけている首飾りと、机の上のそれを交互に見、再び手紙に目をやる。




　その首飾りは〈彼女〉の首飾りだ。

　お前にとっては決して忘れることのできない大切な品だと思う。鑑定に出せば、これがお前の首飾りと同一のものだとわかるだろう。

　だからおれがレオン・カーターであるということで話を進めていく。

　まずおれは、こことは別の時間からやってきた。

　おれがチェルシーと出会った日は、おれのいた世界の、大陸歴１４４２年の６月26日──その日からチェルシーを狙ねらう連中との戦いが始まった。

　……その過程でカロンとシャルロットは死んだ。いや二人だけじゃない、チェルシーも、そしておれもだ。

　おれも確かに死んだんだ。顔のない男からチェルシーを守るために戦い、全身をバラバラにされて死んだ……はずだったのに、気づいたときには十年前の、第七次リネイア大陸大戦の末期の時代に目覚めていた。

　正直、なんでおれが生きているのかはわからない。だがおそらくは、〈時間〉と〈空間〉に作用する、邪神召喚の扉──〈常闇の御扉トラペゾヘドロン・ゲート〉からなんらかの干渉を受けたんだと思う……。




　そこでレオンは首を左右に振り、

「……みんな、死んじまったってのかよ」

「うそ、だよね、こんなの……」

　カロンがあえぐように言葉を紡つむぐ。その隣ではシャルロットも硬い表情に、しかし動揺しているようで顔色が青白くなっている。

「うそだと信じてえけど」

　レオンもそれ以上答えることができず、沈黙する。

「続きを読んで──」

　沈黙を破ったのはチェルシーだった。緑色の瞳ひとみを向け、手紙を読むことを訴える。

「あ、ああ」

　レオンはうなずいた。




　レオン、お前はチェルシーと出会った日から半年後に、顔のない男によって殺される。

　この絶望の運命に抗あらがうんだ。

　運命に抗う鍵かぎは、〈Ｙヨグ〉と〈窮きゆう極きよくの門〉にある。

　おれがこの十年間で集めたＹと窮極の門に関する資料、チェルシーと出会ってからお前が死ぬまでの間に起こることの詳細を、一冊にまとめて学園の付属図書館に隠しておいた。

　お前たちにとって強力な武器になるはずだ。見つけ出して役に立ててほしい。

　そして、できるなら、カロンやシャルロット、チェルシーといった信頼できる仲間に協力を仰いでほしい……かつてのおれのしくじりの原因は、力に目覚めて調子に乗ったことや、友に頼らず、すべてを自分ひとりで抱え込んじまったことにある。

　失ってからでは遅いんだ。後悔してもしきれない……。

　レオン、どうか大切な仲間たちが死なない未来に変えてくれ。

　お前こそが残された最後の希望だ。





オズワルド・ウィンチェスター






「……いくらなんでもこんなことを信じろだなんて」

　硬い表情を崩さず、最初に声を出したのはシャルロットだった。

　レオンは机の上の首飾りを拾い、決意するような目でそれを見つめる。

「確かに信じられない。特にみんな死んじまうなんて絶対に信じたくねえけど……首飾りや、教官の顔、右肩の傷あとにＹヨグの紋章、チェルシーが目覚めてからの出来事──合わせて考えると、この手紙の内容が嘘うそだとは思えない」

　そんなレオンに、チェルシーが瞳ひとみを伏せる。

「やっぱり、あたしはここにいないほうがいいんだと思う。あたしのせいでみんなが死んじゃうんだもん」

　自分の責任だと感じているのだろうか、顔を強こわ張ばらせて辛そうにしている。

「チェルシーのせいじゃねえよ。チェルシーを利用しようとするクソ野郎たちのせいだ」

　レオンは右手の甲、自らの紋章に目を落とす。

「おれはさ、今までチェルシーをＹのもとまで連れていくって言いながら、どこか他人事みたいな気持ちがあった。あくまでもチェルシー個人の問題なんだっていう具合に……」

　大きくかぶりを振り、レオンは真剣な眼まな差ざしでチェルシーを見る。

「でも違ったんだ。チェルシーを、じゃない、おれが、Ｙに会いにいかなくちゃいけないんだ。教官の言葉通り、未来を変える鍵かぎがＹにあるって言うのなら」

　だがチェルシーは目を伏せたまま、レオンの顔を見ようとしない。

「……でも結局、あたしとの関わりを断てばあんたは平穏に暮らしていける」

　瞬間、オズワルドにも似たようなことを言われたのを思い出して、

「逆だ──」

　チェルシーの発言を、レオンは即座に否定する。

「お前と別れちまえば、おれは一生後悔しつづける。だって教官はおれ自身だったんだ。その教官がおれに未来を託したんだから。だったらおれはその遺志を継いで戦わなくちゃいけないんだ」

　レオンの意思表明に、チェルシーは唇をキュッと引き結び、苦しそうな顔をする。

「……ぼくも一緒に戦う」

　カロンが、静かに、しかし強い意志を宿した声で言う。

「ぼくはレオンの相棒バデイなんだから、レオンをひとりになんて絶対にさせないよ。たとえ死ぬ運命にあったとしても」

「うぅ、もうっ！」

　声を荒げるシャルロット。だが硬い表情はすでに消えていた。

「自分が死ぬなんて嫌……」

　しばらくの間、手を握ったり開いたりと逡しゆん巡じゆんの仕草を繰り返していたが、ため息のような深い息をついたかと思うと、

「でも、レオンが死ぬのはもっと嫌！　レオンのことはわたしが守るんだからっ!!」

　飴あめ色いろの瞳ひとみに熱を灯ともし、シャルロットも自身の意思を告げる。

「カロン、シャルロット……」

　仲間たちの申し出に、レオンは胸の奥から熱いものが込み上げてくるのを感じる。

「じゃあ決まりだな！」

　レオンは拳こぶしを握ると、チェルシーに向き直る。

「チェルシー、おれたちは自分たちの意思で、Ｙヨグに会いにいくことを決めた。だからもしお前がおれたちの前からいなくなったとしても、そんなこととは関係なく、おれたちは自分たちのためにＹに会いにいく」

　レオンはチェルシーに向けて手を差し出す。

「でもどうせ目的が同じなら一緒にいかないか？　おれたちの仲間になってさ」

　チェルシーは緑色の瞳でレオンの手を見つめる。

　それから、浅い呼吸を何度かすると、絞り出すようにして言葉を紡つむぐ。

「……あたし、紋章師じゃないから足手まといにしかならないわよ」

「おれがお前の分まで戦えば問題ないだろ？」

「これでもあたし、結構我がままで、高飛車なんだからね」

「いやいや、そんなの初めて会ったときから知ってるし」

「あんた、あたしと対等な感じでいるみたいだけど、あたしはＹの娘なのよ？　あんたなんかよりずっと尊い存在なんだから。そこのところちゃんと自覚してるの？」

「ああ。わかってるよ」

「ふ、ふん……」

　わざと偉ぶるような、不ふ遜そんな声を出し、チェルシーがこころもち胸をそらす。

「その割には仲間にならないかって、生意気な言い方よね。あたしがあんたたちの仲間にしてもらうんじゃない、あんたたちがあたしの仲間にしてもらうのよ？」

「了解だ」

　途と端たん、チェルシーの表情が小動物のように弱々しくなった。そして祈るような儚はかなさでレオンの顔を見つめる。

「……本当にこんな嫌な女が一緒でもいいの？」

　レオンは一瞬きょとんとしたが、すぐに満面の笑えみで答える。

「本当に嫌な女だったら一緒にいたいとは思わねえよ」

　その言葉にチェルシーは顔をそむける。そしてちょっとだけ目元をぬぐうと、彼女はレオンの手を握った。

「ありがとう──」

「ちょ、ちょっとちょっと！　あんまりベタベタしないでっ!!」

　いい雰囲気になりかけていたレオンとチェルシーの間に、シャルロットが乱入して、無理やりに二人の手をほどかせた。

「ベ、ベタベタなんてしてないもん！」

　顔をぶんぶんと振りながら、チェルシーが顔を赤らめる。

「し、してたじゃない！　手なんか握りあっちゃってさ、そ、そういうのは不純異性交遊って言って……」

「……不純異性交遊て、ただ握手しただけだろ？　なに怒ってんだよ、シャルロット」

　理解に苦しむとばかりに、レオンが眉まゆ根ねを寄せると、

「レオンはほんとダメだよね、にぶいんだからさ」

　カロンが少し楽しげに、シャルロットへ目配せをする。

「レオン、よく考えてごらんよ。チェルシーと仲よくした途端に、シャルロットが不機嫌になったんだよ？」

「カロン、余計なこと言わないで！」

　頭から湯気が出るのではないかというほどに、シャルロットの顔が真っ赤になる。

「カロン、シャルロット、チェルシー──みんな、聞いてくれ」

　場が混乱していくのを収拾するように、レオンは一人々々の名前を呼ぶ。

　その声に、三人がレオンへ注目して、レオンも仲間たちの表情を確認する。みんな先ほどまでの不安はなくなり、強い意志を宿した顔をしている。

「おれは、いや、おれたちは、教官の遺志を継いで運命に立ち向かう！　どんな苦難が立ちはだかろうと、全員で乗り越えていくんだ！」

　レオンが熱を帯びた声こわ音ねで告げると、三人も力強くうなずいてくれる。

「誰も死なせやしねえ。みんなが笑っていられる未来に、必ずたどりついてやる──」

　身体からだが震ふるえるほどに昂こう揚ようしていく中で、レオンはオズワルドへの誓いを立てる。




「見てろよ、教官。おれたちは運命なんかに絶対に負けねえ！」


（つづく）















【あとがき】




　はじめまして。越お智ち文ふみ比ひ古こと申します。

　このたびは、第十回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて最優秀賞をいただき、本作を出版させていただくことになりました。

　思い起こせばここまでの道のりの長かったこと──ライトノベルというジャンルを知ったのが二〇〇六年の四月ごろ、実際に書き始めたのが翌年の十月、そして受賞したのが二〇一三年の十月……丸々六年、小学一年生の少年が中学一年生になる年月かと考えると、時間の重みを感じずにはいられません。




　当時、ライトノベルの知識がゼロだったぼくに、（ライトノベル学の）各論、総論、各新人賞の傾向と対策を叩たたきこんでくれたのが、オタク文化から邦、洋楽ロックまで幅広く網羅する親友の梅ちゃんでした。

　彼と深夜のファミレスで熱い議論を戦わせながら、新人賞に送っては落ち、落ちては送りを繰り返し、もう数えるのも億おつ劫くうになるくらいの投稿の果てに、なんとかこうしてスタートラインに立つことができました。

　感慨無量とはまさにこのことだと考えます。




　本来ならそろそろ謝辞に移り、担当の中なか道みちさん、イラストを担当していただいたカグユヅさん、また父や親友の梅ちゃんなどお世話になった方々にお礼を述べるべきなのですが、ぼくにとって最初の一冊、感謝の言葉はたった一人の人間にだけと決めていました。

　私事で恐縮ですが、昨年の十一月、すい臓がんの末期で亡くなった最愛の母親に感謝の気持ちを伝えたいと思います。




　お母さん、親孝行らしいことの一つもできずすみません。生来のこらえ性のなさから市の職員も一年で辞めてしまい、その後はふらふらとするばかりで、ただただ親不孝なだけの息子でした。これからやっとお返しができると思っていたのに……間に合わなかった。こんなバカな息子でごめんなさい。

　それでも最期の瞬間まで身を案じてくださり、ありがとうございます。

　ぼくはお母さんのことが大好きです。

　どうかあちら側で見ていてください。

　本当にありがとうございます。





二〇一四年十月　越智文比古



































　著者

　越智文比古（おち・ふみひこ）

　　越智文比古と申します。ド新人ですが少しでも皆様と長いお付き合いができるように一生懸命頑張りたいと思います。よろしくお願いします。




　イラスト

　カグユヅ

　　今回新人賞作品の挿絵を担当させていただくことになりとても緊張していますが、レオンやチェルシーと共に一挙一動楽しんで描けたらと思っています。

　　どうぞよろしくお願い致します。

　　ツイッターもまったりやっております。

　　https://twitter.com/kaguyuzu
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。



本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。



本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。












本作品は縦書きでレイアウトされています。











また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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